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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　どこからともなくベルの音が聞こえる。

　ニューヨークの街並みは端はしから端までクリスマス仕様だ。

　ウィンドウにはサンタクロースの人形やラッピングされたプレゼントが飾かざられている。

　街中は人で溢あふれ、目立った通りでは大荷物を抱かかえて家路を急ぐ者も少なくない。通り過ぎる顔はどれも心なしか楽しそうだ。

「この寒いのに大変だな」

　自分の体ほどあるプレゼントを抱えて移動する男を避さけると、壁かべに凭もたれて座っていたベガーの荷物にスーツケースがぶつかる。

　ガツンと大きな音がしたが、ベガーは手に持った空き缶かんを通行人に向けたまま、身動き一つしない。

　施ほどこしが増えるこの時季は稼かせぎ時なのだと、会社の前にいたホームレスが言っていた。

　今年一年、自分が良い人間であったと自己弁護するように、もしくは年末の税金対策の一いつ環かんとして、この時季に寄付や施しが増えるのは確かだ。

　ぶつかった事を詫わびる代わりに、錆さびた空き缶にポケットの中の金を入れた。

　カンカンカン、とコインの分だけ缶が鳴る。紙し幣へいも入れたので、恐おそらく全部で二十ドル近くはあるだろう。米ドルにはしばらく用がないから惜おしいとは思わなかった。

「メリークリスマス」

　ベガーの嗄しわがれた言葉に、同じように「メリークリスマス」と返す。

　失業した身でメリーも何もないが、それ以外に返す言葉を知らない。

「きっと幸福があなたに訪おとずれる」

「そうか、期待しないで待ってるよ」

　振ふり返る事なくそう言って、空港警備員の前を通り抜ぬける。

　搭とう乗じよう手続きをして荷物を預けてから、ゲートのある第八ではなく第三ターミナルのカフェで時間を潰つぶす。第三ターミナルの外れにあるこのカフェは空港中で一番紅茶がうまい。

　会員専用でもないのにソファは綺き麗れいで、くつろげるのが気に入っている。

　搭乗開始まであと数十分。ぼんやりとただ時間が過ぎるのを待つ。こんな風に無む駄だな時間を過ごすのは久しぶりだった。いつも仕事に追われ、分刻みで動いていた。

　腕うで時計のない右みぎ腕うでを見るともなしに眺ながめていると、傍かたわらのテーブルに誰だれかが座る。

　ざっくりと編んだ白色のセーターと黒い薄うす手でのコートに、ジーンズ姿の若い男だった。黒くろ髪かみと同色の黒い目、聞こえてくる言葉で相手が同じ日本人だと解わかる。

　日本人にしては長身で彫ほりの深い顔立ちをしていた。肉にく食しよく獣じゆうを連想させる大きな口、鋭するどい視線と尖とがった鼻先を持つ男は、タイムズスクエアのビルボードに写っていても違い和わ感かんがない。

「だから、飛行機が欠便なんだから仕方ないだろ」

　白い陶とう器きのカップに口を付けながら携けい帯たい電でん話わに耳を傾かたむけ、うんざりした様子で男が言う。

「そもそも兄貴しか出ないって話だっただろ？　飛行機飛ばないんだから無理だって。そっちの空港全面欠航なんだろ？」

　不ふ機き嫌げんな表情も顔の造形を損そこなわない。その頭の悪そうなしゃべり方を聞かなければ、どんな女も見み惚とれるほど、男の顔は整っていた。

「とにかく明日か明後日あさつてにはそっちに行けるから。借りにしておいてよ」

　弱った顔で男はそう言うと、携帯電話を切ってがりがりと頭を搔かいた。

　不意に視線が合うと、男が小さく苦く笑しようした。笑うと随ずい分ぶん子供っぽい顔になる。大学生ぐらいかも知れない。

「もしかして、あんた志し乃の吉よし章あき？」

　男は俺の顔をまじまじと見つめて、俺の名前を口にした。

　沈ちん黙もくでその質問を肯こう定ていすると、男は物もの珍めずらしそうな視線を向けてくる。

「あの悪名高い保険王ジョージ・ランディのイメージコンサルタント兼けん秘書の？」

「イメージコンサルタントはやってない」

　実際何度か服装や立ち振ふる舞まいに関してのアドバイスはしたが、あくまで秘書という仕事の範はん疇ちゆう内ないでしか口を出していない。

「噂うわさはかねがね聞いてるよ」

　男はそう言って足を組む。

　長い足には汚よごれて先の擦り切れたスニーカーを履はいていた。おそらく二十ドル以下の安物だ。色いろ褪あせたジーンズもヴィンテージには見えない。

　自分の知名度はある程度自覚しているが、その範はん囲いは同業者やランディの顧こ客きやくである富ふ裕ゆう層に限られる。こんな見ず知らずの若者に顔を知られているというのは意外だった。しかしすぐに低てい俗ぞくなゴシップ誌に〝保険王の愛人秘書〟として紹しよう介かいされた事があるのを思い出す。

「元秘書だ。昨日付けで退職している」

「へぇ？　どうして？」

　普ふ段だんなら相手にしないが、自棄やけ気味に口を割る。

　仮にこの話題がゴシップ誌の表紙を飾ったとしても、その頃ころは日本にいる。『アウトタッチ』や『ライライフ』の記者に追いかけられるのは自分じゃない。

「保険王を殴なぐったからな」

　左手の甲こうを見せる。男は俺の手を見て遠えん慮りよ無く吹ふき出した。

　まだ関節部分の皮ひ膚ふが赤く擦すり切れたままだ。暴力に慣れていないせいで、力の加減を誤り、思い切り顎あごに入れてしまった。

「吉章ってそんな顔してかなり乱暴なんだ？」

　吉章、と違和感なく名前を呼ばれる。何故なぜだか志乃と呼ばれるよりもしっくり来た。

　気安い態度でも不快感を与あたえないのは、男の気き質しつがそうさせるのだろう。

「乱暴になったのはあれが最初で最後だ」

　殴った事は後こう悔かいしていない。

　今まで俺は自分の行動を後悔した事は一度もない。間ま違ちがった判断を下した事もだ。

　ランディはどうせ俺を訴うつたえることはできない。

「なんで殴ったの？」

「ベッドに誘さそわれた上にキスされて、尻しりを触さわられた」

　それを聞いて男はさらに笑う。

　あまりに大きな声で笑うから、周囲の人間が咎とがめるような視線を向けた。

　男はそれでも構わずに腹を抱えて「なるほど、殴るには充じゆう分ぶんな理由だ」と言う。

「吉章ぐらい綺麗だと、男でも上司のセクハラに苦労するのか」

　色惚ぼけした爺じじいに頰ほおを撫なでられ、アジアの肌はだは素す晴ばらしいと褒ほめられた事もあれば、どこかの御おん曹ぞう司しに「瞳ひとみも髪かみも、濡ぬれたらもっと黒く染まるのか」と聞かれた事もある。

　けれどそれは俺の容姿のせいではない。恐らくアジア系の味見をしたいだけなのだろう。

　自分の顔がそれほど優すぐれていないという事は自覚している。

「お前も殴られたいのか？」

　自分よりも数段作りの良い顔をした奴やつに、そんな風にからかわれるのは不ふ愉ゆ快かいだ。ましてや相手は得体の知れない年下の男だ。

「痛いのは好きじゃないんだ。それに吉章の手がこれ以上傷つくのも見たくない」

　男は再びカップに口を付ける。

「馬ば鹿かにしてるのか？」

「いいや。俺はあんたのことを買ってるよ。あんたは忠実で誠実だ。雇やとい主が最低な人間だった場合、それを同時に遂すい行こうするのは難しい」

　知ったような口を利きく男を訝いぶかしく思い、探さぐるように男の顔を見た。

「それでいて吉章は有能だ。有能な吉章なら、きっと俺にアラスカ行きのルートを用意することができる」

　男は俺に自分が持っているチケットを見せた。アラスカ行きの便名と時刻が書いてあるが、向こうの空港は現在天候が悪く全便欠航している。陸路という手もあるが、先さき程ほどの会話を考える限り、今日中には向こうに着きたいのだろう。そうなると陸路では不可能だ。

「目的はそれか？」

　要求を通すために容姿を褒めて煽おだてるなんて、女性に使う手口だ。相手を間ま違ちがえている。

「もしも無事にアラスカまで行けるなら、お礼にピエール・アインザッツの東京公演のチケットを進しん呈ていするよ」

　世界的に有名な指揮者の名前に、思わず男を見返す。男は適当にその名前を口にしたのだろうが、俺はアインザッツのファンだった。

　しかしチケットは人気ですぐに売り切れてしまう。目の前の男にチケットを用意できる金も力もあるとは思えない。戯たわ言ごとだと分かっているが、人助けをするのも良いような気がした。

　らしくないが、今日はクリスマスだ。

「いいだろう」

　携帯電話を取り出す。仕事関係の着信やメールが何件も来ていたが、もう俺はあの男の秘書ではない。それらを無視して一本電話をかけた。

　事情を話し、相手の承しよう諾だくを貰もらって通話を切ると、必要事じ項こうを手帳に記入する。

「フェニックス社のジェット機に乗れ。ポール・オーダーテイカーって男が案内してくれるそうだ。三十分後に出発する」

　フェニックス社は世界規模の貨物輸送会社で、自社の航空機を幾いくつも所有している。旅りよ客かく機きが欠航していても、フェニックス社の便は欠航していなかった。貨物用だが乗務員用の席もある。アラスカまで行けば、後は陸路を使って目的地まで向かえばいい。

「フェニックスって、あの宅配便の？」

「そうだ。誰かのクリスマスプレゼントと相席は嫌いやか？」

　フェニックス社のＣＯＯとは以前パーティで知り合った。まだ俺が解かい雇こされた事は知らないだろうから、ランディに恩が売れると思ったのか快く引き受けてくれた。

「三分」

「何がだ？」

「吉章が俺の要求を達成するのに要した時間だよ」

　時計でも見ていたのか、男はそう言って笑う。

　俺はポール・オーダーテイカーの電話番号と名前を書いた手帳の一部を破って男に渡わたした。

「アインザッツのチケットはどこに送ればいい？」

　最初からそんなもの期待していない。けれど男に付き合って、つい本当の事を口にする。

「東京のベイ・リッツに。新年はそこで過ごす」

　世界中にチェーン展開している有名ホテルの名前を口にすると、男は復唱もせずに肯うなずく。

「了りよう解かい。必ず送るよ」

　メモを片手にいなくなる男の背中を見送りながら、サンタクロースにでもなった気分だった。

「メリークリスマス」

　自分には大凡おおよそ似合いそうにない台詞せりふを口の中で呟つぶやき、第八ターミナルに向かうために立ちあがる。男の事はすぐに忘れてしまった。

　けれど、それから三日後にホテルのボーイが部屋に運んできたアインザッツのチケットで再び思い出す羽目になった。

　男の名前は雨あま宮みや穂ほ高だか。二十四歳にして、自動車業界のシェア上位に長い間君臨している雨宮帝てい国こくの一いつ端たんを担になう、エイチホールディングスの代表取とり締しまり役やく社長だ。
















　室内階段を下りて実験室に向かうと、金属の触ふれ合うカチャカチャという音が聞こえた。

　迎むかえに来る前から予想はしていたが、毎回毎回夢中になると時間を忘れる男に呆あきれる。

「社長」

　呼びかけると、台車に乗って車の下から俺の雇こ用よう主ぬしである雨宮が顔を出す。

　出社時間に会社に来ないから、運転手を伴ともなって家まで迎えに来れば、案の定現在開発中のエンジンで遊んでいたようだ。

「顔、真っ黒ですよ」

　雨宮は端はしの擦り切れた青いツナギ姿で、頭にはオイル汚よごれの付いたタオルを巻いている。

　俺の指し摘てきに、軍手をした手で黒くなっている頰を拭ぬぐうが、余計に汚れが広がるだけだ。

『ウォッチ』誌の「今年最高の十人」に選ばれた時は一着五十万のスーツに身を包み、それなりに見えたが、今の格好をしていると会社社長とは思えない。ましてや画期的な水素式自動車を開発した世紀の天才児にはとても見えなかった。

「朝食を持ってきましたよ」

　がさがさファストフードの紙かみ袋ぶくろを揺ゆらすと、雨宮は子供のように目を輝かがやかせる。いや、ようにではなく、まるきり子供だ。

「チーズバーガーのピクルス抜ぬきと、フィッシュバーガーのサウザンアイランドソースと、スパイシーポテトフライに」

「コーラのトールサイズ」

　最後の言葉を奪うばうと、早さつ速そく俺の手から受け取った紙袋の中からコーラを取り出し、プラスチック製の薄うすい蓋ふたを取ると、そのまま口を付ける。

　汚れた軍手を外すと、雨宮は手も洗わずにチーズバーガーにかぶりついた。

　どうせ開発に夢中になって、また食事を抜いたのだろう。

「午後二時の会議まで時間がないので、食べたらすぐに着き替がえてください」

　その前にシャワーを浴びさせる必要もあるだろう。ガソリン臭くさい体と煤すすで汚れた顔のまま会議に出席させるわけにはいかない。

「ふぃんえんふぃんが」

「喋しやべるのは食べ終わってからで結構です」

　言われた通り、もぐもぐと咀そ嚼しやくし食べ終わってから雨宮は口を開く。

「フィンエンジンがもう少しで完成しそうなんだ。どうせ会議の相手は兄貴だ。遅おくらせてくれ」

「そうもいきません。あなたにとっては兄弟でも、会社にとっては本社の重役です」

「大だい丈じよう夫ぶだって。兄貴は俺の性格分かってるから」

「午後一時には出発します。食べ終わったらさっさと片付けてください」

「…………分かったよ」

　雨宮がやれやれ、と言ったように手を上げる。

「まるで子供と母親だな」

　不意に背後から笑い声が聞こえ振ふり返ると、そこには雨宮の運転手兼けんボディガードのレイが立っていた。レイは雨宮がマサチューセッツにいた頃ころからの友人だと聞いた。そのため、雇こ用よう関係があっても二人は気安い話し方をする。

「流石さすがは敏びん腕わん秘書。実験中の穂高を窘たしなめられる人間なんて、あんたぐらいだ」

　雨宮は日本人にしては背が高いが、レイはそれよりも高い。バスケット選手並みの体たい軀くはそれだけで存在感がある。金きん髪ぱつに碧へき眼がんで黒のスーツを着て雨宮の後ろに立っている姿は、二人揃そろって映画のワンシーンのようだが、口を開かなければという条件が付く。

「惚ほれた弱みってやつだな」

　雨宮は冗じよう談だんめかしてそう言うと、近くにあった使い古しのタオルで汚れを拭い、剝むき出しになっている車のエンジンに視線を走らせた。

　駄だ々だを捏こねられたら面めん倒どうだと思い「上に着替えを用意してます」と促うながす。

「分かった。車は……今日は兄貴が来るから女め神がみだな」

　前半は俺に、後半はレイに言って、雨宮は脇わきにある階段を上って行く。

　半地下のこの部屋は厚いガラスでガレージと仕切られている。ここは雨宮の実験室だ。会社の研究室の設備とはほど遠いが、ある程度の実験器具は揃っている。家にいるときの雨宮はほとんどの時間をこの部屋か寝しん室しつで過ごすため、部屋にはあらゆるものが散乱していた。

　食べかけのスナック菓が子しやＤＶＤもある。雨宮がシャワーを浴びて着替えるまでの間それらを手早く片付けていると、レイがステンレステーブルに置いてあったソーダ水を手に取る。

　檸檬レモンで味を付けられただけの甘みのないソーダは雨宮のお気に入りだ。そのため、定期的に補ほ充じゆうする必要があった。

「乗ってきた車を取ってくる」

　レイは壁かべのフックから今日乗る車の鍵かぎを取る。隣となりのガレージには十台の車が並んでいる。そのうち四台はエイチホールディングスの作ったスポーツタイプ、もう一台は雨あま之の自動車の大型バンだ。残り五台のうち一台は国産車だが、四台は外車だ。

　先さき程ほど雨宮が口にした女神というのは、外車のフードマスコットを指す。

「自動車会社の社長が他社メーカーの車に乗ってもいいのかね」

　だからこそ雨宮は「女神」を指定したのだろう。弟が他社メーカーの車に乗る事に雨宮常務は良い顔をしないが、唯ゆい一いつイギリス生まれの「女神」だけは彼も認めているようだ。

　肩かたを竦すくめたレイは、飲み干したペットボトルをゴミ箱とは少し離はなれた場所に向かって投げる。

　見けん当とう違ちがいの方向に飛んだそれはビリヤードのように近くの工具箱に当たり、ゴミ箱に入った。

　得意げな顔でレイが階段を上がって行くと、入れ替わりに雨宮が降りて来た。

「吉章、俺の携けい帯たいがないんだけど」

　タオルで髪かみを拭ふきながら実験室にやってきた雨宮に「ここにありますよ」と工具に埋うもれていたシルバーの携帯電話を取り出す。

「ありがとう」

「…………またジーンズですか？」

　用意したスーツは着なかったのか、と解っていた結果に溜ため息を嚙み殺す。この男にスーツを着せるのは手間が掛かかる。

「スーツは好きじゃないんだって」

　ストライプのシャツに黒いジャケットと、ブルージーンズ姿は出会った時と同じように、どこにでもいる青年に見える。折せつ角かく整った顔をしているのだから、飾かざり立てるべきだ。

　少なくとも社長という立場に相応ふさわしい程度には、身なりを繕つくろって貰もらわなければ困る。

　しかしそんな押し問答は、もう何回も繰くり返していた。

「夕方のインタビュー時には絶対にスーツに着替えて頂きますよ」

「分かったよ」

　レイと同じように雨宮もソーダ水を手に取り、口を付ける。

「社長」

　咎とがめるように名前を呼ぶ。

「飲んだらすぐ行く」

　左ひだり腕うでにはめられている時計に視線を落とす。チタンとセラミック製のパイロットウォッチは午後一時五分を指している。会議は午後二時からだ。ここからは会社まで一時間ほど距きよ離りがある。雨宮は時間にルーズで遅ち刻こくする事をまるで恐おそれない。

　苛いら々いらしながら待っていると、雨宮は飲み終わったペットボトルをゴミ箱に投げる。

　ガレージに続くドアを開け、雨宮が出るのを待ってから鍵をかけた。車の助手席に乗り込み、携帯電話で屋や敷しきのセキュリティを作動させる。

「今日の予定は？」

　雨宮が先程手て渡わたした新聞に目を走らせながら訊いてきた。

　手帳を確かく認にんしなくても暗記しているが、念のため開いて目で追いながら口にする。

「午後二時から雨宮常務との会議、午後三時からはインタビューが三件です。写真は予あらかじめ用意してありますが、スーツを着て頂きます。午後四時半からはミカサコーポレーションとの打ち合わせが入っています。それ以外はありませんが、明後日あさつては昼の便で香港に向かう予定なのをお忘れなく」

「……これじゃ少しも研究が捗はかどらないな」

　常に明るい雨宮が珍めずらしく溜め息を吐ついて窓の外に視線を向けた。雨宮の家は崖がけの上にあり、出勤時はいつもこうして海沿いを走る。そうなると、決まって雨宮は海に視線を向けた。何かそこに、興味深いものが眠ねむっているというような目で、いつも海を見つめる。しかし、今日は少しも晴れやかな顔をしていなかった。

　初夏の日差しに煌きらめく水面に向けているとは思えないほど、どんよりと曇くもった視線だ。

「社長なんて兄貴がやればいいんだ」

　拗すねたような口調に、運転をしていたレイが「お前の兄貴が上司になったら、俺はこの仕事を降りるぞ」と口にする。

　雨宮の兄であり、雨之自動車の常務取とり締しまり役やくを務める雨宮旭あさひは絵に描かいたようなエリートだ。雨宮とは正反対の人間で、頭の凝こり固かたまった学歴主義者だ。常に上から物を言う人間なので、社内でもあまり好かれてはいない。

　時々、本当に雨宮と血が繫つながっているのかと疑いたくなるほど性格が違ちがうが、弟である雨宮の事は過か剰じように溺でき愛あいしている。

「じゃあ吉章がやればいい。俺なんかよりずっとそういう仕事が向いてる」

「あなたが雨之の人間を説得してくださるのでしたら、構いませんが」

　俺の提案に雨宮は殊こと更さら嫌いやそうな顔をする。三歳しか離れていないとは思えないほど、時々雨宮が子供に見える。

　トンネルに入り、海が見えなくなる。しばらく林道を走ると、高速への入り口が見えてくる。料金所を通過した途と端たんに、レイがいつものように車を加速させる。

　安全運転が第一だと思うが、会議には遅れたくない。それに運転に関してはレイに一任している。荒あらっぽいようだが、乗っていて不快感を感じる事はなかった。レイは一度も事故を起こした事がないので、運転に文句を付ける気はない。

　ただし心臓に悪いので、スピードメーターは見ないように気を付けた。

「インタビューはどこが相手なんだ？」

　海が消えたので、再び新聞に目を這はわせながら雨宮が訊く。

「自動車雑誌が一社、男性誌が一社、新聞社が一社です」

「ふーん」

　答えに興味をそそられなかったのか、新聞を捲めくる音が聞こえる。捲るペースが速いのは、読む速度が速いからだ。速読というよりも、必要な部分だけ抜ぬき出して読んでいるらしい。

　それでいて、ちゃんと要点は理解しているのだから、器用な脳みそだ。

「因ちなみに男性誌のインタビュアーからの伝言ですが、〝私のこと覚えてる？〟と」

「何？」

「インタビュアーの女性の名めい刺しはこちらです。名前に見覚えがございますか？」

　先日、担当者から渡わたされた名刺を渡すと、雨宮はそれを見て頭痛を堪こらえるような表情を作る。

「以前は女性向けの情報誌にいたはずだ」

「現在は男性誌のようですね。何か特別な関係が？」

　揉もめ事ごとの予感に、こちらにまで頭痛が伝染うつりそうだ。しかし肝かん心じんの雨宮は苦い顔をしたまま黙だまっている。代わりに、運転席のレイがオープンカーを追い越こしながら答えた。

「記事にされたんだよ。積極的に口説いたのに、一度寝ねた途端に素っ気なくした仕返しで、あること無いこと書かれたんだよな。粘ねん着ちやく質しつな女に陰いん湿しつな方法で報復されたってわけ。でも、俺はあの記事は笑えて良かったと思うけどな」

「女性向けの情報誌、というと昨年の？」

〝日本が誇ほこる若き天才〟と題されていたのに、内容は批判的だった記事を思い出す。

「吉章が来る前の話なのによく知ってるな」

　俺がこの会社に採用されたのは二月一日からだ。あれから四ヵ月が経たった。

　仕事内容や日本での生活には慣れたが、雨宮には未いまだ戸と惑まどうことも多い。

「それも仕事のうちです」

　どんな形でメディアに紹しよう介かいされているのか。過去にどんな記事を誰だれが書いたのか。そういう情報は必要だ。以前の会社では、それを管理し記き憶おくするのは秘書の役目だった。

「さすが吉章」

　レイからのからかいを含ふくむ褒ほめ言葉に、相あい槌づちを打たないままバックミラーに視線を向ける。

「今後、メディアとは良好な関係を。今夜は彼女とベッドに入ることがないように」

　苦言を呈ていすると、雨宮がにやりと笑う。

　先程までの不ふ機き嫌げんな顔が取り去られ、悪戯いたずらっぽく目が光った。

「それってヤキモチ？」

　雨宮の言葉に、レイが態わざとらしく口笛を吹ふく。下手なそれを睨にらむことで止めさせた。

　バックミラー越ごしではなくちゃんと振ふり返り、子供を叱しかる気分で雨宮の目を見み据すえた。

「二度も誌上で批判されたいんですか？　エイチホールディングスの社長で雨宮帝てい国こくの一員であるあなたが批判されるというのがどういうことか、自覚が足りないようですね」

　少し厳しい顔を作ると、雨宮は「分かったよ」と拗ねたように肩かたを竦すくめる。

「俺だってベッドでプテロを強請ねだるような女の相手は二度と御ご免めんだ」

　雨宮の視線は再び新聞に戻もどる。

　プテロというのは、エイチホールディングスの自動車の一つだ。

　名めい称しようは恐きよう竜りゆうのプテラノドンに由来している。雨宮の趣しゆ味みで、車種名は全すべて恐竜や翼よく竜りゆうの名前に関係がある。もともとプテロはギリシャ語で翼つばさという意味を持ち、ライトや後部座席の形を翼をイメージした形にデザインしているので、男性よりは女性の人気が高い車種だ。

「吉章が心配しなくても、穂高はもう他ほかの人間に尻しつ尾ぽなんて振らねぇと思うけどな」

「どういう意味だ？」

　レイはそう言うと含み笑いをしながら、車線を変へん更こうする。インターが目に入った。

「ひどいな、吉章。俺はずっと吉章に惚ほれてるって言ってるのに？　他の奴やつなんて口説くわけないだろ」

　いつもの調子で雨宮が口にする。この戯ざれ事は今に始まった事じゃない。溜め息を吐いて、思わず雨宮との再会を思い出す。

　今年の一月に行われたアインザッツのコンサートで、遅おくれて隣となりの席に座ったのはスーツ姿の雨宮だった。一目で質が良いと分かるジャケットは深い灰色で、上品なネクタイを締しめていた。

『オペラには詳くわしくないんだ。良かったら解説してよ』

　雨宮は俺の耳元に唇くちびるを寄せてそう言った。

　空港で見たときとは全く違う格好の雨宮に軽い衝しよう撃げきを覚えた。着ている物が違うだけで印象がずいぶんと変わる。その瞬しゆん間かん、ふと彼の顔を以前新聞で見た事があると気が付いた。

『雨宮穂高』

　思わず男の名前を呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた俺に対し、雨宮は「穂高でいい」と小さく笑う。

　コンサートが終わり、他の客が立ちあがる中で雨宮は俺を食事に誘さそい、自分の秘書にならないかと持ちかけた。出された条件があまりに良かったので、何か裏があるのではと疑った。

　ランディが手て薬ぐす煉ねを引いてるのではないかと不ふ審しん感を露あらわにした俺に、雨宮は警けい戒かい心を解ほぐすような笑えみを浮うかべた。

『吉章みたいな秘書が欲しかったんだ。だから気に入って貰もらえる条件にした』

　好待たい遇ぐうの理由をあっさりとそう口にした雨宮に対して、少し考えさせてくれと保留を願い出た。その翌日から秘書を承しよう諾だくする日まで、毎日ホテルにはプレゼントが届いた。

『こういうのは女性を口説く時にするものでは？』

　電話口で苦情を言った俺に対して、雨宮は「口説き方はこれしか知らないんだ」と悪びれず口にした。

　雨宮からは多くのプレゼントを貰ったが、その中で一番高価だったのは車だった。エイチホールディングス社製のトロエと名前が付いた車は機能的で気に入っているが、最初は車を貰う事に躊躇ためらいを感じた。

　しかし雨宮は「吉章みたいな人間が乗ればイメージ的にはプラスになる」と言って、鍵かぎを返そうとしても受け取らなかった。今はもう諦あきらめて乗っているが、同世代のサラリーマンの平均年収を上回るような車を貰うというのは、精神にかなり重圧を感じる。

「着いたぞ」

　レイが車を会社の敷しき地ち内に入れる。車が停とまると、雨宮は自分でドアを開けて外に出た。

　荷物はない。普ふ段だんから雨宮は荷物を持つのが好きではない。携けい帯たいと、札が何枚か挟はさまれたマネークリップをジーンズのポケットに入れているだけだ。俺がマネークリップを渡す前は輪ゴムで留めていた。クレジットカードはよくなくすので、俺が管理している。

　裏からではなく、いつものようにわざわざ雨宮は来客用の入り口から入り、受うけ付つけ嬢じよう達に挨あい拶さつをした。頰ほおを染める受付嬢と軽口を叩たたいているのを見ながら、腕うで時計に視線を落とす。

　約束の時間まであと十分。恐おそらく既に常務は来ているだろう。

「社長」

　促うながすために声を掛かけると、雨宮はひらひらと手を振りながら、名残なごりを惜おしむ受付嬢に背を向けてエレベータに乗り込む。それを待ってからカードキーをリーダーに通す。すると全ての階数ボタンが押下可能な状態になる。俺は最上階の一つ下、社長室と総務のある階のボタンを押した。

「兄貴と会うの面めん倒どうなんだよな」

　雨宮が階数表示を見ながらそう口にすると、エレベータの壁かべに寄りかかっていたレイは「お前の許可が出るなら、俺が一発殴なぐってやろうか。そしたらもう二度と来ねぇだろ」と過激な発言をする。何度か揉めた事があるらしく、レイは常務を嫌けん悪おしている。

　その気持ちは解らない訳じゃない。常務は好人物と評価するには、難点が多すぎる。

　俺だってもし常務と無人島に二人きりで取り残されたら、救助を待たずに泳いで他の陸地を探すだろう。尤もつとも、俺はレイと違ちがってそれを表に出すような真似まねはしないが。

　脳みそがスポンジより軽い上司でも、唾つばを吐はきかけてくるラマより無礼な取引先に対しても、十年来の親友に向けるような笑顔を作れなければこの仕事は務まらない。

　扉とびらが開き、まずレイが降りて雨宮がその後に続く。俺が降りるのは最後だ。

　透とう明めいなガラスで仕切られた会議室にはもう常務が座っているのが見えた。

「じゃ、がんばれよ」

　レイは常務を見てそう言うと、俺の肩を叩いて総務部の方に向かって行った。

　雨宮は足早に会議室に近づき、扉を開く。

「五分前だ」

　兄のその指し摘てきに雨宮は「知ってるよ。遅ち刻こくじゃない」と答えた。

　短い黒くろ髪かみに青いネクタイ、黒のスーツ姿は一分の隙すきもなく整っている。背は雨宮や俺よりも低いが、身長が低いのに圧あつ迫ぱく感かんを感じるのは、恐らく彼の人ひと柄がらのせいだろう。

　傍かたわらにはいつも影かげのように秘書を控ひかえさせている。

「しかし、相手を待たせている。心理学では待たせるという行こう為いは、相手に無意識下で負い目を背負うことになる」

「何度も聞いてるよ。でも相手を待たせた武蔵むさしが勝負に負けたか？　負けたのは長い時間待ちくたびれた小こ次じ郎ろうの方だっただろ？　それに俺は現状で兄貴に負い目を抱いだいてない」

　うんざりした様子で雨宮は兄の向かいに座った。俺はその傍らに座る。

「そんなことより、本題は別だろ？」

　雨宮が兄の小言を遮さえぎるように話題を変える。

　会議の内容はエイチホールディングスの売り上げに関するものだった。

　エイチホールディングスの車は価格が高い。ランニングコストは非常に安い分、イニシャルコストは他社の倍は掛かる。購こう入にゆう者の多くは富ふ裕ゆう層だ。現在業界全体が低価格車を打ち出している中、エイチホールディングスの売り上げが振るわないのは当然の結果だった。

　しかしエイチホールディングスが設立されたのは四年前だ。設立後五年間は赤字になる、という予想は予あらかじめ立てられていた。

「売り上げは確かにそれほど多くないけど、少ないわけじゃない」

　雨宮の言葉に、俺は取り出した資料を二人に渡わたした。

　しかし常務は資料を一いち瞥べつもせずに、正確な売り上げ台数と利益額を口にする。

　そんなものは頭に入っていると言外に主張し、運ばれてきた緑茶に口を付けた。

「研究費の出費を考えれば、想定以上の赤字だ」

　兄からの指摘に雨宮は「七月発売の新車で巻き返せるよ」と楽天的に口にする。

「売り上げ予測は既に伝えてあるだろ？」

「弱い根こん拠きよから弾はじき出されたあの楽観的な数値を全面的に信用しろというのか？」

　呆あきれたように常務は視線を逸そらす。会議室の北側は窓に面している。外から中は見えないが、中から外は見る事ができる。そびえ立つビル群の壁へき面めんに飾かざられた看板の一つに、来月一いつ般ぱん発売が予定されている新車の広告が出ている。デザイン性に優すぐれたスポーツタイプの新車に、雨宮常務は前から反対していた。

　ファミリー向けの車を早く発売しろ、というのが常務の口くち癖ぐせだ。再来年以降はファミリータイプのモデルも発売予定で、プロジェクトも進んでいるが雨宮自身は乗り気ではない。

「兄貴は悲観的なんだよ。いつも悪い方向に考えてる」

「リスクマネージメントは必要だろう。それに俺がこの会社の経営に口を出すのは当然の権利だ。誰だれがここまで育ててやったと思ってるんだ？」

「分かってるよ」

　エイチホールディングスが設立されたのは四年前だ。その頃ころ、雨宮は二十歳はたちで既に大学を卒業し、雨之自動車でエンジン開発をしていた。雨宮が構想していたエンジンは開発できたものの、その製品化に上層部は反対していた。そこで常務が主体となり、子会社として新たにエイチホールディングスという会社を設立し、そこから雨宮が開発した車を発売する事になった。

　研究一筋だった雨宮に経営なんてできるわけもなく、現在も経営は兄である常務が監かん督とくしている。尤も弟の顔を立てる名目で、常務は昨年エイチホールディングスから与あたえられていた役職を返上し、現在は顧こ問もんという立場で頻ひん繁ぱんにアドバイスをしに来る。

「それより、フィンエンジンの研究は進んでいるのか？」

「……まだだよ」

「研究が成功すれば、赤字なんてすぐに返上できるだろう。新車の開発が済んだなら、さっさと研究を進めろ。あれは確実に金になる研究だ」

　常務はその他ほかにも経営上のアドバイスを行うと、時間通りに席を立つ。

　最後にちらりと俺に視線を向けた時に、軽けい蔑べつするような色を瞳ひとみに載せながら「せいぜい秘書に役に立ってもらえ。馬ば鹿かみたいな額の金をそいつに払はらってるんだろうからな」と言い捨てて会議室を出ていった。

　雨宮は疲つかれたような顔で社長室に向かい、来客用のソファに座った。

「兄貴と話してると疲れる」

　背凭れに寄りかかっているところを見ると、すぐには仕事に取りかかる気がないようだ。

「雨宮常務の指摘は真っ当です」

「兄貴の味方するのかよ？」

　唇くちびるを尖とがらせるように雨宮が尋たずねる。

　コンサートの夜はそんな表情は絶対に作らなかった。まるで年上のようにすら見えた。今とは全く違う態度に、改めて詐さ欺ぎだと思う。

「そうではありませんが、確かにリスクマネージメントは必要です」

「昔から兄貴は色んな事をネガティブに捉とらえる癖くせが付いてるんだよ。赤字だってそう大きな数字じゃない。充分年末までには挽ばん回かいできる額だろ」

　雨宮はそう言うとデスクの上に置かれていた書類に目を通す。

「この後のインタビューはスーツを着て頂きます。一応そちらに用意してありますので」

　社長室の奥にあるクロークを指す。中央にあるガラスケースの上に、昨夜のうちに選んだスーツが一式置いてある。

「それから髪かみを整えて頂きます」

　腕時計に目を落とすと、インタビューまであと二十五分だった。

「スーツは堅かた苦くるしくて好きじゃない。写真は撮とらないんだろ？」

「……子供みたいな事を言わないでください。これも仕事なんですから」

「面倒だから嫌いやだ」

　これでは秘書ではなく子こ守もりだ、そう思いながらクロークの扉を開けて促す。

　ドアを開けると自動的に中の電気が点つく。部屋の中にはスーツやコートが並んでいる。私服で出社する事の多い雨宮のために俺が選んだものがほとんどだ。中央のガラスケースの引き出しにはネクタイやソックス、カフスやネクタイピンなどが一通り揃そろっていた。下の段には革かわ靴ぐつも入っている。

「どうしても？」

「どうしてもです」

　雨宮はドアノブに手を掛けたままの俺の手の上に、自分の手を載のせる。大きな手は、楽に俺の手を包んでしまう。

「じゃあいつもみたいに、ご褒ほう美びが欲しい」

　どうせそう来ると思っていた。溜ため息を吐くと、雨宮が小さく笑った。

「セクシャルハラスメントですよ」

「ただのキスだ。挨あい拶さつみたいなものだろ？」

　苦々しい思いで、確かめるように雨宮の背後に見える社長室のドアを確かく認にんする。

　もちろん施せ錠じようはしていない。いきなり入ってくるような人間はいないが、それでもいつ開けられるとも限らない。

「悪あく趣しゆ味みです」

「インタビューまであと二十分。二十分でどうにか説得してみる？」

　要求を吞のんだ方が早いと思うけどな、と雨宮は口にする。

　このやりとりはもう何度も繰くり返した。最終的にはいつもその頰ほおに唇を押しつける羽目になった。最初にこの要求を出されたのは一体いつだったか、覚えていない。俺が拒きよ否ひ反応を示すのが楽しくて仕方ないようだ。からかわれているのは解っているが、毎回抵てい抗こうを試みている。残念ながら成功していないが。

「男にキスをされて何が楽しいのか、解りかねますね」

　溜め息を吐いてから、雨宮の頰に唇を寄せた。確かにただの挨拶だ。

　一いつ瞬しゆんだけ触ふれて、すぐに離はなれようとした瞬しゆん間かん、雨宮の手が後頭部に回る。

「っ」

　窘める間もなく、そのまま唇が合わせられる。こんな風にされたのは初めてだった。

　驚おどろいて体を退こうとすると、雨宮の腕うでが腰こしに回る。

「んっ」

　ぬるりと舌が入り込んできた。歯列をなぞり、舌を舌でなぞられる。咎とがめるための言葉は雨宮に飲み込まれた。奥まで雨宮の舌が入ってきて、思わず反射的に歯を立ててしまう。

「っ」

　怯ひるんだ雨宮の足を思い切り踏ふみつける。

「ってぇ」

　雨宮の唇と手が離れる。解放された手で濡ぬれた自分の唇を拭ぬぐった。

「ひどいな、吉章」

　雨宮が項うな垂だれている。渾こん身しんの力で踏みつけた足は、恐おそらく相当痛むのだろう。もしくは嚙かみついた舌が痛んでいるのかもしれない。しかし、自じ業ごう自じ得とくだ。

「舌を入れて良いとは言ってません。さっさと着き替がえてください」

　動どう揺ようを隠かくし、乱れた息を素す早ばやく整えてそう口にする。

　雨宮はぶつぶつと文句を言いながらクロークの中に入った。隔かく離りするような気分でそのドアを閉め、口の中で感じた舌の動きを頭の中から追い出そうとする。

　他人の舌というのは思った以上に熱くて滑なめらかだと、知りたくもない事実を知って戸と惑まどう。

　初めてのキスは未成年のうちに済ませている。しかし、舌を使うキスはこれが初めてだ。二十七にもなってこの手の経験がないのは、誰ともそういう関係になりたいと思った事がなかったせいだ。女性に対してそういう気が起きない。男性に対しても同様だ。

「男同士で……」

　冷静になろうと、一度社長室を出る。

　社長室の前には来客用ブースがあり横には会議室、その向かいに総務部があった。

　総務部の一角には俺のデスクが置かれている。デスクの上にある電話メモと来客メモを確認した。緊きん急きゆう性が高いものはないようだと判断し、バッグを置いて一度トイレに向かう。

　薄うすい青が基調のトイレで顔を洗った。口も漱ゆすぎ、先さき程ほど雨宮に触れられた唇は特に念入りに擦こすった。それでも触れた時の感かん触しよくが消えない。

　雨宮は強ごう引いんだったが、ランディにされた時のような不快感は感じなかった。それはこのキスに下心がなかったせいだろう。雨宮は俺をからかうことを純じゆん粋すいに楽しんでいる。そこにセクシャルな意味はない。解っているが、感覚が蘇よみがえると心がざわつく。

「生々しい」

　戯たわむれのキスは何度も繰り返したが、こんな風にちゃんとしたものは初めてだった。

　洗面台に手を突いて、ゆっくりと顔を上げる。引き締しめるために眉み間けんに力を入れた。

「振ふり回されるな」

　子供の悪戯いたずらにまともに反応していたら、余計にそれを増長させるだけだ。

　自分に言い聞かせてから、唇を嚙み締める。

　だけどどんなに強く嚙んだとしても、先程の感覚を忘れる事ができない予感がした。










　時速三〇〇キロを簡単に超こえられるエンジンを搭とう載さいしたレース用の車が唸うなりを上げる。

　サーキットで公害に近い音量のエンジン音を聞くともなしに聞いていると、走る事に満足したのか、車がゆっくりとこちらに近づいて来る。

「どうだった？」

　車の側に近づいたレーサーが、運転席に座っている雨宮に声を掛かける。

　雨之はレーシングチームを一つ持っていた。雨之の系列会社というだけでなく、マシンの改良のアドバイスを行っているので、雨宮は「開発者の義務である走行実験の一いつ環かん」という大義名分を盾たてにして暇ひま潰つぶしにサーキットでのテスト走行に参加する。

　業務時間外に行うべきだとは思うが、サーキットで遊んだ後の数日はさぼらず素直に仕事を行ってくれるので、仕方なく黙もく認にんしている。

「気持ち良かった。でも、手がびりびりしてる」

　近くのスタッフの手を借りながら車から降りると、雨宮は傍かたわらにいたレーサーに微笑ほほえみかけた。プロのレーサーとして活かつ躍やくしている友人と談だん笑しようする姿を見ながら、時計に視線を落とす。

「社長」

　声を掛けると、雨宮は子供のような顔で笑いながら「どうだった？」と聞いてくる。

　感想を求められてもタイムなんて計ってはいないし、サーキットは広すぎて全すべてがここから見み渡わたせるわけもない。それに雨宮の走りが良いか悪いか素人しろうとの俺には解わからなかった。

　正直、車には移動手段としての興味しかない。勉強はしているが、意見を求められても困る。

「お上手でしたよ。それより、そろそろお時間です」

「もう時間か。仕方ないな」

　雨宮はその言葉にヘルメットを脱ぬいで、友人に渡わたす。

　笑いながら俺と雨宮のやりとりを見ているレーサーの無ぶ遠えん慮りよな視線に不快感を覚えた。

「着替えてくる。吉章に手を出すなよ」

　雨宮は友人に忠告すると、そのままロッカールームへ消えた。

「あんたが吉章か。上手うまく穂高に取り入ったみたいだな。保険王に対して使ったのと同じ手で穂高も陥かん落らくさせたのか？」

「意味が解りませんが」

　馴なれ馴れしい様子で男は俺の肩かたに手を掛ける。引き寄せられ、男の瞳ひとみを近くで見る羽目になった。整った顔とレーサーという肩かた書がきを考えれば、自信に満ちた態度は納なつ得とくできたが、この手の人間が俺は苦手だった。

　嫌きらいと言っても良い。自分に自信のない人間も嫌いだが、自分の魅み力りよくを過か剰じように評価して図ずう々ずうしい振る舞まいをする奴やつも嫌いだ。

「離してください」

「俺にもやってみせろよ。男を陥落させるのは得意だろ？」

「何を誤解しているのかは知りませんが、不ふ愉ゆ快かいです」

　俺の言葉に男が笑った。

「不愉快です、か。それは俺の台詞せりふだ。保険王の元愛人が穂高の隣となりに居るなんてな」

　口くち真似まねをしてそう言うと、男は俺を小こ突づくように突つき放した。そのせいで少し蹌踉よろける。

「穂高は騙だませても、旭は騙せないからな。せいぜい頑がん張ばるんだな」

　男はそう言ってから、先程まで乗っていたマシンの方に向かう。

　整備士と談笑していた男は時折俺の方を振り返って、馬ば鹿かにするように笑う。

　無視していると、雨宮が着替えて戻もどってきた。その途と端たん男は厭いや味みな笑えみを消す。

「待たせたな」

　いつものようにシャツとジーンズ姿だ。しかし、一応ジャケットは着ている。

「急ぎましょうか」

　出口へ促うながすと、雨宮は男に手を振る。

「ありがとう、すごく楽しかった」

　男は屈くつ託たくのない笑顔で笑うと、友人面で「またいつでも来いよ」と口にした。

「何か嫌いやなことでもあったのか？」

　レイが運転する車に乗り込んでから、雨宮にそう尋たずねられる。

「どうしてですか？」

　ポーカーフェイスには自信があるので、指し摘てきされるとは思わなかった。

「綺き麗れいな顔が台無しになっている」

　その言葉に「お言葉ですが、顔が台無しなのは生まれつきです」と答えた。

　運転席のレイが声を出して笑う。

「日本人の謙けん遜そんは時々厭味だ」

「俺もそう思う」

　雨宮がレイの言葉に同意するが、二人の意見こそ厭味だ。

　映画の中から抜ぬけ出してきたような男達にそんな事を言われても、少しも嬉うれしくない。

「もしかして、あの生意気な男に意地悪でもされたのか？」

　レイはレーサーの男を指してそう口にする。

「そうなのか？」

　雨宮が心配そうに聞いて来たが、俺は軽く首を振った。意地悪された、と泣きつくような年でも性格でもない。それにガキみたいな男にガキみたいな事を言われただけだ。

「何を言われた？」

「特別なことは何も」

「吉章」

　不意にいつもの巫山戯ふざけた口調から、真しん剣けんなものに変わる。

　まるで教師が不出来な生徒を諭さとすような口調で「何を言われた？」と再び同じ事を訊きかれた。

　今年の一月、仕事をオファーされた時と同じ目で雨宮は俺を見つめる。

　誤ご魔ま化かす事を諦あきらめて、俺は「彼は私とあなたの関係を誤解しているようでした。それに関して少し厭味を言われただけです」と答えた。

　それを聞いて、雨宮は肩の力を抜く。

「なんだ。ベッドにでも誘さそわれたのかと思った」

「……」

　一いつ瞬しゆん雨宮に対して怒おこるべきかと迷ったが、面めん倒どう臭くさいので聞こえなかったことにする。

「あいつは手が早い上に、面めん食くいだからな」

「彼はゲイなんですか？」

「どこから見てもそうだろ」

　俺と雨宮の会話に割り込むようにレイがそう言って「発情期の雌めす猫ねこが体をすり寄せるようにされなかったか？　俺も穂高も一度ならずされてるぜ？」と心底嫌そうに眉間に皺しわを寄せた。バックミラー越ごしにその顔を見て、レイがあの男に対してプラスの感情を持っていないと知る。

　彼が雨宮に体をすり寄せてる姿を思わず想像してしまい、俺の表情もレイと同じようなものになった。

「気があるのはレイにだけで、俺とはただの友達だ」

「ってお前は言うけどな。アレはお前の息子むすこを自分の尻しりの間にぶち込みたがってるぞ」

　それを聞いて、ようやく見知らぬ男に毛け嫌ぎらいされている理由が解った。

「やめろ」

　雨宮は嫌いやそうに言ってから、レイのシートを蹴ける。シートは革かわ張ばりなので、スニーカーの足跡が付いた。

「男同士でやる趣しゆ味みはない。吉章は別だけどな」

　また雨宮の冗じよう談だんだ。キスといい、軽口といい、雨宮がゲイだと誤解される要素は多分にある。

「私も男同士でやる趣味はありません。社長も同じです」

　その言葉にレイが笑う。雨宮は再びシートを力強く蹴ったが、レイは笑うのを止めなかった。

「とりあえず、あいつには俺から言っておく」

　結構ですと言いかけたが、雨宮は何も俺の為ためだけに動くわけじゃないのだろう。彼自身も関かかわっている誤解だ。その手の噂うわさが流れたら会社のイメージに傷が付く。

「ついでに小指を立てるのと、三秒に一回髪かみを搔かき上げる癖くせも直すように言ってやれよ」

　いつもの毒どく舌ぜつでレイはそう言う。

　友人に対する評価を受けても、雨宮はもうレイのシートを蹴るような事はなかった。

　その代わりに「今度そういう事を言われたら、どんな小さな事でも報告しろ」と口にする。

「それは社長としてのお言葉ですか？」

「──そうだ」

「了りよう解かいしました」

　俺の言葉に雨宮は肯うなずくと、サーキットでの楽しそうな様子が噓うそのように黙だまり込む。

　久しぶりに晴れやかだった顔が曇くもっているのを見て、やはり男の事は言うべきじゃなかったと後こう悔かいした。










　わざと足音を立てながら寝しん室しつに向かうと、朝日が溢あふれる部屋の中で雨宮は独ひとり寝ねには大きすぎるベッドの上で眠ねむっていた。あどけないほど安らかな寝ね顔がおで枕まくらに半分顔を埋うずめている。

「社長」

　呼び掛けるが、起きる気配はない。

　ベッドの真上にある窓からは眩まぶしい太陽光が降り注いでいるのに、天才児の瞳は閉じられたままだ。

「雨宮社長」

　先さき程ほどよりも少し大きな声を出せば、雨宮は「ん……」と図体に似合わない可愛かわいらしい声を出して、ぐずるように枕にさらに深く顔を押しつける。女性の母性本能を擽くすぐるような仕草だ。

「社長」

　肩を揺ゆさぶると、ゆっくりと瞼まぶたが開く。

　その瞳ひとみがぱちぱちと何度か瞬またたくのを見ながら「起きて頂けますか？　フライト時間に遅おくれそうです」と時計を見せる。

「キスしてくれたら起きる」

　そう言ってまだ眠そうな雨宮が唇くちびるを近づけて来た。

「これがパワハラなのかセクハラなのか、労働組合と議論する勇気があるのでしたらどうぞ」

　その言葉に雨宮は嫌そうに「スーツの時はさせてくれるのに」と呟つぶやく。

「あなたの冗談に付き合うのはその時だけで充じゆう分ぶんだと思いますが」

「俺は充分じゃない。減るもんじゃないんだからいいだろ」

　近づいた唇を掌てのひらで蓋ふたをするように押さえる。

「私の精神力が減ります。いい加減起きて頂けないと……」

「頂けないと何？」

　にやにやと笑いながら雨宮が問い掛けてくる。からかうように尖とがった舌先で掌を舐なめられた。

「あなたが楽しみにしていたＳＦ小説のサイン入りの初版ですが、取り置きしている古書店の電話番号をストレスで永遠に忘れてしまうかもしれません」

「……分かったよ。起きる」

　雨宮は渋しぶ々しぶベッドから立ち上がる。雨宮が着ている黒い寝しん衣いはシルクでできていて、ガウンというよりは、浴衣ゆかたに近い。肌はだに馴な染じむように柔やわらかできめ細かい生き地じが背中から腰こしにかけて、引き締しまった美しい体を浮うかび上がらせている。同じ男でもつい見惚れるような後ろ姿だ。結ばれた腰こし紐ひもを解いてみたいと思う女性は少なくないだろう。

「着き替がえはそちらに用意してあります。あと十分でここを出なければなりません。朝食は車の中で召めし上がってください」

「それならあと五分、俺とベッドの中で過ごしてくれたら良かったのに。俺は早そう漏ろうってわけじゃないけど、吉章相手ならそれぐらいで終われるかも」

　俺に背を向けながら雨宮は腰紐を解く。思わず背を向けたのは、雨宮が就しゆう寝しん時に下着を身に着けないと知っているからだ。

　着き崩くずれの音がして寝衣が床ゆかに落ちる。雨宮がクローゼットを開けるのが、気配で解った。

「私はあなたが相手でしたら一時間あっても足りませんね」

「情熱的だな。何回も求められるのは、男おとこ冥みよう利りに尽つきる」

「誤解されているようなので補足させて頂きますが、一度目が終わらないという意味です」

「吉章が九十歳の老人のように遅ち漏ろうだったとしても、俺の愛は変わらない」

「光栄ですね。私もあなたが中学生のように早漏でも、忠誠心は変わらないつもりですよ」

　キスを強請ねだられないうちに寝室を出て一足先に車に向かう。

　クローゼットの中のジーンズとシャツは撤てつ去きよしてある。スーツしか着る物がなければ、流石さすがに雨宮もそれを着るだろう。幾いくらスーツが嫌きらいでも、全ぜん裸らよりはましなはずだ。

　車の中ではレイがここに来るまでに買ったクラブハウスサンドを食べていた。きっちり十分後に雨宮が車に乗り込む。

　レイはまだ口を動かしながらも、車を発進させた。

　雨宮の分のサンドと珈琲コーヒーを渡わたすと、雨宮は早さつ速そくそれに口を付ける。

「車の中で食べるのは好きじゃない」

「世の中には目覚まし時計という素す晴ばらしい発明品があります。よろしければ今度一つ進しん呈ていさせて頂けますか？　きっとご自宅で朝食を食べられますよ」

　厭いや味み混じりに口にすると、雨宮は眉まゆを寄せた。

「目覚まし時計は嫌いだ。なんであんなにうるさい時計が作られたのか理解に苦しむ。そもそも目を覚ますのにあんなものは必要ないだろう？　太陽がある」

　確かに雨宮のベッドの真上は窓ガラスで、日中は強い日差しが差し込んでいる。

「そう仰おつしやる割には、私がほぼ毎日あなたを起こしているようですが」

　雨宮を電話で起こす事も、こうして家に迎むかえに来る事も多い。

「何故なぜならそれは吉章が俺の太陽だからだ」

「その言葉が光栄すぎて死にそうです」

　何の感かん慨がいもなくそう口にした俺の言葉に、レイが「穂高には目覚まし時計も、腕うで時計もいらねぇんだよ」と言った。

「優ゆう秀しゆうな秘書がその代わりになってくれるから」

　悪びれもせず、指に付いたマスタードを舌で舐め取りながら雨宮が口にする。

　時計扱あつかいするのは止めて欲しいと思いながらも、二度も「俺の太陽だ」という鳥とり肌はだが立つような台詞せりふを冗談でも聞きたくなかったので、雨宮を無視して車窓に視線を移した。

「レイ、飛行機に遅れると困る。急いでくれ」

　運転席のレイにそう声を掛かけて、腕時計を見る。

　今日はこれから香港行きの飛行機に乗らなければならない。二日前から香港では大規模なモーターショウが開かい催さいされている。三日間の祭典で今日が最終日だ。エイチホールディングスの新車も紹しよう介かいされている。数年前まで大して大きなショウではなかったが、最近はアジアでの車の購こう入にゆう率が上がっているので、香港でのショウが業界で重要視されるようになってきた。

　エコ意識の高い香港の富ふ裕ゆう層に、低公害どころか走る環かん境きよう改善車として売り出しているエイチホールディングスの車を売り出すチャンスだ。

「明日の昼の便ではまた帰って来るのか。面めん倒どうだな。いっそ自家用機が欲しい。そうすれば好きな時間に飛んで、帰って来られる。尾輪式テイル・ドラツガーなら一週間でできそうだ」

「サン＝テグジュペリと同じ末路を辿たどられると怖こわいので止めてください」

　本当に作れる頭脳を持っているから怖い。自家用機なんて製作されたら、開発予算を確実に食くい潰つぶされる。それにどう考えても自家用機を作る方が面倒じゃないのか。

　仮に自家用機を作ったとしても、他国と好きに行き来ができるわけがない。

「自家用機ならセスナにしろよ。三五○○○フィート上空でキャビンアテンダントとのセックスを試ためしたい。気圧の関係でアレも良く締まるかも。女によ体たいに関する知的探究のために是ぜ非ひやろうぜ」

　知的じゃなくて恥ち的だろう。レイの思考回路は十代前半で成長をボイコットしたに違ちがいない。

「その理由で雨宮常務を説得できるならしてみろ」

　無責任な発言にそう返すと、二人は揃そろって興きよう醒ざめしたように項うな垂だれる。あの口うるさい男を説得する労力を考えて、やる気をなくしたのだろう。

　雨宮は車の後部座席に置かれていたノートパソコンを開く。

「スピーチの原げん稿こうはできていますか？」

「何か適当にしゃべるよ。スピーチは英語でいいんだろ？」

「ええ。もちろん」

「それなら楽勝」

　俺と会話しながらも、指は迷う事なく動いている。相変わらず器用な男だ。

　記事に関しては代筆する事も多いが、スピーチに関しては秘書として原稿を作る事はなかった。何も考えていなくても、マイクの前に立てば雨宮はその場に相応ふさわしいスピーチができる。それは一種の才能だった。彼の話はいつも人を惹ひきつけ、虜とりこにさせる。

　前の雇こ用よう主ぬしの場合は、スピーチやインタビューの際には完かん璧ぺきな原稿を予あらかじめ俺が作っておく必要があった。不適切な発言のせいで何度も窮きゆう地ちを経験したランディは、原稿のないスピーチを最もつとも毛け嫌ぎらいしていた。

「それより、兄貴と顔を合わせた時にどう上手うまく逃にげるかを考える方が大事だよ」

　苦々しく雨宮が言うのを聞いて、レイが同情を示すように頷うなずく。

「雨宮常務は今回ショウに顔を出す予定はありませんよ」

　俺の言葉にほっとしたように雨宮がシートに凭もたれる。

　飛行機に乗ればしばらくはパソコンが使えなくなるため、今の内にメールを確かく認にんしておく必要があるので、俺はそんな雨宮を横目にノートパソコンを開く。仕事のメールが二桁けたも溜たまっている。先さき程ほど確認したばかりなのにこれだ。取材申し込みや打ち合わせのスケジュール調整、稟りん議ぎ書しよが添てん付ぷされたメールに返信をしているうちに空港に着いてしまう。

「じゃ、明日の昼頃ごろに迎えに来るから」

　今回の出張にレイは付いて来ない。明日の午後までレイはオフだ。海外に行くときは運転手としてではなく、ボディガードとして付いて来ていたが今回香港に行くのは俺と雨宮だけだ。

「二人きりにしてくれて感謝してる」

　雨宮はそう言うとトランクから自分で荷物を引っ張り出した。

　小型のスーツケースを転がしながら二人で空港に入る。早々にチェックインを済ませて、ゲートに向かう。既すでに搭とう乗じようが開始されていたので、足早に飛行機に乗り込んだ。

　雨宮と行動を共にしていると、常に時間はぎりぎりになる。

「エコノミーでいいのに」

　座席に座った雨宮は、広いパーソナルスペースで足を伸のばす。

　女性や子供ならまだしも、背の高い雨宮にエコノミーは狭せますぎる。

「香港まで数時間だ。勿もつ体たいない」

「何度も申し上げてますが、あなたはエイチホールディングスの社長です」

　高級車を発売している会社の社長がエコノミー席では体てい裁さいが悪い。高級、というイメージがハリボテになってしまう。その辺りを、未いまだに雨宮には理解して貰もらえない。

　だから穴のあいた安物のジーンズや踵かかとの潰れた靴くつを身に着けているのだろう。

「いい加減自覚を持って頂かないと困ります」

「吉章はいつも困ってるな」

　誰だれのせいだ。

　離り陸りくしてから、雨宮はポケットから小さなメモ帳を取り出した。

　しばらくぼんやりと一枚目を見ていたかと思うと、メモ帳に挟はさんであったボールペンを取り出して、恐おそろしいスピードでメモ帳に数式を書いていく。

　こんな事が時々ある。雨宮が何かを「閃ひらめいた」のだ。こうなると、一時間でも二時間でも一段落つくまで外界をシャットアウトしてしまう。話し掛けても、返事は期待できない。

「飲み物は如何いかがですか？」

　近づいてきたキャビンアテンダントに水を頼たのむ。ペットボトルごと渡されたので、それを雨宮のドリンクホルダーに押し込んだ。しかしペンを持つ手が止まる事もなければ、視線すら逸それない。

　一心不乱にメモ帳に何かを書き込む雨宮にキャビンアテンダントは怪け訝げんな目を向けたが、すぐに立ち去った。

　反応しない雨宮を横目に、バッグの中から書類を出してショウの進行スケジュールを再度確認する。今日は最終日の締しめくくりとして、何人かがスピーチをする事になっている。雨宮のスピーチはその半ばだった。持ち時間は五分ほどだ。

　そのスピーチが終わったら、関係者だけのパーティが今夜泊とまるホテルで行われる。

　ホテルに着いたらとりあえず、雨宮にはネクタイをして貰わなければならない。

　キスを要求される事を覚かく悟ごする必要があるだろう。厄やつ介かいな上司だ。

「吉章、メモを貸してくれ」

　不意に横から声が掛かる。

　雨宮の手の中のメモ帳の残りが少なくなっていた。伸ばされた手に、予備のメモ帳を渡す。ペンのインクが残り少なくなっているのを見て、自分の万年筆も渡した。

　しばらくして、最初のメモ帳が全すべて埋うめ尽つくされ、新しいメモ帳にペンが移る。

　書き終わったメモ帳を預かる。書いている時は真しん剣けんだが、書き終わると途と端たんに雨宮は興味を失う。書き切ったメモ帳をなくす事もしばしばだった。

　忘れない為ために書き留めるのではなく、思考を整理する為に書いているので、なくしても特に不自由はないのだろう。必要な情報はコンパクトにまとめられ、雨宮の頭に保存されている。

　しかし、だからといってメモ帳を流出させるわけにはいかない。

　普ふ通つうの人間には理解できなくても、雨宮と同業の研究者なら理解できるかもしれないからだ。

「失礼ですが、エイチホールディングスの雨宮さんですよね」

　メモ帳を足下のバッグにしまった後で、通路を挟んだ隣となりの席から声を掛けられる。雨宮は書く事に夢中になっているので、話し掛けられた事に気付いていない。

　雨宮の代わりに儀ぎ礼れい的に微笑ほほえんで、相手を見定めた。今回のショウの関係者かもしれない。

　男は雨宮と同じようにカジュアルな格好をしていた。年ねん齢れいは三十代後半というところだろう。落ち着いた物もの腰ごしと物慣れた雰ふん囲い気きだが、顎あご鬚ひげが男の見た目を野性的にしている。

「申し訳ありません。雨宮は仕事中ですので」

　正体不明の相手にそう口にすると、男は「あなたはもしかして秘書の志乃さんですか？」と笑った。

　近づいてきたキャビンアテンダントにシャンパンを頼んだ男は、俺に手を伸ばす。エコノミーより広いとはいえ、手を伸ばし合えば届く距きよ離りだ。

　握あく手しゆを拒きよ絶ぜつする意味もないので、不ふ審しんに思いながらも同じように手を伸ばす。

「ソライの高たか田だです」

　ソライは世界的にも有名な自動車メーカーだ。日本の自動車市場ではソライと雨之、それからニシザワが三大巨きよ頭とうだ。ただニシザワは最近業績不ふ振しんが続いているので、現在はソライと雨之が上位のシェアを占しめている。

　手を離はなすと、タイミング良く男の元にシャンパンが運ばれてきた。

「私をご存じなんですか？」

　意外に思ってそう尋たずねる。

　ニューヨークの空港で雨宮が俺を知っていたときも驚おどろいた。ニューヨークの保険業界では多少有名だったかもしれないが、業種も国も違うのに名前を知られているのは不思議だ。

「ええ。共通の知人がいるようですので」

「共通の知人ですか？」

「五番街の」

　そう言われてランディだと気付いた。

「彼からあなたがとても優ゆう秀しゆうだと聞いています。是非私もあなたのような秘書が欲しいと、常々思っていたんですよ」

　高田の言葉に愛あい想そ笑わらいをしながら「私はそれ程ほど価値のある人間ではありません」と口にする。

　ランディが何を言ったのか判断が付かないので、当たり障さわりのない会話をした。ショウの事や最近の業界の傾けい向こうを話した後で、高田と名めい刺し交こう換かんをする。部署名と肩かた書がきを覚えてから、それを名めい刺し入いれに仕し舞まう。

「同じホテルに泊まられるんでしょう？　もしお時間が合うようなら、是ぜ非ひお話の続きをしたいですね。お互たがい、面おも白しろい情報交こう換かんができそうだ」

　高田は探さぐるような目を雨宮に向ける。

　雨宮は先程からずっと書くことに夢中だ。

　高田どころか、俺の存在すらも今は頭の片かた隅すみにすらない。何かに集中しているときの雨宮はいつもこうだ。

「雨宮の時間が合うようでしたら是非」

　そう答えて会話を終わらせる。短いフライトの終わりが近づき、シートベルト着用のライトが灯ともり、アナウンスが流れる。雨宮がぱたりと動かしていたペンを止めた。

「何か閃いたんですか？」

　傍かたわらの雨宮に声を掛かけると「そうだな」と夢から醒さめない顔のままで肯こう定ていとも否定とも付かない返答をする。ライバル会社の人間が隣にいる状じよう況きようで、あまり子供のような素そ振ぶりをして欲しくないと思いながら、シートベルトを締めるようにと注意した。

　それにのそのそと従いながら、一度だけ高田の方に視線を向けたが、それはすぐに逸らされ、雨宮は先程まで書いていたメモをぱらぱらと見直した。

「とりあえず高速走行を行うときに問題となっていた要因のいくつかは解決できそうだ」

　雨宮はそう言うとアキュムレーターだ、オリフィスだと専門用語を並べて説明してくれたが、一つとして理解できなかった。

「全く意味はわかりませんが、それは良かったですね」

「うん、これ戻もどったら開発チームに渡わたしておいて」

　そう言って雨宮は自分のメモを渡す。それを俺は再びバッグに仕舞った。










　触ふれ合った唇くちびるの隙すき間まから、いやらしい水音が聞こえた。

　頰ほおに触れるだけだったはずの唇は、雨宮の舌で舐なめられ、その唇に合わされる。空気を求めて開いた唇に、やすやすと舌が入り込んでくる。逃のがれようとすると、大きな両手で頰を挟まれた。唇の内側を舐められ、歯列をなぞられる。

　上歯と下歯の隙間に侵しん入にゆうした雨宮の舌が、ゆっくりと愛あい撫ぶするように俺の舌に絡からまった。

　熱い舌と唾だ液えきが絡み合う音に、頭の芯しんがふやけていく。

「ふ……ぁ」

　拒こばむ事も受け入れる事もできず、丁てい寧ねいに何度も舌を舐められる。ただ口を開いたまま、雨宮の望むままに任せている自分が信じられない。

　ランディの時であれば、こんな風に受け入れたりしなかっただろう。

「吉章」

　吐と息いき混じりに名前を呼ばれ、爪つま先さきから知らない感覚が背中を這はい上がってくる。生々しい舌の動きと、自分以外の誰かの体温に戸と惑まどったまま雨宮の腕うでをスーツの上から摑つかむ。しっとりとした上質な生き地じの質感に、少し冷静さを取り戻した。

「もう、充じゆう分ぶんでしょう？」

　唇が解放され、そう口にする。上がった息を誤ご魔ま化かすように口元を手で拭ぬぐう。

「まさか」

　足の間に雨宮の膝ひざが割り込む。太ふと腿ももで擦こするように股こ間かんを下から押され、思わず腕を摑んだ指に力がこもる。

「全然足りない」

　飛行機に乗っていたときや、先程ネクタイを上手うまく結べずにいた雨宮とは別人だ。

　追い詰つめるような声に少し恐きよう怖ふに似たものを感じる。可愛かわいらしい犬に、生き物を嚙み殺せる強靭な牙きばが生えていると知ってしまったときの感覚に似ていた。

「あれ、わざと俺に見せつけてた？」

「なんの、話です」

「飛行機で男と親しげに話してた」

　雨宮の手が背中や足を撫なでる。煽あおるような動きに、息が整えられなくなる。

「俺が数式に夢中で気付いてないと思ってた？」

「くだらない話をしていただけです。それより、いい加減本当にセクハラです」

「俺にはあの男が吉章を狙ねらってるように見えたけど。そんな男が同じホテルにいるなんて我が慢まんできないな」

「社長、悪ふざけもいい加減にしてください」

　ベルトに手を掛けられて、睨にらみながら言った。

　雨宮はベルトから手を離すと、俺の唇を指でなぞった。エンジンオイルのせいでかさついた指は、皮の先が乾かん燥そうして白くなっている。ざらざらとした指に柔やわらかい唇を撫でられるのは、神経に直接触れられるようで刺し激げきが強い。

「男同士で、こんな事をするのはもう止やめてください。でなければ、あなたの秘書ではいられません」

　強い口調で言い切ると、すっと雨宮の手が体から離れる。

「それは困る。優秀な秘書は手放したくない」

　それまでの態度が噓うそのように、あっさりと引き下がる。

　呆あつ気けなく言う事を聞いた雨宮に、やはりからかっていただけなのかと腹立たしく感じる。

「……バスルームをお借りします」

　乱れた自分の格好を直すために、先程まで雨宮が使っていたバスルームに入った。

　シャツが乱れている。素す早ばやく格好を直してから、顔を洗った。唇を洗おうかと考えたが止めた。どうせ洗っても洗わなくても感覚は消えないのだ。

　鏡を見ながら少し乱れたネクタイを直し、バスルームを出る。雨宮はカフスボタンを嵌はめながら「吉章はセンスが良い」と先程の事など何もなかったかのように口にする。

「さすがはイメージコンサルタント」

「イメージコンサルティングはしていませんと、何度も言っているでしょう」

　ホテルを出てハイヤーに乗り込む。会場に向かう間、街並みを眺ながめた。

「香港に来るのは初めて？」

「いえ。何度か来ています」

「旅行で？　それとも仕事で？」

「旅行は一度もしたことがありませんから」

　俺がそう答えると、表情にこそ出さなかったが雨宮は驚おどろいたようだった。

　学校での旅行も、家族旅行も経験した事がない。経済的余よ裕ゆうも、興味もなかったからだ。

　俺がアメリカに渡ったのは、小学校を卒業してすぐだった。母親の両親が日本人向けのペンションを経営していて、母親はそこで職を得ようと思ったのだ。しかし母親と両親の仲は悪く、一年もしないうちに母親は俺を連れて両親の家を出た。

　夜はモーテルで働き、昼間はダイナーのウェイトレス。母親はずっと働いていた。

　支し援えんプログラムの一いつ環かんで高校に行く事ができたが、母親が死んだのを機に中退して母親が働いていたモーテルで働きだした。しかし半年足らずでモーテルは客不足から閉へい鎖さする事になり、俺の境きよう遇ぐうを気の毒に思ったオーナーが知り合いのホテルに俺を紹しよう介かいしてくれた。そこは世界に名だたる高級ホテルだった。俺は一番の下働きとして雇やとわれた。四年間そこで働いた。チップ目当てでもあったし、社しや是ぜでもあったので客の要求はできるだけ聞いた。そんな風に働くうちに「コンシェルジェよりも融ゆう通ずうが利きく」と言われるようになり、ポジションはどんどん上がった。そこでランディと出会い、引き抜ぬかれた。今までの人生で旅行に行くゆとりはなかった。

「じゃあ今度、プライベートでどこかに行こう」

　雨宮はそれ以上探るような質問はせずに、そう口にすると停とまったハイヤーから降りた。

　追いかけるように車を降りて、巨きよ大だいな繭まゆをモチーフにした催さい事じ場じようの関係者用の入り口でパスを見せ、中に入る。

　到とう着ちやくした事を伝えると、雨之自動車の担当者が迎むかえに来た。

「さ、こちらです穂高社長」

　温おん厚こうそうな丸顔の香港支部の支社長は雨宮を見ると、腰こしを低くしながら会場を案内した。

「まだ時間があるから、少し見て回りたい」

　雨宮がそう言うと、支社長は会場内の説明を始める。

　このショウにはエイチホールディングスから新車一台と、去年のモデルが一台の計二台が出されている。雨之自動車のブースに置かせて貰もらっているが、雨宮は支社長に自分の車に対する客の印象を聞くような真似まねはしなかった。

「ソラリスか」

　ふと、雨宮が一ひと際きわにぎわっているブースを見て口にする。

　視線の先にあるのはソライの車だった。スマートなファミリータイプをコンセプトとしているソラリスという名前の車種だ。先月日本で発売されたその車は、エコロジーという観点から見ても、優ゆう秀しゆうな車だった。低公害車として早くも人々の注目を浴びている。

　雨宮は長い足を動かしてソライのブースに近づいた。

「よろしければこちらをどうぞ」

　レースクィーンのような格好をした女性が英語で話し掛かけてくる。雨宮は渡されたパンフレットを受け取り、その最後の頁ページを開く。そこに記き載さいされているのは、車の仕様一覧だ。

「当社の車に興味があるようでしたら、試乗もできますよ」

　先程空港で別れたばかりの高田が、雨宮に気付いてわざわざ声を掛けに来る。

「結構だ。乗らなくても性能は分かる」

　雨宮はパンフレットを閉じて、高田にそれを返した。

「そうですか。雨宮さんが発明された水素式の大おお幅はばな改良に成功した車です。乗ってみて是ぜ非ひ実感して頂きたかった」

「俺が開発した水素式は馬力がそれほど高くない。大幅な改良といっても、馬力の問題は残ったままだろう？　水素式はスムーズでもパワーがない」

　それがスポーツタイプとして売り出す際の、最大の欠点だ。

「当社の車は、雨宮さんのところよりも馬力はありますよ」

「少しだろ？　根本的な原因は解決できてない。だから馬力も高が知れてる」

　高田は「しかし、今はパワーよりもエコの時代ですから」と笑えみを浮うかべながら口にする。

「どうせなら、一つしか選べないより二つ選べる方が良い」

　雨宮は珍めずらしく相手を挑ちよう発はつするような話し方をした。高田を馬ば鹿かにするようなニュアンスだ。不敵に笑う姿は誰だれよりも傲ごう慢まんに見えると同時に、堂々とした魅み力りよくもあった。

「できるんですか？　構造的に、絶対に無理だと聞いていますが」

　高田が冷めた目をして笑った。

「そのシステムの大本を作ったのは俺だ。作る前は、無理だと言われていた。水素式と比べたら、遥はるかに電気式や電池式の方が実用的で効率が良いというのが定説だった。俺は愚おろかだと思われていたし、実際に業界からは呆あきれられていた」

　当時、水素式の支持者は少なく、電気式の方が次世代を担になう車として優位だった。しかし雨宮は水素式の持つ全すべての難点を克こく服ふくするシステムを発明した。雨宮がいなければおそらく水素式がここまで普ふ及きゆうする事はなかっただろう。

「だけど俺は挑ちよう戦せんし続け、結果的に優すぐれたシステムの実用化に成功した。可能性の限界を探さぐる方法を知ってるか？　不可能の領域に手を伸のばすことだよ。その領域に手を伸ばした人間だけが、一ひと握にぎりの可能性を手にすることができる」

　踵きびすを返すように、高田に背を向けた雨宮に違い和わ感かんを感じながら追いかける。

　普ふ段だんなら喧けん嘩かを売られたとしても、のらりくらりと流してしまうか、端はなから相手にしない男だ。それが自分から喧嘩を売るなんて珍しい。

「さすがは穂高社長。可能性の限界なんて、格好良いですなぁ。聞いていて痺しびれましたよ」

　支社長の言葉に雨宮は肩かたを竦すくめた。その後は誰とも揉もめるような事はなく、興味深く他社の新車に目を向ける。

　インドのメーカーが売り出し中の一台二十万円から三十万円程度の低価格車に雨宮が試乗した時、誘さそわれて一いつ緒しよに乗り込んだ。車しや幅はばがコンパクトなので、少し窮きゆう屈くつに感じる。

「クラーク三原則ですね」

「ああ、さっきの」

　支社長は褒ほめていたが、元はＳＦ作家の言葉だ。

　雨宮の趣しゆ味みは専もつぱら機械工学だが、二番手はＳＦ作品の鑑かん賞しようだ。研究用の資料は実験室やリビングに乱雑に置かれているが、ＳＦを題材にしたＤＶＤや本は書庫に整然と並べられている。

　コレクションは膨ぼう大だいで、日本からアフリカの作家の物まで揃そろっていた。雨宮が心しん酔すいしている作家の作品に因ちなみ、エイチホールディングスのメインサーバは「ハル」と名付けられている。

　いつか人間に反旗を翻ひるがえすのでは、とシステム部の人間が以前怯おびえていた。

「誰かにあんな物言いをするなんて、社長らしくありませんね」

　雨宮常務ならまだしも。

「気に入ってるものを取られそうになったから」

「取られるもなにも、特許を取らなかったのは社長でしょう？」

　雨宮が開発したのは従来の水素式とは全く異なる構造を持つ自動車だった。

　これまでも水素式はあったが、数千万単位の金がかかる上に数々の問題点があった。しかし雨宮が新しく開発したシステムはそれらマイナス材料を簡単に超ちよう越えつした。初動のみ燃料電池を利用するので位置付けはハイブリッドだが、走行中は水素しか使用しない。エコロジーの観点から言えば、雨宮の作った自動車は完かん璧ぺきだった。

　雨之の役員は全員特許を取得する事を勧すすめたが、雨宮は決して首を縦には振ふらなかった。

『独どく占せんしたら広まるのが遅おくれる。今すぐ、俺はこの発明を世界に広げたい』

　重役会議で雨宮はそう述べたそうだ。現在は電気自動車と人気を二分するものの、雨宮が開発したシステムは、目もく論ろ見み通りに世界に広がっている。

　利権を持っていれば莫ばく大だいな額の金が入ってくるはずだったのに、それを躊ちゆう躇ちよ無く放ほう棄きする雨宮の英断は尊敬に値あたいする。

「それ、なんの話だ？」

「車の話でしょう？」

　俺の言葉に雨宮が大げさに溜ため息を吐つく。

「吉章はどうしてここまで疎うといんだ？　もしかしてわざとはぐらかしてるのか？」

「失礼ですね。一体なんの話ですか？」

　疎いと言われてむっとする。雨宮はもうこの話題に対して興味を失ったのか、さっさと車を降りて自社のブースに向かった。

　もともと人の多いブースだったが、雨宮が中に立つと更さらに人が増える。中には無ぶ遠えん慮りよに写真を撮とる人間もいた。まるで珍ちん獣じゆう扱あつかいだが、本人は特に気分を害した様子もなく、バイヤーや一いつ般ぱん客きやくに向かって気安く話し掛けている。

　どこにいても溶とけ込める。すぐに輪の中心になる。それは社長として不可欠な要素だ。

　その点に於おいては、雨宮は確かに社長の器うつわだった。

　ショウは滞とどこおりなく行われた。スピーチで雨宮はディケンズの小説に譬たとえながら現在の自動車業界の課題と環かん境きよう問題について語り、会場から拍はく手しゆを受ける。

　それからステージで自分の父親と同世代か、それ以上のライバル社の人間と肩を並べた。悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみながら主しゆ催さい者しやのスピーチを聴きいている雨宮は、とても二十四歳には見えない。こうしてみれば自分の方が年下のような気すらしてくる。

　けれど二人きりになれば、途と端たんに年ねん齢れいにそぐわない子供のような振る舞まいをする。

「不思議な男だ」

　思わずそう口にして、無意識に自分の唇くちびるを親指でなぞった。










　パーティは来場者の拍手と、主催者の挨あい拶さつで幕を開けた。

　俺達が泊とまっているホテルのホールは数百人という人で賑にぎわっていた。

　俺は先さき程ほど渡わたされたグラスを片手に、雨宮から少し離はなれたところで会場を見回す。

　渡されたグラスには白ワインが入っている。酒は得意ではないので、一口で止めた。

　舌を刺さすアルコールの刺し激げきと匂においに、早くも気分が悪くなる。ビールですら強すぎるのだから、ワインはもはや体に毒だ。

　雨宮は開始早々に他社の人間に囲まれ、エンジンシステムに関する技術的な質問を方々からぶつけられた。気前よく答えているのを少し離れたところから眺ながめていると、不意に「お一つ如何いかがです？」とスプーンに載った一口サイズのオードブルをトレイごと差し出される。

「いえ、結構です」

　断ったところで、持ってきたのがホテルマンではなく高田だと気付く。

「ソライの仕事の他ほかに給きゆう仕じもしているんですか？」

　冗じよう談だんでそう言うと、高田は持っていたトレイを近くのホテルマンに返した。

「志乃さんに話し掛けるきっかけが欲しくて彼の仕事を少し借りただけですよ」

　肩を竦めた高田は相変わらずシャンパンを飲んでいた。

「志乃さんも大変だ。雨宮さんみたいなタイプは仕事がしにくいでしょう？」

「そうでもありませんよ」

「ところで、彼はとても若いですが、保険王と比べてどうです？」

　雨宮に仕えてからは男女問わずに囲っている愛人の面めん倒どうを見させられる事も、高級ホテルに娼しよう婦ふの手配をさせられる事もない。レストランで一番景色が良い席を用意できなかったという理由で叱しつ責せきされる事も、セクハラが原因の訴そ訟しようを一万ドル以下で和解に持ち込めと、明らかに秘書の職域を超こえるような仕事を命令される事もない。

　時々非常識な事をやるが、雨宮が無理難題を押しつけることはない。

　尤もつとも、それはキスの件を除いた場合の話だが。

「……同じ日本人ですから、そういう面で雨宮との方が仕事はやりやすいかもしれませんね」

「そっちの意味じゃなく、ベッドの中での話ですよ」

「……仰おつしやってる意味が分かりませんが」

　高田も例の噂うわさを耳にしているのかもしれない。ランディから直接何か吹ふき込まれた可能性もある。

　───〝保険王の愛人秘書〟

　ゴシップ誌の見出しが頭をよぎる。ランディの男色は一部では有名だから、その手の憶おく測そくが飛び交かうのも仕方がない。事実何度かベッドに誘われた事がある。軽く受け流していたが、クリスマスを目前にしたあの日、突とつ然ぜんホテルに呼び出されてベッドに押し倒たおされた。

　反射的に殴なぐった後に、後こう悔かいするどころか一種のカタルシスさえ感じた。

「惚とぼけないでもいいですよ。全部知っていますから」

「全部？」

　首を傾かしげる。ランディの言う事に真実など一つもない。

　一度ランディが友人相手に「志乃は女の格好をして、後ろから犬みたいに貫つらぬかれるのが好きなんだ」と冗談交じりに話すのを聞いて、不快感を覚えた事を思い出す。

　ベッドの相手どころか、女の格好をした事など一度もない。あの男と寝ねるぐらいなら、一生誰だれともセックスしないでいるほうが良い。

「何を耳にしたのか知りませんが、一度それが真実か疑ってみる必要があると思いますよ。生まれたての雛ひなみたいに無知ではないでしょう？」

　当て擦こするように言えば、失礼な男は肩を竦めてから楽しげに笑う。

　軽けい薄はくな笑えみと笑い声に嫌いやな予感がした。

「私は帝てい国こくの王子でもなければ保険王でもない。それでも、あなたを一晩自由にできるカードを持ってる」

「どういう意味です？」

　高田は笑いながら近くにあった白いナプキンに、持っていたボールペンで部屋の番号を書いた。それを俺の手に渡す。

　文字は掠かすれていたが、読みとれない程ではない。けれど何故なぜそんな物を渡されるのか、理解できなかった。

「王子様には内ない緒しよですよ。あなたが一人で来てくれたら、探し物を見つけてあげます。もちろん、誰にも見つからないうちにね」

　謎なぞかけのような言葉を残して、高田は俺の前からいなくなった。

「探し物？」

　言っていた事の意味が分からずに、ナプキンに視線を落としてからはっとする。

　一度ホテルの部屋に戻もどる事を雨宮に告げようかと思ったが、雨宮は人ひと垣がきの中央にいた。

　仕方なく側にいる支社長に忘れ物を取りに行くと告げて、足早にホテルの部屋に向かう。

　部屋に入ってすぐに、金庫を開けた。金庫の中にはパスポートと現金、それに雨宮から預かったメモ帳が入っているはずだった。しかし金庫の鍵かぎは初期状態に戻され、メモ帳はなくなっている。

「やられた」

　思わず呟つぶやく。高田の言っていた探し物とはメモ帳の事だ。

　恐おそらくホテルマンを抱だき込んで金庫と部屋の鍵を開けさせたのだろう。こんな事ならメモ帳は金庫ではなく鍵の掛かかるスーツケースに入れておくべきだった。

　すぐに受話器を取り上げてフロントに苦情を言おうと思ったが、思い直して受話器を置く。

　ランディの秘書になる前に、俺はアメリカ有数のホテルに勤めていた。そこでの経験から、まずホテル側がこの件を認めない事は解わかっていた。仮に認めさせる事に成功したとしても、メモ帳はあくまでメモ帳としての価値しか認められない。端はした金がねに僅わずかな迷めい惑わく料を上乗せして支し払はらわれて終わりだ。それによって重要な技術が盗ぬすまれたとしても、ホテル側は関知しない。

　まして高田からそのメモ帳を奪うばい返してくれるわけもない。

「俺の責任だ……」

　メモを金庫に仕し舞まったのは俺だ。それなら俺には取り返す責任がある。

　誰にも見つからないうちに、と高田は言った。それはメモの中身を流出させずに返へん却きやくする、という事だろうか。

　盗まれたメモ帳にどの程度の価値があるのか分からないが、雨宮が天才的な頭脳をフル稼か働どうさせて解いた数式を、他の会社に渡して良いわけがない。

　会場に戻り、高田の姿を捜したが見当たらない。

「吉章、どこに行ってたんだよ？」

　不意に雨宮に話し掛けられる。

「お話があります」

　雨宮は「後で聞く」と笑い、俺の背中を押して人垣の中心に連れて行く。

　優ゆう秀しゆうで完かん璧ぺきな秘書と紹しよう介かいされたが、メモの件があるのでその言葉を苦い思いで受け止める。

　人気者の雨宮の周りには人が切れず、ようやく話し掛けられると思ったときには常務からの電話で邪じや魔まをされる。雨宮は会話をするために会場の端はしに移動した。周囲に聞かれたくない内容なのだろう。仕方なく戻ってくるのを待つ間、支社長と当たり障さわりのない会話をした。

　しかしなかなか雨宮の電話は終わらず、焦じれるような気持ちで腕うで時計を見る。

　パーティは終しゆう盤ばんに差し掛かり、人もまばらになっていく。一度時計に目を落としてから、待つのを諦あきらめて支社長に「私も社に一度電話をいれなければなりませんので」と断り、今回のショウでの活かつ躍やくを労ねぎらって会場を出た。

　一度部屋に戻り、会議や雨宮が何かアイディアを思いついたときに使用するＩＣレコーダーをポケットに入れて、ナプキンに書かれていた番号の部屋に向かう。

　高田は別べつ棟むねの部屋に宿しゆく泊はくしていた。他の関係者に姿を見られたくなかったので、できる限り人目に付かないようにと配はい慮りよする。

　絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた廊ろう下かを歩き、上着の内ポケットに入れたレコーダーの録音スイッチを押してから目的のドアをノックした。

　ドアを開いた高田は俺の姿を見ると、一人である事を確かく認にんしてから部屋の中に招き入れる。

　部屋はシングルだったが、それほど狭せまくはない。高田は上着とネクタイを脱ぬいだラフな格好をしていた。俺が来る事を確信していたのか、悠ゆう然ぜんと構えている。その態度に腹が立った。

「メモはどこにあるんですか？」

　自然と詰きつ問もんするような口調になる。

　高田は余よ裕ゆうのない俺に微笑ほほえむと、「何か飲みますか？」と酒のボトルを手にする。

「結構です。そんなことより、メモ帳を返して頂きたい」

「そう急がないで、ゆっくり話でもしましょうよ。王子様はまだパーティでしょう？」

　不意に近づいた男が、馴なれ馴れしく頰ほおを指の背でなぞる。

　それを振ふり払はらうように顔を背そむけると、何が面おも白しろいのか高田がくすりと笑った。

「保険王には可愛かわいがって貰もらったんでしょう？　いくら志乃さんが優秀でも、その若さで彼の第一秘書は可笑おかしい。足でも開かなきゃ、手に入らない。もちろん、王子様の隣となりも」

　何度も言われた台詞せりふだ。暇ひまな連中の邪じや推すいには慣れている。一々否定するのも馬ば鹿からしい。

「推測は自由です。ですがメモ帳は返して頂きます。他人の部屋から盗むなんて恥はずかしくないんですか？」

「盗んだのは俺じゃなくて、誰か別の人間ですよ。俺はただ、その在り処かを偶ぐう然ぜん知ってる。あなたが数時間我が慢まんすれば、その在り処を教えてもいい」

　白々しい台詞だった。その別の誰かを金で唆そそのかしたのは、他でもないお前だろうと睨にらみ付ける。

　しかし高田は悪びれずにベッドに腰こしを下ろす。

「決心が付いたから来たんだろう？　服を脱いでおいで。君の意思で俺に抱かれるんだ」

　口調を変えて、高田が勝ち誇ほこったように笑う。悪あく趣しゆ味みな要求に眉まゆ根ねが寄る。

　しばらく高田を見つめ、この馬鹿げた取引を回かい避ひする方法を考えたが、脳みそは望んだ答えを出さなかった。ＩＣレコーダーに会話は録とっているが、これだけではまだ不充分だ。

　何かもっと決定的な台詞があれば、それを盾たてに立場を逆転できる。

「どうした？　あれが流出してもいいのか？」

　いっそ数式ではなく、スキャンダルであれば良かった。そうすれば幾いくらでも隠いん滅めつできる。

　雨宮の発明は幾らの価値があるのだろう。高田に堂々と喧けん嘩かを売るぐらいだから、余よ程ほど自信のあるアイディアに違ちがいない。

「あなたの行こう為いは犯罪だと自覚がありますか？」

　高田を責めながらネクタイの結び目を解く。引き抜ぬくと布の擦すれる音がやけに部屋に響ひびく。袖そでのボタンを外しジャケットに手を掛けたが、そこから先はどうしても脱げなかった。

「焦じらしてるのか？　仕方ない。手伝ってやろう」

　近づいてきた高田が、俺のシャツのボタンを外す。胸の辺りまで外され、肌はだにその指が触ふれる。生暖かい皮ひ膚ふの感かん触しよくといやらしい動きに指先が震ふるえ、悟さとられないように握にぎり込む。

　自分が女性に対して何も感じないから、ゲイなのではと悩なやんだ時期もあった。しかしランディや高田に触れられると、普通の男性が同性に対して抱く嫌けん悪お感かんが湧わき上がる。

「やめろ」

　思わずそう口にする。我慢の限界だった。

「やめろ？」

　高田は楽しそうに復唱した。

「俺は無む理り強じいなんてしてないぜ？」

　目の前の男を睨み付け、そうする事しかできない自分の情けなさに呆あきれる。

　こんな奴やつの盤ばん上じようで駒こまのように動かされるなんて、無能の極きわみだ。これでは足を開いて秘書の座を手に入れたと言われても仕方がない。

「ランディがベッドの中の志乃は最高だって言ってた。従順で、支配される事に飢うえてるってな。俺に力ずくで支配されたくて、そんな風に拒きよ絶ぜつしてみせるのか？」

　男の手が再びシャツのボタンに触れそうになる。その瞬しゆん間かん、ドアがノックされた。

　高田はそれを無視しようとしたが、何度も力強く叩たたかれて仕方なくドアに向かう。

　施せ錠じようが解除された途と端たん、そのドアは訪問者の手によって大きく開かれた。

「わざわざ何か御ご用ようですか？　雨宮社長」

　普ふ段だん滅めつ多たに見せない怖こわい顔をしている雨宮を見て、高田は自分の余裕をアピールするように壁かべに寄りかかった。

　雨宮の名前に、知らず知らず鼓こ動どうが速まる。

「うちの秘書を返してもらう」

　シングルの部屋では隠かくれる場所もない。入り口からまっすぐ見える所に立っていた俺は、雨宮の視線に射い貫ぬかれて身動きも取れずに俯うつむいた。

「ああ、そうですか。構いませんよ。彼が帰りたいって言うならね」

　高田は俺を振り返る。それから視線でどうするのか、と問うた。

「彼は自分から来たんですよ。俺に抱かれに」

　ショウで雨宮に喧嘩を売られた事を根に持っているのだろう。わざと癇かんに障る言い方をして、再びベッドに腰を掛けた。俺はその向かいに立ったまま、自分の格好を隠すように開いたシャツを右手で合わせる。

「吉章」

　雨宮が俺を呼ぶ。

「呼んでますよ、志乃さん。どうするんです？　探し物を見つけられないまま帰りますか？　雨宮社長はさぞ失望するでしょうね」

　俺にしか聞こえない小声で高田はそう言って、胸ポケットから出した煙草に火を点つける。

　メモを無くしたのは俺の責任だ。それならメモを取り返すのは俺の義務だ。

　もう少し粘ねばれば、高田から決定的な台詞を引き出せる。

「社長は、先に……部屋に帰っていてください」

　掠かすれた声が漏もれる。高田の唇くちびるが笑うように歪ゆがんだ。

「だそうですよ」

　勝ち誇ったようにそう言うと、高田の手が俺の腕を摑つかむ。雨宮に見せつけるために、高田は俺の首筋に舌を這はわせた。その感覚はぞっとするようなものだった。蛇へびに舐なめられたほうがましだと思いながら、目を瞑つぶって耐たえる。

　高田の吐と息いきが耳を掠めた瞬間、羞しゆう恥ちや情けなさから頰に血が上った。

　雨宮だけには見られたくなかった無様な場面を見られている。それでも言げん質ちを取るまで高田を振り払えない。

　雨宮は呆れて、帰るだろう。

　普ふ段だんは男同士でふざけていても、真実そうであるわけじゃない。ゲイの秘書なんてお断りだと解かい雇こ通告をされるだろう。けれど、それでもメモは取り返さなければならない。

「う……」

　肩かたに高田の手が回される。密着した体から伝わる体温が不ふ愉ゆ快かいだった。

　自分に欲よく情じようしているのが気持ち悪い。体の奥からせり上がるような不快感に耐えていると、部屋に入ってきた雨宮がいきなり高田を殴なぐりつけた。

「っ」

　拳こぶしを受けて転がるようにベッドの脇わきに倒たおれた高田は、頰を押おさえながら雨宮を見上げる。

「うちの秘書に勝手に触さわるな」

「っ、これは暴力行為ですよ」

「週刊誌か警察にでも駆かけ込むか？　好きにしろ。どうせ吉章が揉もみ消してくれる」

　雨宮は吐はき捨てるように言うと、俺の腕を摑んで問答無用で部屋を出ていく。

「社長」

　強ごう引いんに引っ張るから、足が縺もつれそうになる。エレベータに乗るときに、上品な老ろう夫ふう婦ふとすれ違い、夫人の咎とがめるような視線で自分の格好に気付いて慌あわててボタンを留めた。

　雨宮は部屋に戻もどるまで一言も喋しやべろうとしなかった。

　その代わり部屋に一歩入ると再び腕を摑まれて、雨宮が使う予定の寝しん室しつに連れて行かれる。リビングを横切るときにテーブルの上に置かれたナプキンが目に入り、雨宮が高田の部屋を探さぐり出す事ができた理由を悟った。

「社長、手を離はなしてください」

　痛いほどきつく摑まれた腕うでに文句を言うと、ベッドに突つき飛ばされる。すぐに体を起こそうとしたが、押さえ込むように雨宮がのし掛かかってきた。

「さっきあの男が言っていたのは本当か？」

「……」

「本当に望んで吉章はあの男の部屋に行ったのか？」

「……そうです」

「何をしに？」

　雨宮の視線が鋭するどくなる。そんな目を見るのは初めてだった。本能的に恐きよう怖ふを感じる。

「話を、しに」

「話？　シャツを開いてか？」

　違うだろ、と雨宮が言いながらシャツに手を掛ける。エレベータの中で留めたボタンを外された。のし掛かられた状態は不利で、抵てい抗こうも虚むなしく最後のボタンまで外されてしまう。

　自分の体が他人にどう映るのか、何度か考えた事がある。

　男に誘さそわれる事が少なくないから、そんなに男好きしそうな体をしているのかと悩んだ事もあった。けれど背ばかり高いわりに、骨の浮うき出た体に魅み力りよくがあるとはとても思えない。

「止めてください」

　雨宮に体を見られるのは居たたまれない。無む駄だのない筋肉の付いた雨宮の体と比べられるのは嫌いやだ。普段はスーツで覆おおい隠している貧相な体は頼たよりなくて、自分でも好きではない。

「あいつは良くて俺はダメなのか？」

　高田に向けていた声こわ音ねとは全く違う。子供じみた声。

　だけど棘とげを含ふくんだそれに返事ができずにいると、耳を嚙かまれる。

「っ」

「この体を好きにさせるつもりだった？」

　雨宮の手が俺の性器を服の上から撫なで、甘えるように耳を舌で舐めた。

「何を……」

　まだ何の反応も示していないそこを、執しつ拗ように掌てのひらで擦こすられる。服の上からのもどかしい刺し激げきだった。けれど他人の手でそんな場所を弄いじられるのは初めてで、意思に反して硬かたくなり始める。

「本当のことを言えよ。じゃないと、もっと先までする」

　雨宮の手がベルトを外す。その間もしつこく耳を舐められ、何度か甘く嚙みつかれた。

「あ」

　下着の中に入り込んだ雨宮の手が陰いん茎けいに触れる。暴あばくように乱暴に、指が敏びん感かんな部分を摑む。

　荒あら々あらしくその場所を揉まれ、激しい羞恥を感じた。そんな場所を誰だれかに触られるなんて、悪い夢みたいだ。窮きゆう屈くつな場所で硬くなっていく陰茎が、酷ひどく汚けがらわしい物のような気がしてくる。

　雨宮の体を押しやるが、上手うまくいかない。

　どうしてこんな事になっているのか、考えても解らなかった。

「いい加減に……」

　唇を嚙まれ、言葉を奪うばわれる。指が少し乱暴に敏感な部分を擦った。高い声が上がりそうになって、奥歯を嚙み締める。

「言えよ。どうして高田のところに行った？」

　子供に言い聞かせるように優やさしく雨宮が俺の耳元でそう呟つぶやく。

「メモを」

　追い詰つめられて、屈くつ服ぷくするように口を開く。

「メモを高田に盗ぬすまれました」

　そう口にすると、下着の中から雨宮の手が出ていく。その事に安心しながら、体をずらして上体を起こそうとしたが、それは胸に置かれた雨宮の手で阻はばまれる。だからベッドに寝ねたまま、雨宮を見上げて「申し訳ありません。取り返してからご報告するつもりでした」と口にする。

　雨宮に雇やとわれてからミスをするのはこれが初めてだった。しかし、重大なミスだ。

「それで？」

　雨宮の目に怒いかりを見つける事はできなかった。まっすぐな目に覗のぞき込まれ、高田の部屋に行った経けい緯いと、服に手を掛けられていた事情を説明する。ＩＣレコーダーの事を切り出そうとしたとき、雨宮に剝むき出しになった肌はだを撫でられた。

「触ふれられるまで言わなかったのは、また高田の部屋に行って交こう渉しようするつもりだったからか？」

　そう訊かれて、言葉に詰まる。

「体を提供する代わりに、メモを返して欲しいって、あいつのところに頼たのみに行くのか？」

　低い声にぞくりと体が震ふるえた。

「あんな紙切れのために吉章は足を開くのか？」

　責めるような口くち振ぶりだった。頭の横に手を突いた雨宮が俺を見下ろす。

　睨にらむようなその視線に認めたくはないが、怯おびえが走った。

「社長」

　呼ぶと、ふっと雨宮は口元を歪めた。

「お仕置き」

　ふざけるように言って、けれど目は怒おこったまま雨宮が嚙みつくようなキスを仕し掛かけてくる。

「ふ、ぁ」

　頭ごと抱かかえ込まれて、咥こう内ないを蹂じゆう躙りんされた。上うわ顎あごの方を舐められ、喉のどの奥まで唾だ液えきを注ぎ込まれる。唇も嚙まれ、舌を吸われた。逃にげようとする頭を押さえ込まれる。時々、息いき継つぎのために唇が離れた。息を吸うのも吐くのも、全すべて雨宮の思い通りにさせられる。

「ぁ…う」

　唾液が口くちの端はしから零こぼれる。濡ぬれた自分の唇を拭ぬぐう間もなく、雨宮に肌を探られる。首筋を舐められ、鎖さ骨こつに唇が這わされた。そのまま乳ち首くびを弄られる。

　勃たち上がって震えるその場所に雨宮の唇が寄せられた。

　止めてほしくて半ば無意識に首を振ふる。部屋の中は冷れい房ぼうが効いていた。そのせいで、雨宮の舌を余計に熱く感じる。与あたえられる体温もとても熱い。その熱が体に移って内側から火が灯ともる。

「やめてください」

　受け入れて貰もらえないと知りながら口にする。胸むな元もとからするいやらしい水音を聞きたくなかった。雨宮の舌は形を確かめるように執拗にその場所を嬲なぶった。

　先の方が張りつめ硬く尖とがると、舌で押される。その刺激が快感に変わり、先さき程ほどまで触れられていた陰茎に熱が溜たまる。

「社長」

　哀あい願がんを含んだ情けない声だった。自分の口から零れたとは思いたくなかった。

　雨宮がその場所から唇くちびるを離す。止めてくれるのかと思えば、今度は指先で弄られた。濡れて敏感になっている方だけでなく、今まで触れられもしなかった方も引っ搔かくように触れられる。

「う……ぁ、あっ」

　声を出せば両方の乳首を摘つままれ、きつく引っ張られる。逃のがれようと身を捩よじると、より強く嬲られた。

「いた、い」

「俺だけにしか触らせないって誓ちかって」

　笑いを含んだ声で雨宮がそう囁ささやく。痺しびれるような痛みに唇を嚙む。

　雨宮が冗じよう談だん交じりに「お仕置き」だと言った意味はここにあるのかもしれない。

「ひ……っ」

　泣き声に近い声が漏もれ、雨宮が「吉章」と俺の名前を呼ぶ。

「言わないとここで射精するまでいじめる」

　雨宮のその言葉に首を横に振る。幾いくら快感を感じても、乳首だけで達する事なんてできるわけがない。それは延々と嬲られる事を意味している。

　快感に熟うれ始めた頭でも、それぐらいは理解できた。

「どうする？」

　再びそこに雨宮が唇を寄せる。ぺろりと熱い舌で舐なめられた。ぞわりと背中に快感が走る。

　思い出せば雨宮の秘書に就いてから、こんな事ばかりだ。キスをせがまれたり添そい寝を頼まれたり、今は屈くつ辱じよく的な台詞せりふを強しいられている。けれど雨宮はゲイではない。戯たわむれに触れているだけだ。

　だとしたら、これはメモをなくした俺に対する罰ばつなのだろうか。

「なぁ」

　促うながすような優しい声音に、羞しゆう恥ちを堪こらえながら口にした。

「……誓う」

　死にたいほど屈辱的だと思いながらも、口にした途と端たん解放されてほっとする。

　そのまま離れるものだと思っていた雨宮の手が、今度は再び下か肢しに伸のびた。刺激を待ち侘わびていたかのように、服の上から触れられた陰茎が硬くなっていく。

「っ、だ、駄だ目めだ」

　雨宮の手首を両手で摑つかむ。雨宮は空いた手を俺の頰ほおに添えた。その親指が、濡れたままだった俺の唇を拭う。

「どうして？　高田にはさせるつもりだっただろ？」

「それは」

「吉章が誰か他ほかの奴やつに触さわられるのは我が慢まんできないんだよ」

　雨宮はそう言うと、俺を黙だまらせるように唇を合わせた。

　同時に俺の手を振り払はらって張りつめた場所に触れた。下着の上から強く擦られる。それだけで濡れた音がした。下着の中では既すでに先走りが染しみ出している。反応の早さには嫌いや気けが差す。

　こんな事を許している自分が信じられない。

「んっ、あ、ああっ」

　舌を嚙み切りたくなるような、甘い声が零れた。

　こんな声を出す俺を、雨宮がどんな目で見ているのか知りたくなくて目をきつく閉じた。

「吉章」

　雨宮のもう片方の手が、臀でん部ぶに伸びる。大きな手で尻しりを揉もまれた。硬い肉を解ほぐすように、その手が嫌いやらしく動く。長い指は、布の上から奥まった場所にある汚きたない穴に触れる。

「嫌だ、やめろっ」

　そんな場所に触れられるのは嫌だった。排はい泄せつするための場所を他人に弄られるなんて、死んだ方がましだ。暴れて腕うでを振り上げたが、なんなく雨宮の片手で両手をまとめられてしまう。

「触るな」

　足で蹴けりつけた。相手が雇こ用よう主ぬしだとか、そんな事はもうどうでも良かった。

　絶対に嫌いやだと思っていたのに、下着の中に入り込んだ無骨な指は、こじ開けるようにその場所から体の内側に入ってきた。

「う……く…ぅ」

　最初は入り口を確かめるように、入ってすぐに出ていった。しかし二度目は先程よりも深く入ってきた。先走りが垂れて穴の周りをべとべとに汚よごしていた。そのぬめりを借りて、指は狭せまい肉の間を奥へと広げていく。

「や、ぁ、あっ、ぁあ」

　不思議な感覚だった。尿によう意いに似たものを覚えて、鈴すず口ぐちがひくつくのが自分でも解る。

　先程から零れたままの先走りが、また下着を濡らす。

「吉章」

　一度指が抜ぬかれる。雨宮に下着とパンツを脱ぬがされると、膝ひざを摑つかまれて大きく足を開かされた。気付けばジャケットとシャツはいつの間にか脱がされている。自分のあからさまな格好を、信じられない気持ちで見下ろし、はしたなく勃ぼつ起きしたものを見て思わず視線を逸そらした。

「あ、あっ」

　再び足の間に雨宮の指が入れられる。

「吉章のここは、乳首と同じ色してるんだな」

　先程よりも増えた指の本数に、首を振りながら「やめてください」と弱々しく言った。

「どうして？　あの男にはこうされることを望んだくせに」

「ちが……」

　本当に抱だかれるつもりなんてなかった。ＩＣレコーダーに必要な事を記録したら、高田を突つき飛ばして部屋を出ていくつもりだった。言い訳を口にする前に、唇が塞ふさがれる。

　唾液を飲まされ、舌を吸われた。雨宮の歯が俺の舌先を緩ゆるく嚙かむ。

「違ちがわないだろ？」

　責めるように雨宮の指が奥まで入り込んで来た。

「ひっ」

　痛みと違い和わ感かんに背中がひきつった。苛いら立だちと怒いかりが混じる乱暴な手つきが、恐おそろしい。

「やっ」

「やめてほしい？」

　何度も肯うなずく。プライドなんかに構って居られなかった。指が抜かれた時はほっとした。

　その指が赤くなった胸の尖りに這はわされる。雨宮がその色と下の色が同じだと言った事を思い出して、顔に熱が集まる。

　尖った胸の先を雨宮は指先で引っ搔く。

「いじめないでかわいがってやるよ」

　雨宮は先程よりも優やさしい手つきでその場所を弄いじる。前歯で柔やわらかく嚙まれ、その先を舌で遊ばれる。先せん端たんの窪くぼみに舌先をぐっと押しつけられて、痺れるような快楽が広がった。

　触ふれて欲しくなくて首を振った。けれど止めてくれる気配はない。

「社長」

「ベッドの中では名前で」

「や、めてください社長」

　名前でなんて呼ばない。そう主張するように「社長」と口にする。

　女好きの雨宮が、男相手にこんな事をするなんて正気とは思えない。

　体を反転させられ、後ろから腰こしを抱かかえられる。先程まで指が入っていた場所に、熱いものが触れた。頭で理解するよりも早く、体が竦すくみ上がる。

「嫌、だ」

　それを受け入れたら戻もどれなくなりそうで、怖こわくなる。体の奥にそんなものを受け入れる度胸はない。どうにか逃れようとすると、指が再びその場所を開く。

　そこに、先の方がぐりっと入り込んできた。生々しい感覚に、体がぞくりと震ふるえた。

「い、た……い」

　思わずそんな泣き言が漏れる。

　焼けた鉄の棒でも飲み込んだようだった。外側の皮ひ膚ふが引っ張られ、内側は熱さと痛みに苦しむ。歯を嚙み締めてやり過ごそうとしていると、残りが無ぶ遠えん慮りよに体にめり込んで来る。

「ひぃ……あぁ、ぁ、あっ」

　甲かん高だかい声が漏れる。引き裂さかれるような鋭するどい苦痛を感じて、背中が反り返る。

　呼吸の仕方すら分からなくなりそうだった。苦しくて、もがくようにシーツを引っ張る。そのせいで、ベッドの上には俺の手を中心に、皺しわの波ができた。

「はじめて？」

　項うなじに口づけられながら訊きかれた。答えを確信しているような口調だった。

　肯くと中に入っているものが余計に大きくなる。

　広げられる感覚が恐ろしい。これ以上大きくなったらと、恐きよう怖ふを感じた。

　雨宮が放っておかれたままの陰いん茎けいに触れる。

「っ……や、め」

「大だい丈じよう夫ぶ。気持ち良くするから」

　子供を宥なだめるように、雨宮が陰茎を扱しごくのと同時に腰を揺ゆらす。

　痛みは消えなかった。ただただ悪夢のような時間が過ぎるのを待っていたが、そのうちに腰に熱が溜たまり始める。

「ん、ふっぁ」

　鼻にかかった声が漏れる。

　雨宮の手の中で萎なえていた陰茎の先がいやらしく反り返った。

「───ぁっ、はっ」

　赤剝むけている敏びん感かんな部分をわざと強く擦こすられて、痛いた痒がゆいような快感が刷り込まれる。

　もうわけが解らなくなりそうだった。

「ひっ、ぁあ、いやだ。嫌」

　首を振ふりながら逃のがれようとする。けれどできずに、結局雨宮の手でいいようにされた。

「う……ぁ」

　声を押し殺せない。上がる声をどうにかしたくて、手で口を塞ぐと雨宮が腰を揺らした。

「ん、……あっ」

　ゆっくりと深い場所を抉えぐられていく。腰を押しつけられる度たびに、粘ねん膜まくが擦すれて熱と痛みを感じた。ひたすらそれに耐たえていると、手首を摑まれる。口に当てていた手を外され、その代わりに雨宮が食くらうようなキスを仕し掛かけてきた。

「ん、ん」

　舌を吸われる。勃たち上がった陰茎が雨宮の手で擦られる。広げられた足の奥に熱を打ち込まれる。頭がぼんやりしてくる。与あたえられる刺し激げきが多すぎて、何も考えられなくなりそうだ。

「あ、は……、あぁっ」

　不意に雨宮の陰茎が抜かれそうになった。それを感じた粘膜が、その動きに引きずられるようにざわめく。しかし陰茎は入り口まで抜け掛かけると、一気に奥まで深く突き刺ささった。

「───っ」

　びくんと、足が跳はねる。先さき程ほどまで感じていた痛みが、快感に変わった。

　その衝しよう撃げきで勃ち上がった陰茎の先から、白はく濁だくした淫いん液えきがシーツに飛ぶ。

「あ、あ……ぁ」

　他人の前で達するのは初めてだった。こんな風に貫つらぬかれて、その衝撃で絶頂を迎むかえてしまうなんて、男として情けなくなる。

　達した余よ韻いんで内襞ひだは何度も雨宮を締しめ付けた。その度に大きさと熱さを意識してしまう。

　散った精液を、雨宮の指が拭ぬぐった。親指に付いたそれを、俺の胸に塗ぬり付ける。

「っ」

　先程よりも敏感になった乳ち首くびが、ぬちぬちと音をさせながら擦られて、達したばかりの陰茎がびくびくと震えた。

　雨宮は再び腰を揺さぶり始める。引き抜かれそうになっては、奥まで入れられた。ランダムに深く、浅くを繰くり返されて予想できない衝撃が、甘美な愉ゆ悦えつに変わっていく。

「ぃ、……や、だ」

　擦り込まれる快感に、頭の奥が焼けていく。熱くなった体の奥に、欲よく望ぼうがぶつかる。

　ぐっと雨宮が俺の体から自分の性器を引き抜く。急に体の奥が空っぽになった。

　その次の瞬しゆん間かん、先程まで雨宮を受け入れていた場所の周囲に、熱い飛ひ沫まつを感じる。

「……あ」

　ねっとりとそこに吐はき出されたのは、色の濃こい精液だった。太ふと腿ももにも飛んだそれを見て、雨宮が再びそのぬめりの中心に自分の欲望を突き刺してくる。

　その欲望の硬かたさに驚おどろきながらも「もう、いやだ」と口にした。

　それでも止めて貰もらえなかった。拒きよ絶ぜつするために開いた唇くちびるは何度もキスで塞がれた。

　精液をまき散らしながら達した後も、雨宮が満足するまで責められた。

「もう、俺以外の人間に触さわらせたりするな」

　雨宮はそんな事を言い、朦もう朧ろうとしている俺が肯くまで執しつ拗ように体に触れた。

　何度達したのか途と中ちゆうから解わからなくなった。最後には乞こわれるがままに雨宮の欲望を受け入れて体中を蹂じゆう躙りんされた。

　意識を失ったのか、眠ねむったのか、自分でも判断がつかなかった。ただ最後に雨宮が何か言ったような気がした。だけどそれは、夢に紛まぎれて聞き取る事ができなかった。










　翌朝は携けい帯たいの鳴る音で目を覚ました。

　ベッドの脇わきに落ちたジャケットの中からそれを手に取る。設定していたアラームが鳴り出したのだ。ボタンを押して音を止めてから、ベッドで眠っている男を振り返る。

　昨日の暴君ぶりが噓うそのように、邪じや気きのない顔で眠っていた。

「う、っ」

　ベッドから降りると、その途と端たんに体の奥が鋭く痛んだ。がくがくと床ゆかに手を突いてから、痛みが退くのを待ってどうにか立ち上がる。ベッドの支柱を摑つかみ、調度品を手すりにバスルームに向かった。

　体を綺き麗れいにしてから、自分用の寝しん室しつに入った。アラームは鳴ったが、あと一時間程度なら余よ裕ゆうがある。

「信じられない」

　体を気き遣づかいながらそろそろと布ふ団とんに入り、思わずそんな事を呟つぶやく。

　雨宮とこの先どうやって顔をあわせるべきかと考えたが、今はとてもそんな難しい事を考えられるような余力はなかった。

　布団に入って目を閉じるが、眠れない。怠い体を労いたわって、じっと横になる。

　それでも一時間後にはいつものように振る舞まった。雨宮は昨日の事を何か言おうとしたが、そのたびに他ほかの話題で誤ご魔ま化かした。自分の心の整理が付かない内に、雨宮から昨日の事に関しての弁解を聞きたくなかった。

　取引先に挨あい拶さつ回まわりをした後で、昨日と同じ航空会社の飛行機で帰国する。

　羽田空港に着くと、電源を入れた途端に携けい帯たい電でん話わが鳴り出す。

「疲つかれてんだから休めよ。仕事は明日からでいいだろ？」

　その様子を見ていた雨宮が欠伸あくびを嚙かみ殺して言った。

「誰だれのせいです」

　羽田に迎えに来たレイに今日は休きゆう暇かを取る雨宮を任せ、俺は会社に顔を出す。

　郵便物を確かく認にんしてから、第二秘書兼けん事務員の女性社員から緊きん急きゆう性の低い報告を受ける。

　いくつか取引先に電話を掛け、明日の予定を確認してから定時に会社を出た。体力的に今日はとても残業をする気にはならなかった。

　タクシーを停とめるために大通りを目指していると、見覚えのある車が傍かたわらに停まる。

　助手席のロックが解除された音を聞いてドアを開くと、レイが運転席からこちらを見ていた。

「送るよ」

「……助かる」

　いつものように助手席に乗り込んでから、シートベルトを締める。

　昨日から続く怠い腰こしの痛みに顔を蹙しかめる。飛行機は苦痛だった。座っているのは痛いがかといって、立っているのも怠い。どちらにしろ、男性同士のセックスは体に悪いと良く解った。

「社長命令か？」

　車が走り出してから訊たずねると、レイが肯うなずく。

「そう言えば、お前はどうして雨宮について日本に来る気になったんだ？」

「……別に。なんとなくだ。特に理由はない。強しいて言うなら、仕事が用意されてたからだな」

「でも、日本に知り合いはないんだろう？　心細くなかったのか？　日本語を一言もしゃべれない状態で来るのは抵てい抗こうがあったんじゃないのか？」

　俺も英語が話せない状態でアメリカに渡わたった。まだ子供だったせいもあるが、最初は心細くて仕方がなかった。

「そういう質問は、知り合ってすぐにすべきだと思うけどな」

「半年経たったら聞いちゃいけないのか？」

「そういうわけじゃねぇけど」

　ふっとレイが笑う。車が高速に乗る。

「プライベートでは口数が少ないくせに、今日はやけにべらべらしゃべるな。されたくない質問でもあるのか？」

　その鋭するどい指し摘てきに身構えながら「どういう意味だ？」と尋たずねる。

　俺の家は雨宮の自宅と会社の中間地点にある。高速に乗れば三十分程度で着く。無意識にレイからおかしな事を訊かれないようにと、口数が多くなってしまったのだろう。

　失敗したと後こう悔かいするがもう遅おそい。レイは人一倍他人の感情の変化に敏さとい男だ。

　誤魔化すのは得策ではないと思い「ミスを犯おかして、社長に迷めい惑わくをかけたんだ。その事を、お前に悟さとられたくなかった」と半分真実を口にする。

「なるほど。で、迷惑をかけた代だい償しように体でも要求されたんだろ」

「……言ってる意味が解らないが」

　俺が惚とぼけると、レイは肩かたを揺ゆらせて笑った。

　何故なぜ知っているんだと訝いぶかしみながら、言葉を探すように黙だまり込む。

　雨宮から聞いたのかと考えたが、それは違ちがうような気がした。

「吉章は穂高を子供だと思ってるみたいだけど、あいつはそれほど無む邪じや気きでも無知でもない。それから、吉章は自分で思うほど抜ぬけ目ないわけじゃない」

　俺達の間に何があったか確信しているレイに、これ以上誤魔化す気も起きずに肩の力を抜いて、シートに体を預ける。窓の外を見ながら「気持ち悪いと思わないのか？」と尋ねた。

「何が？」

「男同士だぞ。自分の上司とその秘書が同性同士で寝ねたなんて、ぞっとしない話だ」

　少なくとも俺なら軽けい蔑べつする。

「ゲイでもレズでもサドでもマゾでも好きにしたらいい。ペド以外で合意の上なら俺は他人の趣しゆ味みに口を出す気はない。吉章や穂高が車やナスに性的興奮を覚える人間だったとしても、俺は今まで通り送り迎えしてやるよ。こんな風に世間話しながらな」

「社長はどうだか知らないが、俺は車やナスにそんな気持ちを抱いだいたことはない」

　どうでも良いが、譬たとえ話ならもっと有り得そうな対象物にすべきだ。もしかしてレイの周囲にはそういう人間がいるのだろうか。だとしたら、ランディクラスの変態だ。

「ほんの一例だ。つまり、お前らがゲイだろうと、穂高が吉章を手に入れるために馬ば鹿かな事ばっかやってようと、全然気にしねぇよ。そもそも馬鹿やってない穂高なんて穂高じゃねぇし。あいつの大学時代の馬鹿ハツクなんて伝説ものだしな」

「ハック？」

「大学全体を使った巨きよ大だいなルーブ・ゴールドバーグ・マシンを作ったり、学長の銅像を巨きよ乳にゆうにしてみたり。最高だったな、あれは」

「新聞で見たことがある」

　まさかあれが雨宮の仕し業わざだったなんて、と頭痛がする。

　新聞が時々拾い上げる「学生の悪戯ハツク」に関する記事では、毎回技術と時間が必要な悪ふざけが紹しよう介かいされていた。時には警察が出動する事態になるにも拘かかわらず、容疑者の捜そう査さはあまり真しん剣けんに行われない。何故なら悪戯にはそれなりのルールがあり、ルールの中で行われる悪戯は許容範はん囲いだからだ。ルールは三つ。笑える事。誰も傷つけない事。安全に元に戻もどせる事。

　実際、豊胸手術を施ほどこされた初代学長の銅像はレプリカであり、本物は翌日の朝に宅配業者を介かいして送付されたそうだ。「自分探しの旅に出ていました」というメッセージカードが銅像の額に張られていたと後日新聞記事で知った。確かに笑える。誰も傷つかない。

　馬鹿げた悪戯。けれど雨宮が俺を抱いたのがそれなら、ルールに反する。

「笑って許せる馬鹿じゃない」

　思わず苦々しく呟く。しかし、雨宮ばかりを責められない。ミスを犯したのは俺だ。

　けれど罰ばつを与あたえるためにあんな方法を選んだ雨宮に、割り切れない気持ちを抱いている。

　車がマンションの前に停まった。

「穂高は本当に馬鹿だけど、吉章には本気だよ」

　その言葉に緩ゆるく首を振ふる。

　あの晩のセックスは悪ふざけだ。それでなければただの憂うさ晴ばらしだろう。

　レイは何も言わずに肩を竦すくめた。

「送ってくれて助かった」

　走り去る車を見送って部屋に戻る。飲めない酒でも飲みたい気分だったが、冷蔵庫にはペリエしかなかった。仕方なくそれを飲む。

　体はひどく疲れていたのに、雨宮にされた事を考えると、とても眠ねむれそうにはなかった。










　振り返らずとも背後から近づく足音の正体が分かり、密ひそかに心の準備をする。

　雨宮常務の歩き方には特とく徴ちようがある。重心を踵かかとに置くので足音が時折大きく響ひびく。

「穂高」

　雨之自動車の本社で名前を呼ばれて、傍らの雨宮が足を止める。

　少し顔を蹙めながら兄の姿を確認し、「急いでる」と子供のような仏ぶつ頂ちよう面づらで口にした。

「五分ぐらい良いだろう？　それともお前の秘書は五分も時間を作れないほど無能なのか？」

　その言い方に雨宮は渋しぶ々しぶ兄の要求を受け入れ、「分かったよ。何？」と先を促うながす。

「研究の話だ。進んでるのか？　どうなんだ？」

「……何度も言ってるけど、まだだ。再来年発売する車の仕様で見直しがあって、そっちの作業に時間を取られてるんだ。こっちに来たのもその件なんだよ」

「研究を最優先にしろと言っただろう？　再来年の車なんて後回しにしろ」

「物になるかならないか分からない研究にそれほど時間は割さけない」

「穂高。例の研究はお前にしかできないんだ。車の仕様なんて他ほかの連中にでもやらせろ。これはまだ不確かだが、ソライが画期的なエンジンシステムの開発に成功しそうだという噂うわさもある」

　常務の言葉に思わず苦い思いが込み上げる。

　香港でメモ帳を高田に奪うばわれたのは二週間ほど前の話だ。雨宮が弾はじき出した計算が、他社のシステムに利用される。自分のせいだと思い、思わず顔を伏ふせた。

「……分かったよ。研究を優先して行う」

　話し合いを止めたかったのか、雨宮はおざなりに肯く。

「分かったなら良い。今日は顧こ問もんが上に来てるから、挨あい拶さつしてから行け」

「急いでるって言ってるのに」

「一言ぐらい挨拶できるだろ。本当ならちゃんとした格好で行って欲しいけどな」

　常務が責めるように俺を見る。監かん督とく不行き届きとでも言いたげな目つきだ。

　雨宮の今日の格好は水色のネルシャツにカーキ色のカーゴパンツだ。これでも午前中はツナギ姿だったのを着き替がえさせた。足あし下もとのスニーカーも、一応は汚よごれていないものを履はかせた。

　スーツを着せようとすれば、キスを強請ねだられるのが解わかっている。

　だから香港から帰って以来、雨宮に「スーツを着ろ」と言えない。

「分かったよ。行ってくる」

　雨宮が渋々エレベータに向かう。追いかけようとすると「吉章は来なくて良い」と言われた。

「あの爺じいさん吉章のことかなり気に入ってるから、吉章が来たら昼飯まで一いつ緒しよに食う羽目になりそうだ。先に車に戻っててくれ」

　俺の返事を待たずに、雨宮は一人でエレベータに乗り込んだ。

　扉とびらが閉まるのを待ってから、常務は「お前と弟はどういう関係なんだ」と言った。

「……どういう意味です？」

　眉まゆを寄せて聞き返す。雨宮との関係を疑われるのはこれが初めてではないが、まさか常務にまで疑われているとは思わなかった。

「お前が弟を見る目は、普ふ通つうじゃない」

　その指摘に思わず戸と惑まどう。自分が雨宮をどんな風に見ているかなんて、客観的に考えた事はなかった。

「常務、何か誤解なさってるのでは？」

　思わずそう口にする。常務はレイほど確信的ではなかった。探さぐるような視線に、誤ご魔ま化かすように微笑ほほえむ。すると、常務の顔は少し硬かたくなった。

「ニューヨークでのスキャンダルを知らないとでも？　友人から聞いたが、お前は向こうでは愛人業も兼かねていたんだろう？」

　友人、という言葉に先日サーキットで見た男の顔が浮うかぶ。レーサーの男は「旭は騙だませない」と言っていた。彼から常務に情報が流れたのなら、最悪の伝言ゲームになっているだろう。

「……」

　保険王の愛人と書き立てられた低てい俗ぞくなゴシップ誌が頭を掠かすめる。まさかあれ一冊にここまで苦しめられるとは思わなかった。こんな事なら編集者にマフィアを差し向けようとしていたランディを止めなければ良かった。

「弟に手を出したら、許さないからな」

　常務はそう言うと、踵を返して俺の前から居なくなった。

　その背中が充じゆう分ぶんに離はなれてから「手を出したのは俺じゃない」と小さく呟つぶやいた。
















　閉店時間を過ぎた店内にはカチカチというアンティーク時計が出す音が響いている。

「もう飽あきた。適当で良いって言ってるのに」

「はいはい。飽きたなら頭の中で素数でも計算していてください。好きでしょう？」

　雨宮の文句を初老のテーラーが聞き流しながら、メジャーをその肩かたや腕うでに当てて行く。

　子供の頃ころからの馴な染じみだからなのか、テーラーは雨宮を完全に小さな子こ供ども扱あつかいしている。

　年ねん齢れい的には二十四だが、文句を言っている姿はとても幼い。

「生き地じのご希望はありますか？」

「任せる」

「創立記念パーティで着られるんでしたら、社長さんやお兄さんと同じような系統でまとめるのがいいでしょうね」

　話している間もテーラーは休み無く仕事をこなしていた。

　雨宮の父親が社長だったのは数年前だ。恐おそらく彼の中では時間が止まっているのだろう。きっと雨宮の事も〝自動車業界の天才〟ではなく、〝お得意様のご子息〟として認にん識しきしているのだ。尤もつともそれは子供っぽく文句を口にする雨宮のせいもある。

「任せる」

　先さき程ほどと同じ台詞せりふを吐はいて、雨宮は退たい屈くつそうに通りの向こうを眺ながめていた。

　最近は物もの憂うげな表情が多い。香港から帰ってそれがより顕けん著ちよになったような気がする。もしかしたら、ソライに渡わたったメモの事を気にしているのかもしれない。

　そう思うと、鉛なまりでも飲み込んだように胃が重くなる。あの日の雨宮の事を責められないのはそのせいもある。

　雨宮も俺も、あの夜の事は何もなかったかのように振る舞まっていた。俺は雨宮にあの夜の話をさせなかったし、雨宮も俺にメモや高田の話を追及することはない。

　お互たがいが沈ちん黙もくする事で、今までと同じ関係を保っていた。

「五年ぶりで随ずい分ぶんあちこち変わっていますよ。採寸して良かった」

　この採寸には意義があったというようにテーラーはそう言ってから、雨宮の肩を軽く何度か叩たたいた。どうやら採寸は終わったらしい。

　その様子を見て立ち上がると、雨宮が「次は吉章の番だ」と口にする。

「……どういう意味ですか？」

「吉章の分も頼たのんである」

　そんな話は聞いていない。

　しかし雨宮は驚おどろいている俺を無視して、入れ替かわるようにソファに座ると、先程までとは打って変わって面おも白しろそうな目で俺を見やる。

「さ、こちらにどうぞ」

　テーラーは先程まで雨宮が立っていた場所に俺を促した。

「いえ、私は」

「吉章、命令だ。それに爺さんはそう見えても、優ゆう秀しゆうな技術者だ」

「職人と呼んで頂きたいですね」

　メジャーを手にするテーラーは雨宮の言葉にそう返すと、俺に微笑みかける。

　再び雨宮に視線を戻もどしたが、軽く肯うなずいてみせるだけだった。

　無理に断る事もできず、仕方なく「お願いします」と口にして、テーラーの前に立つ。

「ジャケットを脱ぬいで、リラックスしてください」

　言われた通りにした。採寸されるのはこれが初めてではないが、じっと雨宮に見られていると居い心地ごこちが悪い。

「ああ、手足が長いですね。それに、こんなに首と腰こしが細い。ウエストとリストは絞しぼって、それから裾すそを少し広げましょうか。英国式のハイウエストがとても良く似合いそうだ」

「色は白いのがいいな。ベストも白にして、ネクタイも明るい色にしたらより映はえそうだ」

　雨宮が自分が採寸されていた時とは打って変わった笑え顔がおで、くだらない注文を出す。

「私は新しん郎ろうのような格好で仕事をするのは嫌いやです」

「吉章が白で、俺が黒でいいじゃないか。知ってるか？　花はな嫁よめの白いドレスは〝あなた色に染まります〟って意味があるんだ」

「私が社長色に染まれば、業務に支障が出るでしょうね」

　俺達のろくでもないやりとりに、テーラーが「よろしければ、色もお任せ願えますか？」と言った。その言葉に「お願いします」と口にする。

　正直細い腰が強調されるデザインは嫌だったが、本職の人間に反論するほどの気力はないし、雨宮が優秀だと言うからには本当にそうなのだろう。

　全部任せるのが最良の選せん択たくだと思えた。気に入らなければ着なければいいだけだ。

　綿密な採寸が終わると「三週間後に仮かり縫ぬいで、一ヵ月後にはできますよ」と告げられる。

　店を出て時計に視線を落とすと、日付は既すでに変わっていた。

「送るよ」

「いえ、お手間でしょうから」

　プライベートなのでレイは連れてきていない。雨宮は自分で車を運転して来た。

　車は先日のフェアにも展示されていた新車のゴルゴだ。有名なスナイパーを連想すると、以前広報部の社員が口にしていた。

　サイドがフロントからリアに掛かけて、緩ゆるやかに上がっている。最近の車にしては少し全長が長いので一見レトロな印象を受ける。敢あえてエコとレトロを組み合わせたのだとデザインディレクターは主張していた。外見は優すぐれているが、売り上げはそれほど期待できない気がする。

　確かにこれなら常務の言う通り、ファミリータイプの方が売れるだろう。

「ついでに話したいことがある」

「仕事のお話ですか？」

　そう訊たずねた後に、愚ぐ問もんだと思った。それ以外に何がある。

　我ながら馬ば鹿かな質問をしたと思いながら「明日では駄だ目めですか？」と雨宮が何か言う前に質問を重ねる。

「できれば早いほうが良い。吉章の判断を仰あおぎたいんだ」

　遅おそい時間だったが、仕事の話なら仕方がない。どうせ、家に帰っても寝ねるだけだ。

「解りました」

　助手席に乗り込むと、車が走り出す。車は一いつ般ぱん道を抜ぬけてすぐに高速に乗った。

　しかし雨宮は俺の家でも彼の家でもない方向に向かった。

「どこに行くんです？」

「うちの工場に行く」

「今からですか？」

「吉章が疲つかれてるなら、明日でも良いけど」

　雨宮は子供のような顔でそう言った。愁うれいを含ふくんだその表情に、断る事もできずに肯く。

　そんな顔で頼まれたら、とても無む下げにはできない。顔の良い男は得だと、雨宮を見ているとつくづく思う。女性ならそんな表情を見せられただけで、簡単に落ちてしまうだろう。

　しばらくして着いたのは、雨之自動車が持っている工場の一つだった。田舎いなかにある大きな工場は、夜間は稼か働どうさせていないので真っ暗だった。ともすれば巨きよ大だいで不気味に思える工場のシルエットを見ていると、車がゆっくりと正門に近づいて速度を落とす。

　大きな門の横には守衛が立っていた。

「こんな時間まですまない」

　雨宮は年を取った守衛に、社長の顔でそう労ねぎらう。

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　守衛は笑って門を開けた。

　工場の敷しき地ちは広い。田舎だからこそこれだけ大きな土地を確保できたのだろう。工場の中はアスファルトで舗ほ装そうされていた。車は奥に進み、雨宮は入り口から最もつとも離れた敷地の外れに用意された駐ちゆう車しや場じようで車を停とめる。

「降りて」

　雨宮がそう言って、駐車場の中を歩く。その後ろ姿を追いかけた。田舎だからなのか、虫の音がうるさい。名前も知らない虫たちの気配がそこかしこにある。

　雨宮は駐車場の端はしにぽつりと停めてある二台の車に近づいた。

　二台とも灰色のシートを被かぶっている。

　ばさりとそのうち一台のシートが外され、隠かくされていた車が露あらわになる。見慣れた自社の車だった。プテロだ。空気抵てい抗こうを減らした流線型の黒光りする車体に、雨宮は手を掛ける。

　おそらくつい先日まで自宅の実験室で弄いじっていたものだろう。

　雨宮は助手席のドアを開いて「乗って」と小さく言うと、運転席に回った。

　俺は言われた通りに乗り込む。運転席はかなり改造されていた。どこに繫つながっているのか分からないコードの束がハンドルの下からぶら下がっている。外見は知っている車でも、中身はがらりと変わっているのかもしれない。ハンドルすら見知らぬ形をしている。

「この車、大丈夫なんですか？」

「大丈夫って？」

「走ってる最中に壊こわれたりしないんですか？」

　以前雨宮が改造した車が走行中に火を噴ふいて、ボンネットを撥はね飛ばした事がある。

　同乗していたレイは爆ばく笑しようしていたが、傍はたで見ていた俺と常務は血の気が引く思いだった。

「今回のは大丈夫。何度かテスト走行しても異常はなかったから」

　手作りの車、というのは不安だ。通常販はん売ばいされている物はシステムも仕様も充じゆう分ぶんに吟ぎん味みされ、あらゆるチェック工程を経へて人の手元に届く。プロトタイプの状態でチェックが不充分の車に乗るのは、ある意味度胸試だめしに似ている。

「少し飛ばすから」

　雨宮はそう言って、むき出しのコードに取り付けられた簡素なスイッチをオンにする。途と端たんにエンジンが掛かった。どうやらスイッチはイグニッションキーの役割を持っているらしい。

「話がしたいのでは？」

　ドライブがしたかったわけじゃないだろう。こんな田舎に俺を連れてきた目的が解らない。

　雨宮は俺の問いに「これから話すけど、その前に見せた方が早い」と答える。

　不意に雨宮の手が俺のシートベルトに伸のびる。近づいた手がわざわざ確かめるように固定用バックルを引っ張った。

　必要以上に近づいた距きよ離りに、びくりと体が反応する。雨宮はそれに気付いた筈はずだが、何も言わなかった。

　車はテストコースに向かう。ここは雨之が持っているテストコースの中で、一番過か酷こくなコースだと聞いた事がある。直線だけのコースではできないテストを行うために作られていて、距離も一番長い。

「行くよ」

　テストコースの最初のラインを前輪が越こえた瞬しゆん間かんに、雨宮はアクセルを踏ふんだ。

　途端に体中に圧力がかかり、シートに磔はりつけにされる。頭を動かして見たメーターは、速度計の針が通常の自動車では体験できないような数値を弾はじき出している。

　加速は一気にかかった。従来の車では及およばないシームレスな反応に、シートの端を摑つかみながら感かん嘆たんする。

「これ、あなたが研究していたフィンエンジンですか？」

　雨宮はそう名付けていた。シーラカンスのフィンのように動く事に由来しているらしい。エンジンに関する説明を一度受けたが、専門的すぎて少しも理解できなかった。

「そうだ」

　車がスピードをろくに落とさないまま、コーナーを曲がる。タイヤが擦すれる音がした。女性の悲鳴に似た甲かん高だかいスキール音は、まるで無む謀ぼうな運転に対する抗こう議ぎのようだ。

　普ふ段だん、日本の公道では出せない速度で、車はゼブラゾーンを走り抜ける。テストコースだからもちろん渡わたる人間なんているわけがない。頭上にある信号も電源を切られている。

　信号は一いつ瞬しゆんでバックミラーの後ろに消えた。

「凄すごい」

　唸うなるように呟つぶやいて、雨宮の顔を盗ぬすみ見た。

　良い物を作った時、良いアイディアを思いついた時、雨宮はいつも華はなやかに笑う。

　だけど今はテストで悪い点を取った子供のような顔をしていた。

　結局テストコースを二周した後で、徐じよ々じよに速度を落とした車は、元いた駐車場の寸分狂くるわぬ位置で停車した。タイヤから漂ただよってくるのか、ゴムの焼ける臭においがする。

「一五○キロまでが限界だったのでは？」

　雨宮が開発したエンジンのシステムは従来の構造とは異なる。だから限界が一五○キロだった。販売するときは一四○をリミットとして売り出している。

　しかし先ほどの車はそんな速度を簡単に振ふり切っていた。

「手がびりびりする」

　そう言って雨宮は両手を擦こすり合わせる。不意に雨宮が高田を挑ちよう発はつした時の事を思い出す。

『馬力の問題は残ったままだろう？』

　高田に向かって、自分ならどうにかできると雨宮は断言していた。実際、こうして雨宮はその問題を解決した。しかし浮うかない顔をしたままだ。

「あなたが思い悩なやんでいるのはソライにメモを奪うばわれたせいですか？」

　あの夜以来、そのことを口にするのは初めてだ。

「メモ？　ああ、あれか」

　雨宮は香港でのやりとりを思い出したのか、その顔を不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがめる。

「別に、あんなものはどうでも良い」

「どうでも良くはないでしょう？」

　飛行機の中でエンジンシステムの改良方法だと言っていた。

「吉章、今したいのはメモの話じゃない」

　雨宮はそう言うと、シートに背中を付けた。

「八年前、俺が水素式の開発に着手した時、兄貴に反対された。日本ではこれから電気自動車が主流になる。だから、水素式は十五年待てと言われた。電気のインフラも整備されてない状態で、水素式のインフラまで手が回らないからって」

　あのときヨーロッパの一部地域では既に電気自動車が走っていた。何故なぜそれが可能だったかと言えば、街中に電気を補ほ充じゆうするための設備があったからだ。ガソリンで走る車はガソリンスタンドがなければ普ふ及きゆうしないように、電気自動車を売るためには電気を補給できる新たな環かん境きようが整う必要がある。当時の日本はまだそこまで進んでいなかった。

「それに、水素式が発売されれば電気式の需じゆ要ようが減る。唯ただでさえリスクの高い電気式の部門に、これ以上ネガティブ要素を付け加えるなって兄貴に言われた」

「そうですか」

「どう思う？」

　そう聞かれて少し考える。八年前。確かに電気自動車のインフラも何も整っていなかった。日本では電気自動車はまだ実用段階ではなかったはずだ。そんなときに、新たに水素式の自動車を開発するなんて、企き業ぎようとしては迷めい走そうとしか思えない。

「雨宮常務の言うことは正しい。あなたは確かに十五年待つべきだった」

　インフラの整備には当然時間が掛かかる。ユーザーの意識を変えるのも同様だ。

「もしも、あなたの車にインフラが必要だったならの話ですが」

　続けてそう口にする。雨宮は微かすかに笑った。

　それが人的インフラという意味でないなら、水素式でも液体水素を使用しない雨宮の車にはインフラは必要ない。ハイブリッドとはいえ、エンジンが掛かる始動だけ電池を使用するタイプだ。それは家庭のコンセントや市し販はんのアルカリ電池で賄まかなえる電気量だ。一時間の充じゆう電でんで数百回エンジンを起動できる。

　新たな設備を必要とせず、バイオエネルギーも資源も必要としない車の発明は、業界に大きな影えい響きようを与あたえた。現在ではこの雨宮の発明がデファクトスタンダードになっている。国内の各自動車メーカーでは電気自動車よりも、このシステムを採用した車の研究開発を至上命令としている。特許料を払はらう事なく使用できるシステムだからだ。

「なら、八年前の俺の決断は合ってたのかな」

「私はそう思います」

　俺の言葉に雨宮が笑う。

「それが聞きたかったんですか？」

　雨宮は首を振る。

「俺が聞きたいのはこの車だ。兄貴が俺に開発を急がせていたのは知ってるだろう？」

「ええ」

　事あるごとに常務は「研究は進んでいるのか」と訊たずねていた。

「研究は進んで完成した。それがこれだ」

　雨宮はあっさりと口にする。何百人何千人という数の技術者が頭を悩ませ、どうにか開発しようとしたそれを、雨宮はとうとう作り上げたのだろう。

「これでどれぐらい儲もうけられると思う？」

　雨宮からの問いかけに「一台当たりのコストは算出できているんですか？」と訊ねる。

　ガソリンや電池、電気をメインに使用するタイプに比べれば、エイチホールディングスの車は高額だ。高くても地球環境に良い物を、と一部の高所得者はエイチホールディングスの車を買う。しかし業績は悪くもないが良くもない。雨之自動車から見れば雀すずめの涙なみだ程度の利益だ。

「構造が全く違ちがうから、今までの半額でいける。それどころか、これはエンジンの取り外しが可能だ。だから、他社の車に簡単に移植できる。移植だけなら、もっと安くできる」

「従来のガソリン車やディーゼル車を買い換かえることなくフィンエンジンを搭とう載さいすることも可能なんですか？」

「もちろん。それでこれまでよりも馬力が出る。兄貴はきっと、この発明を喜ぶだろうな」

　凄い、と素す直なおに感嘆した。けれど雨宮の横顔を見ながら、何故そんなに浮かない顔をしているのか、そればかりが気になった。

「権利はあくまでエイチホールディングスが持ったまま、エンジンだけを量産すればかなりの額が入るでしょうね。馬力がこれほど出るなら、常に充電の必要がある電気自動車よりもずっと普及する」

　雨宮は小さく肯うなずく。

「……何か問題でも？」

　沈しずんだ表情の雨宮に尋たずねると、雨宮は「ダイナマイトを最初に作ったのが、本当にノーベルだと思うか？」とまた会話をわざと脱だつ線せんさせる。

　テーラーを出てから、雨宮は肝かん心じんな話題になると論点を少しずらして、結論を遠回りにさせる。夜も遅おそい時間だ。明日も仕事がある。

　少し苛いら立だったが、真しん剣けんな雨宮の表情に何も言えずに、質問の答えを考えた。

「ええ。そう聞いてます」

「じゃあ原げん爆ばくは？」

「何が言いたいんです？」

「ダーウィンが進化論について語ったのは、その研究が完成したずっと後だ。彼は本当は、自分の研究を公表する気はなかったんだ。もしダーウィンが『種の起源』を発表しようと決めた日の前日に死んでたら、今いま頃ごろどうなっていたと思う？」

　スピーチや部下を前にすれば、雨宮はもっと理路整然とした話し方をする。簡潔で的確。無む駄だのない言葉は聞き手を惹ひき付ける。しかし、それは雨宮の本当の姿ではない。

　身内や気心の知れた相手にだけ、雨宮はこんな風に子供のような口調になる。

「誰だれか別の人間が、進化論を発表していたでしょうね。確かにノーベルの前に誰かがダイナマイトを作っていたかもしれない。コロンブスより先に、アメリカ大陸に足を踏ふみ入れた人間はいたかもしれない。だけど、それがなんです？」

「ノーベルの前にダイナマイトを作った奴やつがいたとしたら、どうしてそいつはそれを発表しなかったんだ？」

　雨宮の言いたい事が解った。

「ダイナマイトは人類にとって諸もろ刃はの剣つるぎだと知っていたから？」

　その問い掛けに雨宮は肯く。

「よく使う事も悪く使う事もできる。そんな物を、世界に渡わたしちゃいけない」

「化学者や発明家は、そこまで責任を負うべきですか？」

　マルクスやダイムラーが、毎年起こる交通事故に対して責任をとるべきだろうか。俺はそうは思わない。責任の所在は常に、使用者にある。

「銃じゆうを持ったサルが人を撃うち殺したら、悪いのは誰だ？　銃の危険性を認にん識しきしなかったサルか？　それとも銃を持ったサルに近づいた人間？　俺はサルに銃を渡した奴だと思う」

　溜ため息混じりに雨宮はそう言うと、指先で擦るようにハンドルを撫なでる。

「……あなたの作ったエンジンも、同じだと言うんですか？」

　雨宮は小さく笑った。

「フィンエンジンの構造を応用すれば、すさまじい威い力りよくの爆ばく弾だんが作れる。水素は大気中にある。それを取り込んで、微び量りようでも一いつ瞬しゆんで大きなエネルギーに変えられる。重水素を使った水すい爆ばくがオモチャに思えるくらいに」

「でも、あなたが発表しなくても誰かがするのでは？　ベルがいなくても、グレイが電話を発明したように」

「かもしれない。なら、どうすればいい？　俺はどうすべきだと思う？」

　雨宮はそれが知りたかったのだろう。その質問をするために、俺をここまで連れてきた。

　シートベルトを外して車を降りる。

「吉章」

　同じように、雨宮も降りてくる。開発してる最中はいきいきと子供のように目を輝かがやかせていたが、今の雨宮は苦しそうに見えた。そんな目を、今後も見るのは嫌いやだった。

「この車はあなたのガレージに置いておくのが一番良いでしょうね」

「吉章は、それが正解だと思うのか？」

　発表すれば会社の注目度は増す。それこそ現在のエンジンを開発した時以上に、世間はこの若き天才に注目するだろう。それに応じて業績も飛ひ躍やく的に上がるはずだ。毎年使う莫ばく大だいな研究費を維い持じしても余りあるほどに。

「正解か不正解かは解りません。もしかしたら私は偉い大だいな発明を隠いん蔽ぺいするという罪を犯おかしているのかもしれない。この発明は車以外にも応用可能な、優すぐれたエネルギー製造法に成りうる」

「だったら……」

「でもそれはあなたを苦しめるんでしょう？」

　雨宮はぼんやりと俺を見た。

　月明かりの下で、洗いざらしのＴシャツにジーンズ姿の男は、年ねん齢れいよりもずっと幼く見える。

「その発明が悪用されて誰かが傷つけられたら、あなた自身が傷つくことになる。それなら、そんな発明はない方が良い。きっと、別の解決方法をあなたなら思いつきますよ」

　良いエンジンシステムを開発するために、雨宮なら他ほかのアプローチを見つけられる。

「それに、あなたの中で答えは出ているんでしょう？」

　もしも雨宮がこの研究の成果を発表する気なら、とっくにこの車はエイチホールディングスか雨之自動車の本社直属の開発チームに回されている。それがこんな田舎いなかの工場で、汚よごれた灰色のシートにくるまれているのは、彼自身がこの発明を受け入れられないからだろう。

　雨宮は苦く笑しようするように笑った。残念だが、安あん堵どしている。そんな表情だった。

「ですが、それならなおさらソライに渡ったメモが気になります」

　今いま更さら自分の不注意が悔くやまれる。ソライは躊ちゆう躇ちよなんてしないだろう。手にしたものが莫大な利益を生むなら、誰だってそれを商品化したい。その後がどうなるかなんて、自分たちには関係ないと切り捨てるだろう。

　雨宮は「心配しなくて良い」と笑う。

「あのメモはデタラメだ。ソライは頭を使ってメモを解読するかもしれない。けど手間の掛かかる計算と難しい数式を繙ひもといて、最後にそれが無意味で悪あく趣しゆ味みな数式のループだと気付く」

「どういうことです？」

　眉まゆを寄せて訊たずねた。

「高田の手口は知ってる。ソライの企き業ぎようスパイは有名だよ。雨之も何度かやられてる。前から腹が立ってたんだ。それに、吉章を俺の目の前で誘さそった」

「あのとき、あなたはメモに夢中だったのでは？」

「途と中ちゆうまではな。途中からすぐに自分が考えていた数式が役立たずだと気付いて、そこで高田を引っ掛けてやろうと思いついた」

　悪びれもせずに雨宮が言う。一心不乱にメモをとっていた姿に俺までが騙だまされていた。

　ふとレイが言っていた言葉を思い出す。「あいつはそれほど無む邪じや気きでも無知でもない」という台詞せりふの意味が解った。

　人前で社長らしく振ふる舞まう事はできても、腹芸は不得意だと思っていた。

「だからあのメモのことは気にしないで良い。あれをあいつらが手にしたところで、何も得られない。俺に踊おどらされていたと気付くだけだ」

　雨宮は淡たん々たんとそう口にする。

「………それなら、香港のホテルであなたが私にしたことはなんだったんです？　あなたは私まで引っ掛けて、馬ば鹿かげた悪戯いたずらを楽しんでいたんですか？」

　メモが偽にせ物ものだったという言葉に腹が立った。

　睨にらみつけると、雨宮がたじろぐ。上司でも天才でもなく、まるで普ふ通つうの男のように。

「違う」

　雨宮は車の周りを回って、俺に近づいてきた。しかしあと数歩というところで立ち止まる。

「悪戯じゃない。そうじゃなくて、あれは嫉しつ妬として思わず頭に血が上ったんだ。俺の計画は高田にメモを盗ぬすませるところまでだった。吉章がそれを取り返そうとするなんて計算になかった。吉章が仕事に対して真しん摯しだって知っていたのに、そこまで考えてなかった」

　ばつが悪そうに雨宮が頭をがりがりと搔かく。

「まさか自分の体と引き替かえにするなんて」

　唸うなるような雨宮の言葉に、かっと頰ほおに血が上る。

　改めて他人の口から聞くと、愚おろかな行動だったと思う。しかし要求されたから引き替えにしようとしただけで、その取引を自分から持ちかけたわけじゃない。それに、高田から必要な台詞を引き出せたら、すぐに部屋を出ていくつもりだった。

「自分の秘書が他人に良いようにされるのが面おも白しろくなかったんですね」

　あの夜の話をこうして雨宮とするのは初めてだった。居たたまれない。

　ベッドの上で晒さらした自分の醜しゆう態たいが頭を過よぎり、雨宮から視線を外す。

「秘書じゃない、吉章が良いようにされるのが嫌だったんだ」

「同じでしょう？」

「同じじゃない。なんで分からないんだよ」

　雨宮はやけ気味に「好きなんだ」と呟つぶやく。今まで何度も言われている。

　だけど今回の「好き」はそれらと違ちがうニュアンスを孕はらんでいた。まるで本当に好きな相手に告げるときのような、危あやうさと緊きん張ちようの同居する「好き」だ。

　からかっているのか、ふざけているのかと怒おこる余地すら与あたえない切せつ羽ぱ詰つまった様子に驚おどろく。

「前から言ってるけど、吉章が好きなんだ。だから、あんな風に吉章が他の男に触れられるのを見たら、我が慢まんできなくなった」

「……あなたは、ゲイじゃないはずだ」

　雨宮はその年齢にそぐわない数の女性と関かかわっている。ランディの時に性別を問わずその多た彩さいな交友関係で揉もめた事を教訓に、雨宮の秘書として就任したときに一応確認を取った。

　雨宮は覚えている限り女性達の名前を挙げてくれた。そこにはモデルや同業他社の社員も含ふくまれていた。その中に男性の名前はなかったはずだ。

「そうだ。だけど吉章が好きで堪たまらない」

　雨宮はそう言って「吉章は特別なんだよ」と笑う。

　それが本当だとしても、雨宮が俺に執しゆう着ちやくする理由が解らなかった。女でもない。若くもない。彼にとって大凡おおよそ魅み力りよく的だと思える要素を自分に探すのは難しい。

　腑ふに落ちないで黙だまり込んでいると、そろりと雨宮が近づく。野生動物に恐おそる恐る近づくような足取りだ。どこまで許されるのか、その限界を探さぐるように雨宮が頰に指先を伸のばす。

　触ふれる前に避さけなかったのが何故なぜなのか、自分でも解らない。解らないが、指先が触れたところに、小さな熱が灯ともったような気がした。

「キスしていい？」

　いつもは確かく認にんもとらずにする癖くせに、今回に限って子供みたいに訊ねる。

　何も言えずにその目を見つめた。熱っぽく欲よく情じようを孕んだ目が、魅力的だった。

　黙ったままの俺に、雨宮がゆっくりと顔を近づける。

「あ」

　唇くちびるが重なる。腰こしに手が回され、先さき程ほどまで恐る恐る近づいてきた男が強ごう引いんに狭せまい車の隙すき間まに俺を押し倒たおす。青あお臭くさい草の匂においが鼻を掠かすめる。瑞みず々みずしい土の匂いもした。

　合わせたままの唇が熱い。俺を抱だき締める雨宮の腕うでも熱かった。触れ合ったところから途と端たんに汗あせばんでしまう。

　はあ、と吐と息いきが漏もれる。

　背広が汚れると思うのに、雨宮を押し返せない。車の間、深夜の人気のない工場とはいえ、野外でこんな事をしているなんて誰だれかに見つかったらと考えると恐ろしい。

　けれど、何故か雨宮の抱ほう擁ようが心地ここちよい。

「さっき、車をガレージに置けって吉章が言ったとき、惚ほれ直した」

「やめてください」

　唇が離はなれたのを機に理性が少し戻もどってくる。雨宮から離れようとすると、先程より強く抱き締められた。

「俺は吉章が好きだ」

　だから離れない、と言うように雨宮の腕が体に絡からみ付く。

　力強い腕だと思った。自分はこれほどまで強く他人を抱き締めた事がない。抱き締められるのも、雨宮が初めてだ。

「好きだよ」

　再び唇が合わせられる。雨宮の手よりもずっと熱い舌が咥こう内ないに入り込んできた。

　恐る恐る震ふるえる瞼まぶたを持ち上げる。雨宮の顔が近すぎる距きよ離りにある。

「こんなところで、何を……」

「ここじゃなければいいの？」

「そういう問題では……」

　いきなり雨宮が発情した理由が解わからない。

「ならどこだっていい」

　でたらめな理り屈くつで、キスをしながら雨宮が俺のネクタイを外す。留めるよりも外す事が得意な器用な指先が、シャツのボタンにかかる。

「ん……っ」

　制止しようとしたが、再び唇を嚙かまれた。窘たしなめるように歯を立てられたので、少しだけ痛みを感じる。

「社長、嫌いやです」

　抵てい抗こうも虚むなしく、雨宮の指が全すべてのボタンを外してしまう。

　本当は嫌でない事を知られているのかもしれない。

「っう」

　掌てのひらが汗ばんだ肌はだを撫なでる。誰かに見られたらと気が狂くるいそうなほど心配しているのに、雨宮を押しのける事ができない。

「はっぁ、ぁ」

　指先が胸に触れる。芯しんを持って尖とがる場所を、雨宮の指先が押し潰つぶす。

「社長」

「ごめん、我慢できない」

　ベルトが外され、下着ごとパンツがずり下げられる。間ま抜ぬけな格好だった。

　不意に雨宮が体を退く。その事にほっとしたのも束つかの間で、剝むき出しにされた性器が温かく濡ぬれた口に包まれる。

「あっ」

　驚いて高い声が上がる。そんな場所を舐なめられるのは初めてだった。知識としてはあったが、感覚までは想像できなかった。

　ぴたりと絡み付いてくる柔やわらかく熱い舌の感覚に、すぐに追い詰つめられた。

「ん、ぁ、っあ……」

　刺し激げきが強すぎて、腰が跳はねる。括くびれの部分を丁てい寧ねいに舌で舐められて、陰いん囊のうの付け根を音を立てて吸われると、更さらに声が上がりそうになって慌あわてて口を押さえる。

　目を開けると、満天の星空が見えた。瞬またたく細かい星の光に、屋外であると思い知らされる。

「はっ」

　声が出そうになって、思わず中指の腹に嚙みつく。意識を他ほかに持って行こうとするのに、上手うまくできない。

　唾だ液えきを垂らされ、それを塗ぬり込めるように舌と指で愛あい撫ぶされる。雨宮の物に比べれば細く頼たよりないそれが限界まで張りつめて反っていく。

「かわいい」

　雨宮が震える先せん端たんに指を当て、張りつめた陰囊を唇で嬲なぶりながら言った。

「失礼、です」

　反射的にそう言うと、雨宮がくすりと笑った。

「そう言う意味じゃない」

　じゃあどういう意味だと言いかけたときに雨宮の吐息が濡れた場所に触れて、敏びん感かんに空気の振しん動どうを伝える。それだけで指を当てられた尿によう道どう口からじわりと体液が染み出すのが解った。

「いきそう？」

　無神経な問い掛けには答えずに腕で顔を隠かくす。汗で張り付いたシャツが気持ち悪い。

　射精を耐たえていると、仰あお向むけだった体を突とつ然ぜん俯うつぶせにされた。

「っ」

　驚く間もなく、尻しりを突つき出すように腰を摑つかまれて、奥まった場所を指でこじ開けられる。ぬめるような感覚は自分が垂らした先走りなのか、雨宮の唾液なのか分からない。

「ぅ…う」

　咎とがめる言葉が、呻うめき声に変わる。何故抵抗しないんだと、自分でも不思議だった。

　羞しゆう恥ちに顔が熱くなり、鼻先から汗がぽたりと青々とした草の上に落ちる。薄うすく開いた唇から籠こもった熱い吐息が漏れた。

「ひっ……くぁっ」

　遠えん慮りよない指がその場所を搔かき回す。中で広げられ、ピストンされて羞恥とともに、快感も湧わき上がる。いつも油にまみれ、かさついた指が慣れない場所を引っ搔いていく。

　背中がざわめいた。肌という肌が敏感になる気がした。

「あ」

　尻を揉まれて、雨宮の陰いん茎けいが会え陰いんや穴の周囲に擦り付けられる。硬かたい欲よく望ぼうは、はち切れそうで、触れているだけで恐ろしくなった。貫つらぬかれる様を想像すると、太ふと腿ももが震える。

「やめ……」

「今いま更さら逃にげないでよ」

　ずり上がろうとした腰を摑まれ、こじ開けられた穴に雨宮の陰茎が入ってくる。

「ん、ん……ぁ───っ」

　肉の間を割っていく力強い剛ごう直ちよくに、喉のどの奥で声が震える。

「きつ」

「誰の……せい、だ」

　宥なだめるように肩かたを撫でられて、背後から頰ほおに口付けられた。

　詰なじりたいのに、言葉が思いつかない。不意にいつもレイが口にしているドイツ語の悪態が頭を過よぎったが、口に出す前にさらに深い所まで入り込まれて、息をするのがやっとだった。

　知らず知らず額を草の上に擦こすり付けるように背中を丸め、衝しよう撃げきを堪こらえる。曲線を描えがく背中に雨宮は服の上から唇を落とした。

「力抜ぬいて」

「っぁ、あっ」

　前に回った雨宮の手が萎なえていた性器に触ふれる。手て筒づつで擦こすられただけで、簡単に力を取とり戻す。硬くなったその場所が、雨宮の手の中で震える。

「良いよ、気持ちいい。このまま力を抜いてて」

　その言葉に従う以外に、圧あつ迫ぱく感かんから逃のがれる方法を知らない。

　言われるがままに力が抜けるようにと努力した。その途端、中の存在がリアルに感じられた。腹の深い場所まで犯おかされている。そう考えるだけでおかしくなりそうだった。

　落ち着いた頃ころを見計らい、雨宮が腰を揺ゆらして突き上げてくる。

　その度たびに肉がぶつかる音が響ひびき、声が漏れた。女というよりも娼しよう婦ふのような高くわざとらしい声だった。それが自分の口から出ているなんて信じられなかった。

「っは、ぁ、あっん」

　声を立てると、乱暴に内側を抉えぐられる。その度に先走りが零こぼれていく。

　時折、胸の先が雑草にこすれた。伏ふせた上半身の露あらわになった肌が葉に当たり、僅わずかな快感を拾い上げる。そんな些さ細さいな刺激に喜んでいるなんて、淫いん売ばいにでもなった気分だ。

「っん、ん、ぁん」

「声、かわいい」

　笑うように雨宮はそう言うと俺の耳に嚙みついた。腹の奥に溜たまった熱は限界だった。どうにか放出したくて堪たまらない。内側が蠕ぜん動どうして、より深いところまで雨宮を飲み込もうとしているのが分かり、羞恥で泣きたくなった。

　体中のどこもかしこも敏感になっていて、雨宮の身じろぎすら快感に変わる。肌を撫でる手や、時折肩に触れる雨宮の前まえ髪がみ、漏もれる吐と息いきの音にすら反応してしまう。

「いやだ」

　何を拒きよ絶ぜつしたいのか解らなかった。雨宮に抱だかれている事か、それとも溜まり続ける熱なのか。首を振ふりながら同じ言葉を繰くり返した。

「いや、だ」

　こんな風になる自分は嫌だ。無様で無力で、情けない。

「好きだよ」

　不意に雨宮が掠かすれた声で言う。狡ずるいと思った。

　まるで言い訳のように聞こえる。なのにそれを聞いて、腹の奥の熱が温度を上げる。

「……っ」

「好きだから、抱いてる。泣かせたいわけでも、屈くつ服ぷくさせたいわけでもない」

　まるで俺の心の中を覗のぞき見たかのように、雨宮が言った。

「っぁ…あっ、い、や」

「好きだよ」

　雨宮に激しく腰こしを突き上げられて、声が喉の奥に引っ掛かる。

「きっと吉章も俺を好きになる。好きにさせる自信が俺にはあるよ」

　顎あごを取られてキスをされる。上手く合わせられない代わりに、雨宮の舌が下した唇くちびるを辿たどり中に入り込んでくる。

「ふっ、ぁ」

　舌で荒あら々あらしく口の中を舐められる。キスまで獣けものじみてる。

「はっ」

「吉章。かわいい」

　いつの間にか拳こぶしを作っていた手の上に、雨宮の手が重なる。そのまま何度も突き上げられた。

　唇から漏れるのは吐息混じりの高い声ばかりだった。

　犬みたいだ。こんな風に尻を突き出して、外で抱かれるなんて考えた事もなかった。

「吉章」

　葉がちくちくと肌はだを擽くすぐると、自分たちがどこで何をしているのか思い出す事があったが、それでも雨宮の腕うでからも快感からも離はなしてもらえずに、いつの間にか夢中になって忘れてしまう。

「あ、あ、っぁ、社長」

　尻を摑まれて、広げられる。受け入れている場所が雨宮の目の前に晒さらされる事に、抵てい抗こう感を覚える。何度か荒あらく突かれて、されるが儘ままに体を快感に戦慄わななかせていると、ゆっくりと乳ち首くびを抓つねられる。

「ぁっ」

　自分の高い声に驚おどろく。工場中に反はん響きようしているような気がした。

「かわいい」

　雨宮の指が硬くなってきた乳首をしつこく指でいたぶる。指の感覚を覚えさせるようにその場所を擦りながら、繫つながったままの尻の奥を小刻みに揺さぶる。雨宮は絶頂の瞬しゆん間かん、俺の一番深い場所で達した。

　精液を注ぎ込まれて、思うさま俺を蹂じゆう躙りんした後で、雨宮はほとんど動けなくなった俺を家まで送った。

　草の匂においはいつまでも鼻について、とうとう眠ねむりにつくまでとれなかった。










　携けい帯たいの鳴る音で我に返る。

　現在雨宮は自分の兄を含ふくめた雨之の役員達と会議中だ。

　雨之の秘書室で打ち合わせがあったので俺も同行したが、予想以上にそれが早く終わり、仕方なく通された小さな会議室で雨宮を待っていた。ノートパソコンで仕事をしていたはずが、気付けば先週の事で頭の中が煮に詰つまっていた。

『きっと吉章は俺を好きになる。好きにさせる自信が俺にはあるよ』

　そう言った雨宮の言葉に捕とらわれて、あれから毎日その事を考えてしまう。

　二人きりになるのを極力避さけているくせに、頭の中では雨宮のことを常に考えている。

　けれど今は仕事中だ。こめかみを押さえ、思考を切り替かえて携帯電話を手にする。

「はい、志乃です」

　番号だけ表示されている携帯電話の通話ボタンを押すと同時に名乗る。

　相手は取引先の人間だった。事故のせいでダイヤが乱れ、会議に間に合わないからできれば日をずらして貰もらえないか、という申し出を受け入れた。労ねぎらいの言葉を掛けてから、別の日に予定を入れる。

『無理を言って申し訳ありません。助かります』

　恐きよう縮しゆくする相手先の秘書に二、三言葉を返して電話を切った。

　手帳のスケジュールを書き換かえながら、日本では秘書のほとんどが女性である事を今いま更さらながら実感する。しかも社長秘書は特に顔もスタイルも良い女性が多い。

　実際今電話で話した女性も、整った顔と突つき出た胸が特とく徴ちよう的だった。

　そう言えば以前彼女を目にしたレイが「俺が社長だったら手を出してる」と言っていたのを思い出す。

　レイは明け透すけなので「本当にランディとは何もなかったのか？」と初対面のときに面と向かって聞かれた。

　秘書の全すべてが上司と関係していたら、secretaryの〝ｃ〟はとっくに〝ｘ〟に変わっているだろう。

「俺が言ったところで説得力はないな」

　思わずそう呟つぶやいてから、仕事を再開するためにマウスを手にした。

　放っておいたパソコンの画面ではフラクタルのスクリーンセーバーが起動している。

　不規則に見える画像が、実は数式から生み出されるものだと教えてくれたのは雨宮だった。学生のときに友人といかに美しいフラクタルを作るか、という事で一週間頭を悩なやませたらしい。

　現在目の前で動いている画像は雨宮がそのときに作ったものだ。会社のパソコンにはほとんど入っている。黒い闇やみをバックに、美しい光が生まれては消えていく。時折傍かたわらの光と融ゆう合ごうし、広がる。星の生命サイクルを見ているようだった。ただのスクリーンセーバーにこんな美しい物を作り出すのだから、雨宮は俺よりもずっとロマンに溢あふれた人間なのだろう。

　そのスクリーンセーバーを搔かき消して、仕事を再開する。

　会議の終しゆう了りよう間ま際ぎわまで仕事をし、終了五分前に着くように会議室に向かった。

　その途と中ちゆうで前から歩いてきた雨宮に気付く。会議は少し早めに終了したようだ。

「待て、穂高！」

　声を掛かけようとしたところで、後ろからやってきた雨宮常務が雨宮の腕を摑つかむ。

「研究が失敗ってどういうことだ？」

「何度も言ってるけど、あれはダメだったんだ。また一からやり直さなきゃならない」

「なら、途中までの資料を渡わたせ。失敗したという証しよう拠こもなく〝できない〟〝失敗した〟では誰だれも納なつ得とくしないだろう？　俺に、何を隠かくしてる？」

　今日は雨宮の研究の成果を報告する会議だった。

　雨宮は例の車のエンジンを解体し、研究して得たデータはすべて消去してしまった。

『もしもこの発明を発表しても大だい丈じよう夫ぶだと思えるようになったら、またここから引き出す』

　自分の頭を指してそう言った雨宮は格好良かった。

　長い時間を費ついやして得た成果を、そんな風に葬ほうむり去れる男を尊敬した。普ふ段だんはどんなに子供のように振る舞まったとしても、肝かん心じんな所で理性的な判断を下せる。だからこそ、俺はこの男の下で働いているのだろう。

「隠してることは何もない。また最初から研究するには金がかかる。でも、さっき提てい示じした金額では役員はきっと研究の続行には反対すると思う。だから、兄貴には悪いけどあの研究はここで一度終了する」

　それを聞いて常務は神経質そうに首を振った。

「どれだけの金を投資してると思ってる？　ここに来て白紙にしろと言うのか？」

「兄貴が責任を取らされるなら、俺のせいにしていい」

「馬ば鹿かか。そんな次元の問題じゃない」

　常務は溜め息いきを吐ついて視線を逸そらす。その目が俺を捉とらえた。

「盗ぬすみ聞きか。良い趣しゆ味みだな」

　常務の言葉に、雨宮が俺を見てほっとしたような顔をする。

「吉章」

　何食わぬ顔で次の予定を仄ほのめかすと、常務は苦々しい顔で俺を見てから踵きびすを返す。

「助かったよ。兄貴が退かなくて」

「例の車の件ですか？」

　雨宮が肯うなずく。

「雨宮常務に本当の事をお話ししては？」

「どうせ商品化しろって言う。兄貴もサルが悪いと言うタイプだ」

　先日の譬たとえ話を思い出して、確かにと内心で頷うなずいた。常務は躊ちゆう躇ちよなどしないだろう。それこそ「考えすぎだ」と言って、雨宮の考え出したエンジンを発表する。その結果何が起こっても、常務は責任の所在を自分にも雨宮にも認めはしないだろう。

　雨宮は肩かたを竦すくめて「今月発表の新車の売れ行きが良ければ兄貴も文句は言わないだろうけど」と言った。

　歩きながら予定が変へん更こうになったと告げると、雨宮は「残念だな。会議だったら吉章にキスができるのに」と口にする。今の雨宮の格好はいつもと同様に普ふ段だん着ぎだ。今日はショッキングピンクのＴシャツと、黒いジーンズを穿はいている。足あし下もとは布製の履き古したスニーカーだ。

　とても一企き業ぎようの社長の格好ではない。いや、社会人の格好ですらない。

「いい加減スーツぐらい手間を掛けさせずに着てください」

　溜ため息混じりに言うと「口実がなくても吉章にキスができる関係になったらそうする」と笑った。

　その冗じよう談だんを無視して、会社の駐ちゆう車しや場じように向かう。

　今日はレイが休みなので会社には雨宮の運転で来た。二人きりになるのは避けたかったが、仕方ない。

　雨宮は車を出すと、高速に向かって走り始めた。

　おかしな雰ふん囲い気きになるのが怖こわかったので、自分から当たり障さわりのない話を振ふる。最初は仕事の話をしていたが、話すことがなくなったので、レイの話題を切り出した。

「そういえばレイとは長いんですよね」

「あいつが十五の時からだから、もう七年になるな」

「……え？」

　思わず耳を疑う。初めてレイの年ねん齢れいを聞いたが、彼が二十二歳だとは信じられなかった。

　あの堂に入った態度はどう考えても二十代前半ではない。

「私と同い年ぐらいかと」

「同い年ぐらいだ。五歳しか変わらない」

　確かに社会に出れば五年の年の差なんて大したものではないが、レイが年下とは思えない。

「彼がそんなに若いとは思いませんでした」

　レイは仕事は運転手としてもボディガードとしても優ゆう秀しゆうで、自分より年上ではないかと時々感じていた。

　大学時代に出会い、雨宮が帰国して会社を起こすときに日本に誘さそったと聞いたが、その計算だと来日したときのレイは成人していなかった事になる。

「わざわざ連れて来てまで運転手にしたのは、何か特別な理由でもあったんですか？」

「それは、俺とレイに性的な関係があるかって質問？」

　雨宮は特に気分を害した風もなく、面おも白しろがるように訊きき返す。

「いえ、そういうわけでは」

　おざなりに否定したが、一いつ瞬しゆんそう考えてしまったのは事実だった。

　といっても、レイは雨宮と同様にゲイには見えないし、本人も巨きよ乳にゆう好きを公言して憚はばからない。あの男が「良い女だ」と言う相手の全てが豊満な胸を持っている。それに雨宮が抱だかれる姿も、レイが抱かれる姿も想像できない。尤もつとも、そんな想像したくもないが。

「俺が吉章に声を掛けたのと同じ理由だよ。有能だから欲しくなった。もっとも吉章に声を掛けたのはそれだけじゃないけど」

「愛人秘書に興味があったんですか？」

　雨宮は俺の言葉に小さく笑う。

　ランディとの関係を雨宮に訊かれた事はなかった。誰もがそれを持ち出すが、雨宮はその質問をしなかった。興味がないのだと思っていた。どちらにしてもされたい質問ではない。

「鉄のマグノリアが恋こいをした相手に興味があった」

　雨宮の口から出た意外な名前に眉まゆを寄せる。

「彼女とお知り合いですか？」

　鉄のマグノリアとはニューヨークのやり手弁護士マリー・ジャスティティアの渾名あだなだ。五十歳を過ぎた白髪しらがの女性だが、常に十センチはありそうなピンヒールとカラフルなスーツを戦せん闘とう服に、大だい企き業ぎよう相手の裁判で何度も勝しよう訴そを勝ち取っている。

　マンハッタンに巨きよ大だいな自社ビルを持つ証券会社、中学生でも知っているソフトウェア会社など、彼女と闘たたかって負けた大企業は数多い。

　会った事はないが、前の会社にいたときに彼女の名前を利用した事があった。

「マリーはうちのお袋ふくろの大学時代の友人だ。あっちでアパートを借りるときに世話になってから、ときどきディナーやランチを一いつ緒しよに食べた」

「彼女との人脈は貴重ですね。敵に回したくはないタイプだ」

「どうかな。マリーは仕事とプライベートは分けてるから。いざ依い頼らいが来れば相手がうちの会社でも容よう赦しやはしないと思うよ」

　雨宮はそう言ってから「でもそんな彼女を虜とりこにする吉章も怖いけどな」と言った。

「何かの間ま違ちがいでは？」

　会った事もない。それどころか訴うつたえられても仕方ないような事をした。

　マリーと交流を持ったのは二年前だ。

　当時、ランディの保険に加入して半年足らずで重大な病気を発はつ症しようした被ひ保ほ険けん者しやがいた。莫ばく大だいな治ち療りよう費を懸け念ねんして、保険会社は書類の不備を理由に支し払はらいを拒きよ絶ぜつした。被保険者はまだ十歳にも満たない小さな子供で、支し払はらい人は日ひ雇やとい労ろう働どう者しやだった。苦しい生活の中で保険の掛かけ金を彼が捻ねん出しゆつしていたのは、初めから莫大な保険料を支払わせる魂こん胆たんで病状を隠いん匿とくして保険に加入したからだ、というのが保険会社の主張だった。

　一人親の男にはほかに頼たよれる人間もなく、支払いを拒絶されては子供を死に至らしめるしかなかった。男は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張るように〝マリーが黙だまってない。必ずお前を地じ獄ごくに連れて行く〟とランディ宛あての手紙を書いた。

　ランディはまさか「鉄のマグノリア」が出てくるのでは、と恐おそれて俺に調査を命じた。

　ガムシロップにカロリー量を明記してなかった、という理由でハンバーガーチェーンを訴えて数千万ドルの和解金を勝ち取った弁護士だ。誰だって相手にしたくないに決まっている。

「保険金未み払はらいの裁判を、あの時マリーに担当する余力はなかった。彼女の元にはひっきりなしに依頼人が詰つめかけていたから、彼女は身動きが取れなかった。それにそもそも被ひ害がい者しやはマリーに依頼すらしていなかった」

　その男が書いたマリーとは、息子むすこと同じ病気で先に旅立ってしまった妻の事だった。

「だから最初、マリーが吉章からコンサートチケットを受け取ったとき、彼女はなんの事か全く分からなかったらしい」

　調査を命じられて、俺はその男に直接会いに行った。絶望し、憔しよう悴すいしきった顔で男は「もう何もかも終わりだ」と呟つぶやいて子供を抱だき締めていた。

　男がマリーに仕事を依頼していない事はすぐに分かった。けれど俺は会社に戻もどり、ランディに噓うその報告をした。

『マリーはおそらくあの子供を助けたいと思っています。だから、彼女が動く前に手を打ったほうが良いでしょう。示談にしなければ、過去の未払いの件も追つい及きゆうされて莫大な金額を払はらうことになります。そうなったら、倒とう産さんする可能性も出てきます』

　ランディはその言葉に目を剝むいて、すぐに男に保険料を支払い、未払いの件を口止めしろと命じた。俺はその日のうちに、子供の入院手続きをした。それからマリー・ジャスティティアに勝手に名前を使った事を詫わびる手紙と、コンサート好きの彼女のためにアインザッツのチケットを贈おくった。

「手紙を読んで、マリーは〝私は話し合いを一度もしないまま、戦いに勝った〟と笑ってた。それから正直にそれを告白し、マットが好きだったアインザッツのチケットを贈った吉章に恋をしたと俺に少女のように打ち明けたよ」

　マットとは彼女の亡なき夫だ。彼がアインザッツのファンであるというのは、新聞か何かの記事で読んで偶ぐう然ぜん知っていた。

「マリーがそんな風になるのを見たのは初めてだったから、どんな女たらしかと思ったら、初めて会ったときに全くそんな風には見えなかったから余計に興味を持った」

　女たらし、という称しよう号ごうは俺にではなく雨宮に与あたえられるべきだろう。

「吉章こそどうしてうちに来てくれたんだ？」

「……条件が良かったので」

　条件が良いというのは噓ではないが、俺も雨宮に少なからず興味があった。それに面白そうだと思った。天才、帝てい国こくの王子、革命児、そんな大おお袈げ裟さな呼こ称しようを背負っているくせに、少しの気負いもない子供のような男に興味が湧わいたのだ。

「なんだそれだけか」

「重要ですよ」

「吉章はリアリストすぎる」

　雨宮はらしくもなく曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべた。

　その意味を問う事はせずに、俺は視線を雨宮から外す。

　信号で車が停とまったときに、雨宮の視線が俺に向けられる。目を合わせたら、話したくない話題を持ち出されそうだった。物言いたげなそれを避さけるように、窓の外を見た。

　───雨宮に見られている。

　たったそれだけの事で、不思議なぐらい動どう揺ようした。早く信号が変わればいいと思いながら、俺はじっと俯うつむいた。










　ホースから出る水が、びしゃびしゃと音を立てて跳はねるのも構わずに、レイは熱心に車を洗っていた。本社の工場で雨宮を待つ間、暇ひまだからと洗車を始めたのだ。工場には一通り洗車用の道具が揃そろっていたので、幸いとばかりにレイは柔やわらかなブラシで車を磨みがく。

「で？　結局つきあってねぇの？　まだ？」

　プラスチック製のベンチに座り、レイを眺ながめながら「どうしてそんな話になる？」と尋たずね返す。

「穂高が欲よつ求きゆう不ふ満まんで涎よだれだらだら垂らしてるように見えるから」

「いつもと変わらないじゃないか」

「どこがだよ。全然違ちがうって。今にも嚙かみつこうって牙きば剝むいてるじゃねぇか」

　レイは腕うでまくりしたはずのシャツが落ちてくると、歯でシャツの袖そでを咥くわえてぐいっと肩かたのほうまで引っ張った。質が良いブランド物のシャツなので、皺しわがあまり付かない。

『社長があれなんだ。横にいるやつまでだらしない格好をしてたら、会社のメンツが潰つぶれる』

　そう言ってレイは高級な衣服を普ふ段だんから身につけている。雨宮には年下を見習え、と一度言ってやりたい。

「あんまりお預け食くらわせてると、そのうちガブっといかれるぜ？」

　レイは笑いながら、車に付いている泡あわを水で流す。水すい滴てきをクロスで拭ふき取ると、今度は丁てい寧ねいにワックスまでかけ始めた。

「今さらだ」

　聞こえないように呟く。人気のない工場で抱かれたのは一ヵ月前だ。

　だけどあれ以来、そういう意味で触ふれられる事はない。最近はスーツも一人でちゃんと着ている。キスを強請ねだられる事もない。時々熱を孕はらんだ目で見つめられることはあるが、何もない。

「それより、本社の広報部長からパーティでお前を通訳として使いたいと頼たのまれてるんだが」

「……またかよ。俺今度こそ食われんじゃねぇの。小ウサギを飢うえた雌めすライオンの前に差し出すつもりか？」

　通訳を雇やとうか、語学堪たん能のうな社員に頼めばいいのにわざわざレイを指名してくるあたり、その可能性を疑っていたが、やはりそうらしい。

「相手は美人で胸も大きい。お前好みじゃないのか？」

「食うのは好きだけど、食われんのは好きじゃねぇよ。チョコレートソースでたっぷり味付けされた哀あわれな小ウサギががぶりってやられたら、吉章のせいだ」

　誰だれが哀れなウサギだ。どう見ても肉にく食しよく獣じゆうにしか見えない体たい軀くのくせに。

「どうして俺のせいになる」

「断れる力があるのに断ってくれなかったから」

「自分でどうにかしろ。面めん倒どうを見る相手は一人で充じゆう分ぶんだ」

　レイは態わざと悲ひ愴そうな声で子牛が売られていく童どう謡ようをドイツ語で唄うたう。

　その多た岐きに亘わたる語学力のせいでレイには時折通訳の仕事が回される。雨宮もレイと同様にポリグロットなので、時折二人の会話には英語以外の言語が交ざる。

　レイが悪態を吐つくときは大たい抵ていドイツ語だ。お陰かげで汚きたないドイツ語の知識ばかりが増える。

　どうやら英語よりもドイツ語に馴な染じみが深いようだ。その理由をレイは話したことはない。先日も日本に来た経けい緯いを聞いたが、はぐらかされている。もしかしたらレイも俺と同様に、自分の事を口にするのが好きじゃないのかもしれない。

「その気がないなら、さっさと穂高を振ふったほうがいいぞ。じゃないと、いつの間にか骨まで食われるぞ」

　脅おどすように言ってから、レイは使った道具を片づけに行く。

　その日は一日中レイの言った言葉が気になっていた。

　お陰でなかなか仕事が捗はかどらない。オフィスに人ひと気けがなくなる午後十一時。

　雨宮が社長室から出て来て、そのまま給湯室に向かう。

　しばらくして戻ってきた雨宮は手にいつものソーダを持っていた。

「吉章、営業の方から報告が上がって来てない」

　雨宮は俺の傍かたわらに立ってそう言った。

「ご報告が遅おくれてすみませんでした。実は数値に間ま違ちがいがあったので、再提出するようにと指示してあります。再報告の書類は週末までには届く予定です」

「分かった。俺はまだ仕事がある。何時になるか分からないから、先に帰っていい」

　いつも一いつ緒しよに帰るわけではないのに、何故なぜ今日に限ってわざわざそんな事を口にするのだろうか。疑問に思いながらも、首を振って雨宮を見上げた。

「いえ、まだ仕事が残ってますから。それに、私がいればセキュリティ面で安心でしょう」

　雨宮は俺の言葉に苦く笑しようする。

　会社にはセキュリティシステムがある。各フロア、もしくは各部屋ごとにロックが掛かるようになっている。雨宮はそのロックの仕方を以前二度ほど間ま違ちがえ、社長室に閉じ込められた事がある。社長室のセキュリティは開発部同様に厳重になっている。一度ロックが掛かったら、外からしか開けられない仕様だ。

　カードキーを差し込んでパスワードを打ち込むのだが、パスワードは警備員も知らない。

　知っているのは俺と雨宮だけだ。

「自分の仕事が終わり次し第だい帰りますから、気になさらないでください」

　そう言ってからフロアを見回す。俺達以外に、残っているのは総務部の部長だけだ。

　一応部下がいるので、普段と違って雨宮は上司らしい話し方をしている。

　話し方に気を遣つかうぐらいなら普段の服装に気を遣って欲しい。カジュアルな格好には、もしかして何らかのポリシーがあるのだろうか。

「そうか。分かった」

　雨宮はそう言って部屋に戻った。

　日付が変わるころに一応何時に帰るのか聞き出すのも含ふくめて、珈琲コーヒーをいれて社長室に入る。

「わざわざありがとう」

　雨宮はそう言って俺が持ってきたカップに口を付けた。

「仕事はあとどのぐらい残っているんですか？」

「もう少しかかりそうだ」

「急ぎでないようでしたら、切りのいいところで一度帰られては？　明日は雨宮常務と朝から用事があると伺うかがってますが」

「ああ、まあね」

　雨宮はソーサーの上にカップを置き、「部長は帰った？」と口にする。

「いえ、まだいらっしゃいますが。呼んできますか？」

「いや」

　不意に雨宮の手が俺の手に重なる。驚おどろいて離はなそうとすると、手首を摑まれた。

「だから、早く帰って欲しかったのに」

　うっすらと雨宮の唇くちびるが微笑みに歪ゆがむ。一いつ瞬しゆんで社長の顔から、男の顔に変わる。

「今日の吉章、いつもより色っぽい目で俺のこと見てるから、我が慢まんできなくなった」

「何を」

　眉まゆを寄せると、引き寄せられた手の甲こうに唇が落とされる。

　俺を上目遣いに見上げる眼まな差ざしの強さに、反射的に逃にげ出したくなった。

「会社で、何を考えてるんです。離してください」

　強ごう引いんに腕を引くと、手の甲が雨宮の頰ほおを叩たたく形になった。パンと軽い音がする。

　雨宮はしかし、叩かれた事など頓とん着ちやくしていないようだった。椅い子すから立ち上がり、俺に腕を伸のばす。年下の、子供っぽい雰ふん囲い気きは欠片かけらもない。

　逃げるようにドアに近づくとピッ、と電子音がしてガチャンと鍵かぎが掛かかる音がした。

「これで、誰も入って来られない」

　デスクの上にあるセキュリティの端たん末まつを操作して、雨宮はそう言って笑う。

　ゆっくりと近づいてきた雨宮が俺の体をドアに押し付け、強引に唇を重ねた。

「ふ」

「かわいいね、吉章」

　うっすら開いた唇くちびるを味わう雨宮は、至し極ごく楽しそうだった。

　上着は着たまま、シャツのボタンを外される。乱れたシャツの間に雨宮の手が入り込み、胸を執しつ拗ようにいじられる。

「っ」

　首を振ると「かわいい」とまた囁ささやかれる。

「は、あっ」

「気持ちいいのは好きだろ？」

「私は……こんなことはっ」

「吉章は悪くない。悪いのは全部俺だ。俺が無理やりしてる」

　服の上から尻しりを揉もまれた。卑ひ猥わいに動く掌てのひらにされるが儘ままに体を硬かたくしていると、不意にベルトが緩ゆるめられた。

「社長…嫌いやです」

「社長じゃないって」

　物覚えの悪い子供に言い聞かせるように、雨宮はそう言って下唇を舐なめた。

　名前で呼べと言われたのは覚えているが、その要求に従う気はなかった。

　体どころか心まで明け渡す事になりそうでできない。けれど、きっとそれも時間の問題だ。

　雨宮の気持ちが一過性のものなのか、それとも本物なのかは解わからないが、こんな風に体の関係を許している時点で、俺は雨宮に惹ひかれてる。雨宮という人間に対してなのか、それとも性的な意味の好意なのか、自分でも解らない。

「ん、んん……っ」

　ベルトを取られ、パンツを脱ぬがされる。雨宮は俺の腰こし骨ぼねの辺りを掌で撫なでながら、下着の上から陰いん茎けいを揉む。

「や、嫌だっ、う、ぁ」

　反射的に前まえ屈かがみになる。すぐに手の中で硬くなる性器に視線を落とす。

　下着を押し上げて存在を主張するそれが、無骨な雨宮の指で宥なだめられる。

「はぁ」

　下着の中に雨宮の手が入ってくると、感かん極きわまったような溜ため息が口をついた。

　それが恥はずかしくて、頰が熱くなる。

「耳まで赤くなってる」

　年下の癖くせにこういう事に慣れている男が、冷静にそう言って俺の耳に舌を這はわせる。

　直接響ひびく水音に発情を促うながされているような気がした。

「あ、ぅ、……ぁ」

　雨宮が見せつけるように俺の目の前で自分の指を舐めた。その指が、尻の奥にある場所に入り込む。声が上がるのを抑おさえられなかった。

　不快感に似た違い和わ感かんがしばらく続いたが、二本目の指が中に入る頃ころにはそれもなくなる。

　腰こしの力が抜ぬけて、ずるずると床ゆかに崩くずれ落ちた。雨宮の膝ひざに乗り上げる形でその胸に顔を伏ふせながら、体の奥を犯おかす指に慣れようと目を閉じる。

「ん、ふっ…嫌、だ」

　時折思い出したように雨宮からキスが降ってくる。

　くちゅくちゅと音を立てて舌を合わせていると、陰茎の先がじわりと温かくなった。

「あっ」

　潤うるみ始めた感覚に腰を退くと、中に入った指が深くなる。

「っ」

　ぐりぐりと内側を刺し激げきされて、首をうち振ふる。

「吉章？」

「汚よごしたくない」

　口元に寄せられた雨宮の耳にそう言った。

　その言葉だけでは意味が通じないと気付いて「下着が、濡ぬれる」と屈くつ辱じよく的な事を打ち明ける。

「それって、俺に脱がして欲しいって事？」

　にやにや笑いながら雨宮はそう言うと、下着のゴムに指を掛けた。

　思わず首を横に振ると「じゃあ、ストリップみたいに俺の前で脱いでくれるの？」と欲よく情じようした声こわ音ねで問われ、再び首を横に振る。

「じゃあどうしたいの？」

　からかうような、それでいて欲情に掠かすれた声で問い掛けられる。

「はっ」

　ずるりと、指を抜かれる。前に触ふれていた手も離れた。濡れた手で太ふと腿ももを撫でられて、どうしようもない官能が背中を這い上がる。

「ふ…ぁ……」

　もどかしい思いで、自分の下か肢しに視線を落とす。今まで性的な欲よく望ぼうをこんなに強く感じた事はなかった。雨宮の前だというのに、そこに触れたくて仕方がない。いや、正確には雨宮に触れてほしい。口にできないその願いに、思わず唇を嚙かむ。

「吉章」

　名前を呼ばれて、雨宮に視線を向ける。

「そんな顔するなよ。ただでさえ、煽あおられてるのに」

　自分がどんな顔をしているのか、自覚はなかった。唇を甘く嚙まれ、太腿を這っていた手が下着を剝はぎ取る。露あらわになった陰茎は、先の方が赤く熟うれていた。雨宮の手の中で育てられて、その手の動きに歓かん喜きする。

「ん、ぁ」

　張りつめた性器に雨宮の指が絡からみ付くのを見て、反射的に目を瞑つぶる。

　雨宮は荒あら々あらしくその場所を擦こすり、体の奥を指で広げた。抵てい抗こうもできず、されるが儘に雨宮に快感を与あたえられて溶とけていると、そのまま腰こしを摑つかまれる。

「な、にを」

　雨宮の足の上に載のせられて、自分が上になるのだと気付く。

　戸と惑まどっているうちに、充じゆう分ぶんに開かれた場所に切っ先を押し当てられる。

「ぁっ」

　太くて硬いものがゆっくりと自分を貫つらぬいていくのを感じた。

　腰を摑む腕うでに逆らわずに、足の力を抜く。奥まで受け入れる頃には、体中が汗あせばんでいた。

　前よりずっと深くに入っている気がする。それを喜ぶように、体中がざわめく。淫いん乱らんな肉の動きに情けなくなる。雨宮と繫つながっているところに視線を落とすと、膨ふくらみきった剛ごう直ちよくの先が自分の肉の中に埋うめられているのが見えた。

「吉章、かわいい」

　ここ数週間で聞き慣れてしまった台詞せりふだ。それでも聞く度たびに違和感を感じる。

「だ、まれ」

　自分が上になる体勢で貫かれる。腰を摑まれて揺ゆさぶられながら、この関係はなんだろうと思った。快感に流されて、ろくな抵抗もせずに雨宮を受け入れてしまう。

「あ、あっ……ふ、かい」

　性器をいじられて高い声が上がる。知らず知らず、自分でも腰を動かす。

　貫かれる場所が熱くなる。突つき上げられる度に、気持ちの良い場所に擦すれるのが堪たまらなかった。快感を感じながらも「嫌だ」と何度も口にする。自分から動きながら、嫌も何もない。そう思いながら、それが唯ゆい一いつの逃にげ道であると知っていたから「嫌」と言い続けた。

「ごめん、俺が全部悪い」

　雨宮はそう言って、一層激しく突き上げる。

「あっ、ぁ、も、ぅ……、もう嫌だ、嫌、や……っ」

「う」

「い、や」

　精液を吐はき出した後で、雨宮が少し遅おくれて内側で弾はじけた。熱い飛ひ沫まつを深い場所に受けながら、雨宮の上に倒たおれ込む。上下する胸の上に顔を寄せると、心臓の音が聞こえた。

「吉章」

　額の髪かみが搔き上げられて汗ばんだ肌はだに唇くちびるが落ちる。髪や耳にもキスをされながら、ぼんやりと考えた。

　俺は狡ずるい。拒きよ絶ぜつも受け入れることもできずに、全部雨宮のせいにしている。

　俺は雨宮が好きなんだろうか。

　摑めそうで摑めない答えは、温かな熱を伝える肌に紛まぎれて、いつの間にか見失ってしまった。










　鳥の声で目を覚ます。

　体を起こすと、僅わずかに開いた窓の向こうに雀すずめがいた。

「う……」

　自分の声が掠れている事に気づいた。雨宮のせいだ。

　ベッドから起き上がり、床の上のシャツを羽織る。下着は見当たらなかった。そのままボタンを留めるのも忘れて、ベッドの縁ふちに腰を掛かけてぼんやりと外を見た。

　浜はまのほうまで見える。沖おき合あいには何人かのサーファーが遊んでいた。

　チチ、と鳴いてから雀が窓から離はなれていく。

　雨宮はシャワーでも浴びているのだろうか、と考えてから腕時計に視線を落とす。

　まだ朝早いと思っていたが、すでに昼近い。

　今日は休日だが、午前中にやらなければならない仕事があった。

　昨日は社長室で雨宮に抱だかれ、そのあと家に連れてこられてベッドでも抱かれた。

　お陰かげで腰が鈍にぶく痛んでいる。

　溜ため息をつくと、外に人の気配がした。雨宮だろうと思っていると、案の定近づいてくる。

「穂高？　寝ねてるのか？」

　しかし、半開きだったドアを開けたのは、雨宮ではなく雨宮常務だった。

　常務は俺を見ると、その顔を一いつ瞬しゆんで強こわ張ばらせた。

　俺も思わず驚おどろいて固まる。寝ね乱みだれたベッドに裸はだか同然の格好だ。常務が何を想像したのか、その顔を見なくても解わかった。

　常務は侮ぶ蔑べつしきった口調で「弟をその汚きたない体で堕だ落らくさせたのか」と言った。

　そんなことだろうと思っていた、と憎にく々にくしげに吐き捨てられる。

「穂高は私の言う事に逆らった事はない。お前が誑たらし込んで穂高を操あやつってるんだろう？　この間の研究の件はお前のせいなんだろう？　一体何が目的なんだ」

「それは違ちがいます。常務、これは」

　言い訳をしようにも、流石さすがに頭が回らなかった。寝ね不ぶ足そくと驚きで、言葉が舌に張り付く。

「穂高も穂高だ。金持ちに足を開いて職を得るような男を傍そばに置くなんて、あいつもどうかしてる。婚こん約やく者に知れたら大変だ」

　常務は汚お物ぶつを見るような眼めで俺を見て部屋を出て行った。

　婚約者と聞いても、大して驚かなかった。雨宮が本気で俺を好きだと思っているという事の方が驚きだ。やはり遊びだったのだと、妙みように納なつ得とくした。

　ただ雨宮の気持ちを信じなくて良かったと、臆おく病びような心の隅すみで安あん堵どする。

　しばらくして雨宮が部屋に入って来た。上半身は何も着ないまま、髪をタオルで拭ぬぐいながら「どうかした？」と俺の横に座って首を傾かしげる。

　常務が来た事には気付いていないのだろう。俺の頰ほおに手を伸のばして「お昼、何食べたい？」と子供のように訊たずねてくる。

「いえ、もう帰ります」

「どうして？」

「仕事が残ってますから」

「吉章は働きすぎだ。全然休んでないだろ？」

「仕事は好きですから」

　そう言って強ごう引いんに雨宮の手を払はらってベッドから立ち上がる。

　服はリビングで見つかった。脱ぬがされてベッドルームまで連れてこられた事を思いだす。

「嫌いやだった？」

　追いかけてきた雨宮にそう訊きかれて「何がです」と訊き返す。

「昨日のセックス」

「嫌だと何回も言いましたが」

　そう告げると雨宮は肩かたを竦すくめて「だって」と言い返そうとする。けれど途と中ちゆうで思い直したのか「ごめん」と呟つぶやいた。

「帰るなら送るよ」

「結構です」

「でも、このあたりタクシー走ってないだろ」

「呼び出しますから」

「吉章。何かあったのか？」

　先さき程ほど常務が来て、あなたに婚約者がいると教えられた。

　喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込む。俺に責めるような言葉を吐く資格はない。受け入れることも拒絶することもできなかった人間が、詰なじれるわけがない。

「帰りたいんです」

　そう言うと雨宮は仕方ないというように「駅まで送る。それならいい？」と訊いてきた。

　そこが妥だ協きよう点だろうと思い肯うなずく。

　服を着て車に乗り込んでから、車内に会話はなかった。

　駅に着いてから雨宮は「じゃあ、明日」と言ったが、それになんて返したのか覚えてない。ただぼんやりと電車に乗って、家に帰る。

　自分が何に動どう揺ようしているのか解らなかった。常務に知られた事か、雨宮に婚約者がいる事か、それとも婚約者がいる事に衝しよう撃げきを受けている自分になのだろうか。

　解らないのに、それでも突き刺さすように胸が痛んだ。










　思わず手から零こぼれ落ちたカップが、床ゆかに落ちて音を立てて割れる。

「志乃さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　立ち眩くらみをやり過ごしながら振ふり返ると、第二秘書が慌あわてて近づいてきた。

「大丈夫だ」

　そう言って破は片へんを拾い集める。雨宮のカップを片付けている最中に落として割ってしまった。アンカーデザインの施ほどこされた厚いカップは彼のお気に入りだったので、後で謝る必要があるだろう。欠片かけらを拾い集めていると、不注意で指先を軽く切ってしまう。

「最近お疲つかれですよね」

　第二秘書がポケットから出したティッシュで素す早ばやく俺の指先を包む。

　それに礼を言いながら指先を軽く押さえると、白い紙に血が染しみていく。思ったよりも深く切ってしまったようだ。

「睡すい眠みん時間があまり取れないんですか？」

　目の辺りを見て訊かれ、傍はた目めから解るほど隈くまができているだろうかと、思わず小さく舌打ちする。もともと睡眠時間は短い方だが、今は一日二時間程度しか寝ていない。

　余計な事を考えてしまうせいで、仕事中もこんな風に些さ細さいなミスをする事が多くなった。

　雨宮に婚約者がいると聞いてから、ずっとこうだ。

「いや、そうでもない」

「志乃さん働き詰づめですもんね。有休は使ったほうがいいですよ」

「そうだな」

「私もこの間、有休を頂いたので家族で与よ論ろん島とうに行ったんですけど、温泉もあってとても良かったですよ。お薦すすめです」

　そう言えば先月、お土産みやげだとフロア中にクッキーを配っていた。

「ここは私が片付けますから、手当てしてください」

　礼を言って総務部の隅に置いてある救急箱を持ってトイレに入る。広いトイレで洗面台の横に救急箱を置いて、傷口を水で流した後に消毒液を吹ふきかける。

「っ」

　深く切った所からは再び血が出てくる。塗ぬり薬を付け、先程の第二秘書の言葉を考えた。

　沖縄には一度も行った事がない。それどころか、仕事以外で関東圏けんを出た経験がない。

「旅行か」

　考えてみても行きたいところはなかった。仕事で海外に行く機会が多いから、余計にそう思うのかもしれない。温泉にも行った事がないから、それほど魅み力りよくを感じない。そもそも長時間湯船で過ごすのが好きじゃない。休きゆう暇かなんて貰もらっても、家で潰つぶしてしまいそうだ。

　気を取り直してオフィスに戻もどる。内線で社長室に呼ばれ、顔を合わせたときに雨宮から怪け我がをした指の事を訊かれる。第二秘書と同様に「疲れてるんじゃないのか」と心配された。

「そうだ、お前のことだから休みもろくに与あたえてないんだろう」

　ちょうど来ていた雨宮常務がそう口にする。

　雨宮はそれに対して考え込むように黙だまった。

「効率よく仕事をするためにも休暇は必要だ」

「でも吉章がいないと仕事ができない」

「本当に優ゆう秀しゆうな人間っていうのは、自分がしばらくいない位じゃ動じないような仕事ができるものだ」

　常務は偉えらそうにそう言って挑ちよう発はつ的に俺を見たが、その言葉を是ぜ非ひとも鏡に映して本人に返したい。常務の携けい帯たいはひっきりなしに鳴っている。雨之の秘書室とやりとりをするときに、いつも常務の秘書が捕つかまらないのは常務自身が多た忙ぼうを極きわめているせいだろう。

「まったく、だからお前は駄だ目めなんだ。社長だなんて言っても、まだまだ子供だな」

　常務は雨宮に対してそう言った。

　常務はしばらく雨宮と経営について話してから帰って行く。

「相変わらず、常務に頭が上がらないんですね」

　そう言ってから、何故なぜそんな事を言ったのかと自分で驚く。どこから聞いても厭いや味みだった。

　しかし、雨宮は特に気にした風もなくデスクの上にあった書類を片付けながら「兄貴には逆らわない方が楽だからな」と口にした。

　突とつ然ぜんの休暇が与えられたのはその翌週の事だった。指先にできた傷は綺き麗れいに塞ふさがり、そのときに交かわした会話なんて忘れていた。

　けれど忘れていたのは俺だけで、常務も雨宮も忘れていなかったのだろう。

　月曜日の朝一で見知らぬ女性を連れて会社を訪おとずれた常務は、驚おどろいている俺を見て笑えみを浮うかべた。

「来週からしばらく彼女が君の代理を務める」

　紹しよう介かいされたのは、俺よりも若く綺麗な女性だった。

　何度か雨之の秘書室で見み掛かけた事がある。アシスタント的な役割で、誰だれかの担当ではなかったはずだ。

「よろしくお願い致いたします」

　微笑ほほえみながら名乗り、頭を下げた女性に同じように返す。

　水色のスーツに紺こん色いろのシャツを着て背中を伸ばしている女性は、立っているだけで見み栄ばえが良い。男性的な雨宮の横に並べば、相乗効果でどちらも際きわ立だつ。

「聞いておりませんが」

　俺の言葉に、雨宮は「最近疲れてるだろ」と心配するように言った。

　確かに秘書の仕事は楽ではない。雨宮次し第だいで休日に呼び出されることもあれば、深夜まで会社で付き合うこともある。しかし、そんな事にはランディの秘書を務めていた頃ころから慣れているし、ホテルマン時代も夜勤や我が儘ままな客の対応で多忙だった。だから仕事は関係ない。

　疲れているのは、雨宮のせいだ。いや、雨宮のことを考えてしまう俺自身のせいだ。

「休暇を与えなかった俺が悪かった。こっちは心配しないで、しばらく羽を伸のばして来た方がいい」

　雨宮はそう言って微笑む。

　常務に何を吹き込まれたのか知らないが、これは弟と俺の関係を知った彼の企たくらみだ。

　解わかっていたが、俺も少し雨宮から離はなれて考えたかった。彼との関係や、彼の婚こん約やく者の事を冷静な目で見直したい。そうすれば、今後自分がどうすべきか解るような気がした。

　それに今の状じよう況きようではミスを犯おかすのは時間の問題だ。

「お気き遣づかいありがとうございます」

　頭を下げると常務は満足そうに笑い、代理を務める新しい秘書の肩を叩たたいた。

　引き継つぎはそれほど必要なかった。業務内容は常つね日ひ頃ごろから第二秘書と共有している。だから後からでも彼女に聞いてもらえれば必要な事は解るだろう。

　俺は半月ほどの休暇を貰い、休暇に入るまでの一週間で必要な事を彼女に教えた。

「志乃さんは何も心配しなくても大丈夫ですよ」

　休暇前の最後の出勤日に、そう言って笑った彼女の顔を見ながら頷うなずく。

　常務はきっと俺をここに戻すつもりはないのだろう。

　だけど、それも良いかも知れないと思った。どのみち、もう雨宮とは上司と秘書の関係には戻れないのだから。










　掃そう除じ機きのモーター音を聞きながら、部屋を綺麗にする。

　休暇の一日目はそれで潰した。二日目は洗せん濯たくと、買い物に出で掛かけた。

　三日目は読みたかった本のシリーズを買い込んで、日が暮れるまで夢中になった。四日目は前日買った本の残りを読んで、夜はレイトショーに出掛けた。五日目はやることがなくなった。

　旅行に出ようかと一度考えたが、面めん倒どうで何もする気にならなかった。

　時々第二秘書から仕事の電話が掛かってくる以外は、特にする事はない。

　新しい就職先を探すべきかと、一度考えたがそれも億おつ劫くうだった。

　手帳には創立記念のパーティの出席予定が記されていたが、秘書の仕事は休暇中なので出るつもりはなかった。しかし、前日になってスーツが送られてきた。忙いそがしいのを理由に仮かり縫ぬいを先延ばしにしていたので、まさか完成品が送られてくるとは思わなかった。

「来いってことか？」

　それとも他意はなく贈おくられたのだろうか。

　どちらにしろ袖そでを通す気にはなれなくて、部屋の隅すみに置いてその日は眠ねむった。

　しかし翌日の昼過ぎになって、部屋のチャイムがけたたましく鳴り、ドアが激しく叩かれた。

「誰だ」

　チェーンを掛かけてドアを開けると、レイが立っていた。

「支し度たくはまだしてないのか」

「何の話だ」

　綿シャツに黒いパンツを合わせただけの俺の姿を見て、レイは小さく首を傾かしげる。

「行かないつもりか？」

　そう聞かれて一いつ瞬しゆん何のことか解らなかった。それでも普ふ段だんよりも高価なスーツを着ているレイを見て、今日がパーティの日だと気付く。

「歓かん迎げいされてない」

「穂高は歓迎してる。うちの会社の社員もな。歓迎してないのはあの男だろ」

　厭そうにレイがいう。

　溜ため息をついて「俺は必要ないだろう」と口にすると、レイは「第一秘書なら行くべきだろ」と言った。年下のレイに子供のように諭さとされて、仕方なく着き替がえる。

　腕うで時計をはめて、新品のスーツに袖を通す。着替えが終わるとレイに促うながされて車に乗った。

「俺も前にあの男に追い払はらわれそうになった」

　レイは交差点を曲がりながら言った。

「穂高の傍そばにはふさわしくないからっていう理由でな」

「そうなのか？」

「あの男は穂高を弟として愛してる。でも同時に強い嫉しつ妬とを感じてるんだよ。だから支配したいんだ。弟を支配することで、コンプレックスも兄弟愛も同時に満たされるんだろうよ。天才の弟をもった兄の複雑な心情ってやつだ」

「嫉妬か……」

　確かにそうかもしれない。でなければ常務がこれほど雨宮に構う理由が解らない。

「でも、あの男は穂高を囲うことはできねぇだろうな。器うつわが違ちがう。穂高はあの男に基本的に逆らわないが、それはあの男の顔を立てているだけだ。吉章は安心して穂高の傍に居ればいい。何を言われても、きっと穂高がどうにかする」

　五つも年下の男にそんな風に言われるのは複雑だ。

「……別に、常務に言われたことが原因で拗すねてるわけじゃない」

「じゃあ、何だよ？」

「…………何でもない。お前には解らない」

「解った。相談したくなったら言ってくれ」

　レイに雨宮の婚約者の件は言えなかった。雨宮の友達なのだから、恐おそらくレイは知っているはずだ。代わりに新しい秘書の事を訊きこうとしたが、それもプライドが許さなかった。

『雨宮なんかに興味はない。婚約者でも新しい秘書でも好きにしろ。俺はもっと条件の良い会社に移れるだけのキャリアを持ってる。だから、俺のことは放っておいてくれ』

　そう言おうとして止めた。子供が虚きよ勢せいを張っているように聞こえる。

　雨宮に贈られたスーツを着て、居場所もないのにパーティに向かう。無様だと思った。馬ば鹿かげている。解っているのにレイの車を降りられないのは、未練があるからだろう。

　レイは会場となっているホテルのロビーで、待ち合わせをしていた雨之の部長と合流する。

　横並びになって歩く二人の少し後ろを歩く。会場の受付には見知った顔が何人もいる。雨之の総務部が受付に並んで来客者の名前を確かく認にんしていた。

　ここまで来れば、誰にも挨あい拶さつしないで帰るわけにはいかない。いつの間にか人ひと混ごみではぐれたレイを捜さがすのが面倒で、一人で受付を済ませて会場に入る。

　スーツ姿の社員を眺ながめながら、不意に自分が雨宮を捜している事に気付く。職業病だと内心で笑おうとして、できなかった。捜している理由は仕事だけじゃない。

「志乃さん」

　不意に背後から声を掛けられて振ふり返る。

　そこには俺の代理として秘書業に就いている若い女性がいた。丈たけの短いワンピースに、フェミニンなジャケットを合わせている。華はなやかな顔を引き立てる落ち着いた装いに、何人かの社員が目を奪うばわれていた。

「今日来られるとは伺うかがってませんでした」

　代理秘書はそう言うとにっこりと微笑んで「穂高社長でしたらあちらにいらっしゃいますよ」と壁かべ際ぎわで年ねん輩ぱいの社員と話す上司を掌てのひらで指す。

　彼女と話すのは二度目だった。必要な連れん絡らくはすべて第二秘書を経由して訊かれていた。

「わざわざありがとうございます」

「ご挨拶に行かれないんですか？」

「忙しそうなので、少し時間をおいてからにします」

　そう言うと代理秘書は「そうですか」と肯うなずく。

「でも、志乃さんが辞やめられるなんて残念です。私ではまだ力不足ですので、できれば直々に指導して頂きたかったです」

「どういう意味です？」

「退職されるんでしょう？　雨宮常務からそう伺っていますが」

　代理秘書はそう言って微笑ほほえむ。作り物めいた笑えみに、彼女が内心で俺をどう思っているのか分かった気がした。常務の寄よ越こした俺の代役だ。彼の息が掛かってるなら、彼女が俺を良く思っていないのは当然だった。

　それでも、それを外に出すようじゃまだまだ甘い。社長秘書を務めるつもりなら、それぐらい綺き麗れいな化け粧しようの下に押し込めておくべきだ。

「私は聞いていません」

「そうだったんですか？　てっきり志乃さんの依い願がん退たい職しよくだと思っていましたが」

　代理秘書は微笑みを崩くずさないまま「すみません、雨宮常務がお呼びですので、一度失礼致いたします」と言って、会場の中心にいる常務の方に歩いていく。

　彼女の背中を見送ると常務と目が合う。常務はうっすらと口元に笑みを浮うかべた。

　俺を追い出すために色々と手を尽つくしているのだろうと考えると、気分が悪くなる。

　彼の目に俺は自分の弟を体で虜とりこにする男だん娼しようにでも映るのだろうか。

　自じ嘲ちようしながらボーイに渡わたされた白ワインに口を付ける。飲めない酒が、喉のどの奥へと嫌いやな感じで流れていく。アルコールはいつも苦いだけで、少しも好きになれない。

　しばらくしてから雨之のＣＥＯから挨拶があり、その後に取とり締しまり役やくが乾かん杯ぱいの音おん頭どを取った。

　既すでに口を付けていたグラスを軽く上げる。

　もう飲む気にはならず、近くにあったテーブルにグラスを置いた。

「吉章」

　不意に背後から腕を摑つかまれる。

「レイ」

　気配を感じなかった事に驚おどろいていると、レイが耳元に唇くちびるを近づけてくる。

「保険王がいるぞ」

「なんだと？」

　冷水を浴びせられた気がした。悪い冗じよう談だんだと思いたいが、レイの雰ふん囲い気きがそうではないことを物語っている。

「あの男と握あく手しゆしてる。入り口の近くだ」

　ゆっくりと振り返る。ドアの方には営業の人間が固まっていた。頭を下げる男達の中心にランディがいる。太った体をグレンチェック柄がらのスーツで包み、大口開けて笑っていた。突つきだした腹がジャケットの釦ボタンに皺しわを寄せていた。記き憶おくにあるよりも、太ったみたいだ。

　そのランディとにこやかに握手をしているのは常務だった。

「どうして？」

「さあな。できるだけ近づくなよ。できれば穂高か俺の傍にいろ。ここでやり合うわけにはいかないだろう？」

　彼の会社を辞めた理由を知るレイは、俺を気き遣づかうように耳元でそう囁ささやいた。

「教えてくれて助かった。でも、ここでもめるつもりはない。大だい丈じよう夫ぶだ」

「吉章はそうでも、向こうはどうか解らねぇだろ」

　レイが声を潜ひそめ、保険王を睨ねめ付ける。

「ちょっと、どうしたの？」

　人混みを避さけて近づいてきた、雨之の広報部長がレイに寄り添そった。

　彼女は「通訳がいなくちゃ困るわ。折せつ角かくドイツから取引先を招待したのよ」と責めるように口にする。

　レイは広報部長に一度視線を向けてから、心配げに俺を見る。

「大丈夫だ」

　安心させるようにそう言った。五つも年下に心配されるほど、今の俺は頼たよりないだろうか。

　ランディに気付かれないように、顔見知りと話しながら時間を潰つぶした。雨宮の周囲に人が途と切ぎれたら、一言挨拶をして帰ろうと思っていた。

　しかし雨宮の周りで人が切れる気配はない。

　もう少し会場にいるべきかと迷っていたら、不意に雨宮が俺に気付いた。

　どんな顔をすればいいのか、咄とつ嗟さに分からなかった。

　だけど、そんな俺の動どう揺ようをよそに雨宮は人ひと垣がきを割って近づいてくる。

　間近にこの男の顔を見るのは一週間ぶりだ。たった一週間。だけど何故なぜか懐なつかしく思えて、胸が苦しくなる。

　ああ、そうなのかと今いま頃ごろ自覚した。俺は目の前の男が好きなのか。

　そんな単純な事実に死ぬほど動揺する。だけど本当は、心のどこかで知っていた。

「やっぱりあの爺じいさん、腕うでだけは確かだな。凄すごく良く似合ってる。見み惚とれるほど格好良い」

　雨宮は手放しでそう褒ほめた。

　濃のう紺こんに一ひと滴しずく緑を垂らしたような深い色味のスーツは、仮かり縫ぬいをしていないのに体にぴったりとよく合っていた。雨宮のスーツより色が濃こくて、ストライプのピッチが狭せまいのでその分細身に見える。

「社長もとても良くお似合いですよ」

「吉章にそう言われると嬉うれしいな」

　子供のように雨宮が笑う。無む邪じや気きに笑う顔を見て、俺が退職するという話を雨宮は知らないのだろうと気付く。一体どうやって常務が俺を退職に追い込むのか、少し興味を覚えた。

　雨宮が何かを言いかけたときに「穂高」と声が掛かる。

　振り返ると、顧こ問もんの一人が杖つえを手にして立っていた。

「志乃もいるのか」

「お久しぶりです」

　普ふ段だんから何かと気に掛かけてくれている顧問に頭を下げる。

　雨之では「先生」と呼ばれている。背も小さく、人の良さそうな顔をしているが、実は一ひと癖くせも二癖もある人物だ。雨宮は顧問に好かれているが、常務は嫌きらわれている。顧問が常務を目の前にして「お前のような奴やつは虫が好かん」と言ったことがある。常務と顧問の間に何があったのかは知らないが、それを聞いたときは胸がすいた。

「二人とも並んでいると圧巻だなぁ。どちらにするか、迷ってしまうだろう？」

　顧問は茶ちや化かすように言ってから、傍かたわらの女性を振り返る。

　スーツ姿の人間が多い中、清せい楚そな桜色のワンピース姿の女性に思わず目を奪われる。

　柔やわらかそうな髪かみを肩かたの辺りまで伸のばしているその女性は、俺を見ると小さく会え釈しやくした。

　孫にしては老ふけているし、娘むすめというには若すぎる。年ねん齢れいはせいぜい雨宮と同じか、レイと同じぐらいだろう。

　彼女の正体を判断しかねていると、顧問が楽しい秘密を打ち明けるように「穂高の未来の奥さんだよ」と教えてくれた。それから国会議員の娘だとも。

　綺麗な女性だった。愛あい嬌きようのある大きな瞳ひとみに無邪気な笑顔を浮かべている。

「志乃吉章と申します。雨宮社長の秘書を務めております」

　そう言って頭を下げる。

　雨宮の顔をできるだけ視界に入れないようにして、未来の雨宮夫人に微笑みかける。

　この数週間、ずっと考えていた相手だ。初めて見たが、想像以上に美人だった。

「噂うわさに聞いてはいましたが、志乃さんて……とても綺麗な方なんですね」

　少し顔を赤らめて雨宮の婚こん約やく者はそう言った。

「未来の旦だん那なの前でそんなこと言っちゃだめだ。穂高が可哀かわい想そうだぞ。なぁ、穂高」

　顧問の言葉に慌あわてて雨宮の婚約者は「ごめんなさい。でもお二人とも本当に素す敵てきです」と恥はずかしそうに頰ほおを染めた。

　雨宮はそれに対して「ありがとう」と口にする。

　顧問と雨宮の婚約者はやたらと親しそうだった。もしかしたら血けつ縁えん関係でもあるのかも知れない。けれどそれを詮せん索さくしようとは思わなかった。俺には関係のない話だ。

　それから数分談だん笑しようして、顧問が婚約者を連れていなくなる。婚約者は少し名残なごり惜おしそうにしていたが、雨宮は引き留めたりはしなかった。

「社長、私はそろそろ」

　雨宮は「吉章、彼女は……」と口を開き、言うべき言葉が見つからなかったのか、黙だまり込む。俺は焦あせっている雨宮を見ながら、首を振ふった。

「社長に挨あい拶さつしたらすぐに帰るつもりでしたので。代理の秘書がいらっしゃるようですから、後は彼女にお任せします」

　そう言って踵きびすを返すと雨宮に手首を摑まれた。

「待てよ」

　普段の話し方に戻もどっている。こんな場所で、雨宮は自分の肩かた書がきを忘れているらしい。

　溜ため息を吐ついて、ゆっくりと手首に巻き付いた手を外す。

「社長。まだ挨拶すべき方が残っているのでは？」

　他ほかのテーブルに固まっている取引先のＣＥＯや責任者を見やる。先さき程ほどまで雨宮は若い世代に囲まれていた。彼らへの挨拶はまだ済んでいないはずだ。

「穂高社長、雨宮常務がお呼びです」

　雨宮が迷っていると、代理秘書が呼びに来た。

「では、私はこれで」

「どうもお忙いそがしい中わざわざありがとうございました」

　代理秘書は微笑ほほえみながらそう言うと、やけに丁てい寧ねいに俺に頭を下げる。

　後あと釜がまの慇いん懃ぎん無礼な態度に皮肉めいた笑えみが口元に浮うかぶ。

　足早に会場を出て、レストルームに入った。一番近いレストルームではなく、わざわざ使われていないホールの隅すみにあるものを使う。

　当然中には誰だれもいなかった。そこで顔を洗う。冷たすぎず温かすぎない、調節されたお湯が蛇じや口ぐちから出てくるが、本当は冷たい水が欲しかった。

　顔を上げると、鏡の端はしに太った男が映っていた。

「その癖くせは変わらないな」

　ランディは口元に笑みを浮かべ、壁かべに寄りかかりながら、いつものように偉えらそうに口にする。

「ポーカーフェイスが崩くずれそうになると顔を洗う。俺は時折お前が見せるそういう人間くさい部分が気に入っていたよ」

「あなたこそ、まだ訛なまりが残ってますね」

　ランディは口くち髭ひげを擦こすった。気持ちの悪い唇くちびるの感かん触しよくと、臭くさい髭の匂においを不意に思い出す。人を殴なぐったのはあれが生まれて初めてだった。大人しく過ごしていた学生時代、殴られる事も殴る事もなかった。子供の頃ころですら記き憶おくにない。

「直した方が良いと、何度もご忠告差し上げたのに。なにか御ご用ようですか？」

　鏡越ごしにランディの目を見て厭いや味みっぽく笑ってみせる。

「お前がこの会社に居る事は知ってたよ。調べさせてたんだ」

「そうですか」

「お前とあの若造が一いつ緒しよに居るところを見るのは妬やけるな。その体はもう男を知ってるのか？　それとも、あの若造はまだお前に手を出してないのか？」

「相変わらず低てい俗ぞくですね」

　フン、とランディが鼻を鳴らす。

「意地を張らずに戻って来い。もうこの会社では必要とされてないんだろう？」

　ランディは鼠ねずみをいたぶる猫ねこのような目をした。相変わらず酒と欲よくで濁にごった色をしている。

　彼を尊敬できなくなったのはいつからだろうと考えて、初めから尊敬していなかったと思い直す。最初から金に惹ひかれて雇やとわれた。

　二十一の時に客として訪おとずれたこの男にスカウトされた。最初は秘書課の使い走りとして入社し、三年後には第一秘書に抜ばつ擢てきされた。そんな経歴も、有らぬ噂を立てられる要因の一つなのだろう。実際、今思えば能力でなく容姿を買われていた部分もあるのかもしれない。

　もしくは、俺が拒きよ絶ぜつするから欲しくなるのか。

「何を考えてるんです？　わざわざ極東のこんなところまで来て」

　ランディは「俺は手に入れられなかったものはない。それが自じ慢まんだ」と笑う。

「お前を逃にがしたら、もうその自慢ができなくなるんでね」

「あなたらしい」

　ハンカチで顔を拭ぬぐう。

　俺の退職については、彼が常務に入れ知ぢ恵えでもしたのだろうかと考えたが、それを本人に尋たずねるつもりはなかった。真しん偽ぎに関係なく、自分の力を誇こ示じするために肯うなずくだろう。答えの解っている質問に意味はない。

「失礼します」

　そう言って男の横をすり抜ぬけるとき「あんまり意地を張るな。お前が意地を張ると、この会社ごと潰つぶすぞ」と口にする。

「あなたにそれほどの力が？」

「さあな。潰すのは無理でも打だ撃げきぐらいは与あたえられるだろうな」

　喉のどの奥でランディがくっと笑った。

「お前はただの秘書だ。だが、俺は王と呼ばれてる。その意味が解るか？　お前の雇い主ごとお前を消し去るのも訳ないんだぞ」

　普段なら、何も言わなかっただろう。

　喧けん嘩かは苦手だ。仕事が絡からまないなら、プライベートは平和に過ごしたい。売られた喧嘩を真面目まじめに買うのは馬ば鹿かのやる事だ。売られた喧嘩は受け流すに限る。喧嘩に勝つ事が要求を通す最良の道ではないと知ったのは子供の頃だ。

　解っているのに口を開いた。

「少なくとも、俺にとってお前は王じゃない。俺にとっての王は別にいる」

「それが雨宮穂高だと言うつもりか？」

　足早に男の横を通り抜ける。

「後こう悔かいするぞ」

　背後からそんな声が聞こえた。

　会場に戻らずにホテルを出ると、タクシー待ちの列に並ばずに歩く。駅までは大した距きよ離りじゃない。歩きながら電話を掛けた。繫つながった瞬しゆん間かんに、名乗りもせずに告げる。

「営業部の高田さんをお願いします」

　売られた喧嘩を買うのは好きじゃない。だけどそれはあくまで、仕事が絡まなければの話だ。










　聞き慣れた音を立ててエレベータの扉とびらが開く。

「志乃さん、休きゆう暇か中じゃなかったんですか？」

　驚おどろいたように、第二秘書を務めている女性社員がそう言った。手には珈琲コーヒーの載のったトレイを持っている。

「少し社長にお話があったので」

　俺が使っていたデスクの上には女性の白いバッグが置かれていた。代理秘書の物だろう。

「でも今は雨宮常務と会議中ですが」

　俺と常務の不仲を知っている彼女はそう忠告する。

「解っています」

　最低でも向こう一ヵ月分の雨宮のスケジュールは頭に入っている。

「私が持って行きます」

　そう言ってトレイを受け取る。第二秘書は「怖こわかったので助かりました」と口にした。

「何かあったんですか？」

　普ふ段だんは暖の簾れんに腕うで押おしと言った風ふ情ぜいで、のんびり受け流している彼女の言葉に驚く。

「本当にたまーに、二年に一度ぐらいあるんですけど、社長がキレちゃってるんです」

「社長が？」

　会社で雨宮が感情を剝むき出しにして怒おこるのを見た事がない。

　中身は確かに問題があるが、怒ど鳴なる事は滅めつ多たになかった。部下を叱しかる事はあるが、決して感情的にはならない。

　感情を剝き出しにした姿を見たのは、香港で高田を殴ったときぐらいだ。

「何があったんですか？」

「さぁ、私も詳くわしくは知りません。まぁ、志乃さんなら大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが」

　彼女は嘆たん息そくすると、「何かあったら叫さけんでくださいね。総務部全員で駆かけつけますから」と冗じよう談だん混じりに言ってから自分のデスクに戻っていく。

　不ふ謹きん慎しんにも怒っている雨宮に好こう奇き心しんを覚えながら、会議室のドアをノックした。

「失礼します」

　会議室にいるのは四人だった。窓ガラスを背にしている雨宮と、その傍かたわらで気まずそうな顔をしている代理秘書。向かいには常務と雨之の海外事業部長が座っている。

　常務は俺を見ると予想通り嫌いやそうな顔をして「部外者が何をしに来た」と口にした。

　俺はその問いには答えずに、常務の右手の近くに珈琲を置く。それから雨之の社員にも珈琲を配った。彼はこの中では一番年とし嵩かさだったが、怯おびえたように視線を彷徨さまよわせている。

　原因は雨宮が鋭するどい目で常務とその男を睨にらんでいたせいだ。

　自分の話をする雰ふん囲い気きじゃないと悟さとり、珈琲を配り終わってから一度出ようとすると「横に座れ」と雨宮が口にする。

　二日前のパーティで見た頼たよりなさが噓うそのようだ。

「失礼します」

　雨宮の隣となりに座った。雨宮を挟はさんで反対側には代理秘書がいるが、所在なげに俯うつむいている。どんな話し合いがされていたかは知らないが、険悪な兄弟の雰囲気に会議室全体が吞み込まれていた。

　そんななかで口火を切ったのは常務だった。

「悪い話じゃない。ランディがアメリカで太いパイプを持ってるのは知ってるだろう？　ここであそこと契けい約やくを結ぶのはうちにとって有益だ」

　不意に聞かされたランディの名前に、思わず常務を見る。

「自動車保険で提てい携けいするって話か？」

「ああ、そうだ。確定じゃないがアメリカ全土で低公害車購こう入にゆうに関して支し援えん制度が来年度から導入される予定だ。そのときにうちの車を一部の州で推すい奨しようしてもらう。ランディは議員とも繫がりが深い」

「その代わりに吉章を解かい雇こしろって言うのか？」

　雨宮の声はささくれていた。棘とげを含ふくんでいる。感情を押し殺しながら唸うなるように出された声に、びくりと代理秘書の肩かたが揺ゆれた。

「たかが秘書だ。向こうは信用できない人間がいる企き業ぎようと取引はできないと言ってる。そいつがいなくなれば、うちと専属で契約を結ぶと言ってるんだ。破格の条件だぞ？　解ってるのか？」

　常務の言葉に、雨宮は鋭い視線を返す。

　恐おそる恐るというように代理秘書が「志乃さんのご意見を伺うかがってみたら如何いかがでしょう。志乃さんなら、会社としてどうすべきか的確なご判断ができるのではないでしょうか」と口にする。

「黙だまれ」

　雨宮は低くそう言った。

「ろくにスケジュール管理もできない癖くせに秘書面するな」

　厳しい言葉を受けて、張りつめた空気に耐たえかねていた代理秘書が、とうとう泣き出す。

　仕事中に泣き出した彼女を見て、常務がうんざりした顔をして「外してなさい」と言った。

　雨宮に彼女を宛てがったのを失敗だと思っているのかも知れない。少なくとも、こんな場面で泣き出さないような人間を後あと釜がまに据すえるべきだったとは思っているだろう。

　代理秘書が出て行くと、常務は「確かに当事者なんだ、そこの秘書にも意見を聞こう」と口にしたが、俺には視線すら向けなかった。

「実はその話をするためにここに来たんです」

　雨宮が弾はじかれたように俺を見る。

「なんだ、辞表を持ってるならさっさと出せ」

「辞表ならあなたにではなく、社長に出します。私の雇こ用よう主ぬしはあなたではありませんから」

「なら、何を話したいんだ？」

「ランディは雨之だけではなく、ソライとも提携するつもりです」

　その言葉に常務の傍らにいた部長が「え」と間ま抜ぬけな声を上げる。

「もともとアメリカは水素式よりも電気式のほうが普ふ及きゆうしています。今後、低公害車として大々的にアメリカでプッシュされるのは電気式です。ランディはそれを知っているから、電気自動車でアメリカのシェアを狙ねらうソライと提携するつもりです」

「どうしてお前がそれを知ってる？」

　常務の質問には答えずに「提携に際してランディの無む茶ちやな要求を吞のむことはありません。彼は正当な見返りをくれはしないでしょう」と口にした。

「今回ランディが雨之に提携を持ちかけたのはソライの入れ知ぢ恵えのせいです。提携の条件でランディは〝約やつ款かんは当社に決定権がある〟と言いませんでしたか？」

「ああ」

　常務が肯うなずく。ランディのよく使う手だ。同じ方法で旅行会社が潰つぶされたのを見た事がある。

「ランディはその約款で水素式自動車の保障条件を低く設定するつもりです。他ほかに対応できる保険会社がアメリカ国内にないなら、水素式自動車を購入する際にはその低い保障条件を吞まなければならない。そうなると、当然利用者は水素式自動車の購入を考えるようになる」

「我々だって馬鹿じゃない。約款の内容ぐらい事前に確かく認にんする」

　眉まゆを持ち上げ、睨み付ける常務に「あなた方は保険に関しては素人しろうとだ」と口にした。

「ジョージ・ランディは醜しゆう聞ぶんに塗まみれた汚きたない男ですが、その世界で王と呼ばれています。抜ぬけ道も、卑ひ怯きような方法も知り抜いている。良いように貪むさぼられるのがオチですよ。ソライと組んで雨之を出し抜こうとしてる」

「でも、どうやって出し抜くんです？　ランディは当社と専属を結ぶと言ってるんですよ。まさか契けい約やく書しよに細工がしてあるとでも？」

　部長が俺の意見の穴を指し摘てきするように、そう口にした後で顔色を窺うかがうように雨宮を見た。

「彼が専属を結ぶのはあくまで水素式に限ります。電気式でソライと専属を結ぶのは契約違い反はんではない。ソライは現時点ではアメリカで水素式を普及させるつもりはないようですね。まずはユーザーにとって抵てい抗こう感の少ない電気式でシェアを独どく占せんするつもりです」

　俺の言葉に常務は「信じろっていうのか？」と口にする。

「そもそも、ランディが我々と敵対する意味が解らない。うちの車のシェアが増えれば、保険会社も儲もうかる。ウィンウィンの関係だ」

「我々に不利な条件で契約することで、ソライから何か見返りがあるかもしれませんね」

　裏は取れていないが、高田から大凡おおよその状じよう況きようは聞いている。それに雨之やエイチホールディングスを潰せば、俺に対する嫌がらせができる。

「お前はランディに恨うらみがある。そして俺にもだ。だからお前がこの取引を妨ぼう害がいしたくて、根こん拠きよのない妄もう想そうを口にしていないという証しよう拠こは？」

「証拠が必要ですか？」

「必要だな」

　ポケットの中のＩＣレコーダーに手を伸のばす。高田とランディの件で話したときの会話は録音してある。常務に裏付けがないと言われたらそれまでだが、現時点での証拠はこれしかなかった。

「必要ない」

　不意にそれまでずっと黙っていた雨宮がはっきりとした声で口にする。

「俺は吉章の言葉を信じる。だから、うちの自動車でランディと提携はしない。どうしてもしたいなら、雨之の自動車とランディで提携すればいい」

「いい加減にしろ、穂高」

　ぐしゃぐしゃと常務が自分の頭を搔かいた。

「今の話を信じて、大がかりな提携話を台無しにするつもりなのか？」

「ああ。話は終わりだ。あの使えない秘書を連れて帰ってくれ」

　雨宮は今まで常務に向けた事がないような強い視線で、そう言い切る。

　意見を変えるつもりはない、という意思が伝わってくるような目つきだった。

「穂高」

「吉章は俺の有能な秘書だ。俺は吉章を信じる。証拠がなくても、吉章が確信してるならそれが事実だ」

　じわりと何故か指先が熱くなった。

　雨宮は俺の味方だ。レイはそう言った。

　それを半分信じながらも、心のどこかで疑っていたのかもしれない。秘書として認められる事が、信用してもらえるという事が、こんなに自分を強くするのだと初めて知った。

　仕事で信しん頼らいされているという事が、勇気と自信に繫つながる。

　雨宮の強い口調に、常務は長い溜ため息いきを吐はきだす。

「じゃあどうするっていうんだ？　今さらランディの会社から別の保険会社に乗り換かえるのか？　皆みんなランディを怖こわがって提携の話なんて吞まないぞ。かといって従来通り水素式の自動車をカバーしてるマルチタイプの保険じゃ、保障条件は低いままだ。それじゃ何も変わらない」

　電気自動車にシェアを奪うばわれたままだぞ、と脅おどすように常務は言った。

「お前の研究が進んでれば別だが」

　常務の視線に雨宮は首を振ふる。

「研究は中断した」

「あれもしたくない、これもしたくないじゃ済まないぞ。俺は、お前の作ったものを売ってやりたいんだ。世間に認めさせたい。なのに、どうしてそれが解らない」

「良いものは売れる。黙ってても、そのうちみんなが気付く。それにアメリカでシェアが広げられないなら、ほかの国で売ればいい」

　楽観的な事を口にした雨宮に、常務がお前のせいだぞというように俺を睨にらむ。

　ヨーロッパはほとんど電気自動車が普及している。価格が安ければ水素式の入る余地があるが、雨宮が開発したあのエンジンを使えないなら、大おお幅はばなコストダウンは不可能だ。

　かといって、中東やアジアでは一部地域を除いてはエコロジーよりも、価格面が重視されている。雨宮の言うほかの国がどこを指すのかは知らないが、現実問題アメリカの市場に食い込めなければ、水素式は次世代車のレースから外れる事になるだろう。

「アメリカのマーケットを逃のがす必要はありません。他の保険会社と提てい携けいすべきです」

　常務が首を振って「誰だれがランディに睨まれてまで発展途と上じようの水素式自動車の専用保険を作ってくれるっていうんだ？　お前が探してくるのか？」と口にする。

「ええ。私で良ければお役に立てます」

　そう口にすると、常務は意外そうに眼めを細める。

「中ちゆう堅けんですが、シンセルティなら恐らく自動車保険に興味を持って頂けると思いますので、もし常務さえよろしければ先方に打だ診しんしてみますが」

　シンセルティは業界では大手ではないが、堅けん実じつな保険会社だ。一度トップに会った事がある。彼はランディを嫌きらっていたので、一いつ緒しよにいた俺まで侮ぶ蔑べつするような眼まな差ざしを向けられた。

「ランディのオファーを断ってそこと組んでも、妨害に遭うんじゃないのか。議員と太いパイプをいくつも持っている男だ。権力を振りかざして、うちを追い込もうとするかもしれない」

「なら、今のうちにその権力を剝はぎ取りましょう」

　その言葉に常務は訝いぶかしむような顔をした。俺は微笑ほほえみながらその目を見返す。

　たかが秘書。秘書兼けん愛人。そんな風に呼ばれるのは慣れている。

　好きに呼べばいい。けれどランディが雨宮の会社に手を出すのは許せなかった。俺を潰そうとするのは良い。だがそれに雨宮や会社まで巻き込もうとするやり口は気に入らない。

「お前にそれだけの力があるって言うのか？」

　常務の言葉に、少しだけ考えて肯く。雨宮は証拠がなくても俺を信頼した。俺はその信頼に応こたえたい。

「私は彼の秘書でしたから」










　ガチャリと音がして、ドアが閉じられる。

　雨宮常務が出て行くのを待ってから、雨宮は「ランディとソライのことは高田から聞いたのか？」と言った。

「何と引き換えに、高田はそれを吐いたんだ？」

「……それをあなたに話す義務はありません」

　雨宮は苦く笑しようして、話題を変えた。

「喧けん嘩かを売るなんて、吉章らしくないな。どうしたんだ？」

「腹が立ったので」

「それが理由か？」

「ええ」

　雨宮がはは、と声を出して笑う。初対面の時空港で聞いた笑い声と同じ、屈くつ託たくないそれにこちらもつられて口元に笑えみが浮うかんだ。

「怒おこらせると怖いな」

　そう言って雨宮は珈琲コーヒーの入ったカップに口を付けると、既すでに冷めているそれを飲み干した。

　雨宮の前に懐ふところから取り出した辞表を差し出す。

「吉章」

　予想していたのか、雨宮は驚おどろいた素そ振ぶりは見せなかった。ただ俺の出した辞表をじっと見下ろしている。

「来月末まで、私はあなたの秘書でいます。その間に後任を探して、シンセルティとの取引をある程度取りまとめたら、辞やめさせてください」

　雨宮は何かを言いかけてから、口を閉じる。

「分かった」

　それを聞いてほっとした。同時に、胸の中に穴が空いたような気がする。

　形だけでも引き留めて欲しかったなんて、辞職を願っておいて勝手な話だと自じ嘲ちようした。

　引き留められても、辞表を取り下げるつもりなんてなかったくせに。

「後任は俺が探す。いくら有能でも、俺が気に入らなきゃ仕方がない。一ヵ月で見つからなきゃ、前みたいにやるから気にしなくていい」

　俺が来る前は現在の第二秘書である総務の女子社員がスケジュール管理をしていた。

　彼女が行うのは管理とお茶出しだけで、雨宮と行動を共にしたり、アポイントメントを取るような事はない。それ以外は雨宮自身が行っていたらしい。レイは以前に「吉章が来る前は毎日朝八時から夜中の二時まで仕事してたから、三時間くらいしか寝ねてなかった」と話していた。

　そんな生活に戻もどってしまうのではと不安に思ったが、確かに雨宮が気に入らなければいくら俺が御お膳ぜん立だてしても無む駄だだろう。

「承知しました」

「吉章」

　不意に呼ばれる。振り返ると「社長室に珈琲を持ってきてくれ」と雨宮に頼たのまれた。

「はい」

　頷うなずいて会議室を出る。トイレに向かった。

　洗面台の正面は開かない窓になっている。外からはただのガラスだが、内側からは外がよく見えた。

　その前で顔を洗う。冷たい水が乾かわいた皮ひ膚ふに染しみる。

　濡ぬれた手で垂れた前まえ髪がみを搔き上げた。胸が締しめ付けられる。苦しい。

　常々洗面台の前に鏡がない事を不満に思っていた。これでは身み嗜だしなみを整えられない。

　しかし、今日は初めてその事に感謝する。

　自分の頰ほおを伝うものが何なのか、確かめなくても済む。窓の向こうを見ながら、目を閉じる。後から後から瞼まぶたの向こうから染み出してくる熱い涙なみだを感じた。

　悲しくも嬉うれしくもない。ましてや悔くやしいわけでも安あん堵どしたわけでもない。何故なぜ自分が泣くのか解らなかった。

　溜ため息を吐ついて不可解な涙を拭ぬぐう。

　どうやら、もう一度顔を洗い直す必要があるようだ。










　ジジ、と火薬が弾はじける音がした。

　高田の飲むカクテルには小さな花火が付いている。トロピカルハッピーカクテルなんて、女性しか頼みそうにないものを頼むせいだ。

　まるでお預けを食わされている犬みたいに、高田はカクテルの花火が終わるのを待っている。

　そんな物は灰皿にでも捨ててしまえばいいのに、意外なところで律りち儀ぎだ。

　俺は冷たいヘミングウェイ・ダイキリに口を付ける。

「それで再就職先は決まったのか？」

　高田はカクテルに口を付けるのを諦あきらめて煙草たばこに火を点つける。

　黙だまって立っていればそこそこ良い男だが、小心者だというのがここ数日でよく解った。

「何故知ってる？」

　うんざりしながらそう訊たずね返す。

　俺が雨宮の秘書を辞めると知っているのは、うちの人間でも限られた社員だけだ。雨之の人間では雨宮常務とその周辺の数人しか知らないはずだ。

　以前雨宮がソライの企き業ぎようスパイは有名だ、と言っていたのを思い出す。一度本格的にスパイの洗い出しをする必要がありそうだ。恐おそらく俺はその頃ころ居ないだろうから、総務の部長にでも提言しておく必要がある。雨宮に伝えるだけでは「盗ぬすみたい奴やつには好きに盗ませとけばいい」なんて反応が返ってきそうだ。

　高田は吸いさしの煙草を灰皿に置いて、ナッツの皿に手を伸のばす。

「企業秘密だ」

　他社の企業秘密を盗んでいる奴が、よく言える台詞せりふだ。

「それより、本当なんだろうな」

　高田の質問に俺は頷いて、先ほどより詳くわしく事情を説明する。

「ランディの保険会社は一ヵ月後に訴うつたえられる。過去の保険料未み払はらいの件での裁判だ。担当するのはまだ新米の弁護士だが、鉄のマグノリアと呼ばれる敏びん腕わん弁護士の愛まな弟で子しだ。彼女がバックに付いている以上、負けることはない」

「未払いの裁判で今まであそこは敗はい訴そしたことはないだろう？」

　流石さすがによく調べているな、と感心する。

「優ゆう秀しゆうな弁護士とばらまける金、それに武力の三つがランディには揃そろっていたからな。マフィアの存在をちらつかせて金を握にぎらせれば、証人は法ほう廷ていで何もしゃべらない。それどころか、原告を非難しさえする」

　今までの裁判ではその手口を使っていた。裁判に至る前に潰つぶされた訴えは数え切れない。

「じゃあ、今回も同じじゃないのか？」

　その言葉に首を振ふる。

「金も武力も効かない上に、内部事情に詳しい人間が証言台に立つ。だから今度の裁判は原告の勝しよう訴そだ。そうなったら、保険会社は倒とう産さんを免まぬがれない」

　高田は「へぇ」と言った。それ以上言葉が続かないようだった。アメリカ最大の保険会社が潰れる。そんな事を急に聞かされても、確かに言葉に詰つまる。

「その証人はあんたか」

「秘密だ」

「なるほどな。今の話を上層部に信じさせるのに骨が折れそうだ」

「いくらライバル企業の人間でも取引で噓うそはつかない。これで貸し借りはなしだ」

　先日ランディの情報を教えてもらった見返りだ。情報の礼は情報でする。秘書時代にランディに教えられた鉄則だ。

「……早めに教えてもらって助かったよ。とりあえず、ランディとの取引は考え直さなきゃな。まだ締てい結けつしていなくて良かったよ」

　高田は溜め息を吐く。

「綺き麗れいな顔しておっかないな」

　どこか呆あきれた口調に「約束を守ったのにその言い方はないだろう？」と反論する。

「確かに俺が与あたえた情報に見合う質の情報は貰った。取引はこれで終わりだ。もう二度と同じネタで俺を脅きよう迫はくするな」

　火の消えた花火を抜ぬいて、高田はカクテルに口を付ける。

『彼は自分から来たんですよ。俺に抱だかれに』

　ごほっ、と高田が咳せき込む。

　俺がＩＣレコーダーのスイッチをオフにすると、恐ろしいものを見るような眼めで俺を見た。

「二度と脅迫するなって言ったはずだ」

　口元を拭いながら、唸うなるような声で抗こう議ぎする。

「脅迫じゃない」

　肩かたを竦すくめると睨にらまれた。その男の手にＩＣレコーダーのチップを握らせる。不必要な音声は全すべてカットしてある。ここから雨宮や俺の声を復元する事は不可能だ。

　脅おどしに使えるとは思っていなかったが、高田は思った以上に小心だったので、この程度の台詞で簡単に俺の求めに応じてランディとの裏取引を暴ばく露ろした。

「最初から抱かれるつもりなんてなかっただろう？」

　恨うらめしそうに高田が俺を見る。彼が既き婚こん者で子供もいると知ったのはつい先日だ。保身と家庭が大事なら、ライバル会社の同性社員に手を出すべきじゃない。

「さぁな」

「これを元に俺を脅す気だったんだ」

　恍とぼけながらカクテルに口を付ける。強いアルコールが舌を刺さす。

　飲めない酒を飲むものじゃないな、と思いながらやはり一口で止めた。フローズンタイプならアイスのような感覚で飲めるかと思ったが、もうこれが限界だ。

　高田の前で見み栄えを張って酒を頼むべきじゃなかった。早々に退散した方が良さそうだ。

「もし機会があれば、次も良い取引ができるように期待してるよ」

「二度と脅しはなしだ」

　念を押すように高田が言った。それからカウンターから離はなれようとする俺の手を摑つかんで引き留める。

「もし、次の仕事先が決まってないなら……」

「止やめておく」

「……そうか。残念だ」

　名残なごり惜おしそうに高田の指が離れる。引き際ぎわは心得ているのだろう。

　男に背を向けてバーラウンジを出る。エレベータに乗り、ホテルの一階まで下りた。

　タクシー待ちの列に並ぼうとすると、背後からクラクションを鳴らされる。

　振り返ると、黄色いオープンカーが近づいてきた。

「レイ」

　驚おどろいて声を掛ける。

「乗ってけよ」

　言われるがまま、助手席に乗り込む。車は緩ゆるやかに走り出した。

「辞めるって本当なのか？」

「ああ」

「穂高の子供っぽさに愛あい想そが尽つきたとか？」

「そういうわけじゃない。俺の問題だ」

「どういう意味？」

「お前は知らなくていい」

　レイは溜め息を吐く。金色の綺麗な髪かみが風に揺ゆれる。

「穂高を好きになったのか？」

「レイ」

　名前を呼ぶ声に非難が交ざる。

「好きになったならいいだろ。秘書でいろよ。好きなくせにやめるって、どういうことだ？　複雑すぎて解らねぇよ」

　核かく心しんを突つかれて動どう揺ようする。人の心の機き微びに敏びん感かんすぎるのも問題だと、レイといると常々思う。

「……社長には、婚こん約やく者がいるだろうが」

　レイ相手に否定しても無む駄だだと思って、そう口にする。

　ポーカーフェイスには自信があるのに、いつも見み抜ぬかれてしまうのが不思議でならない。

　車は高速に乗る。オープンカーが高速に向かないと、初めて知った。しゃべっているとやたらと目も喉のども乾かわく。三年後の新作はオープンカーが良いと雨宮は言っていたが、辞める前に一応考え直すようにと言うべきかもしれない。

「それは確かにそうだけど、穂高が好きなのは吉章だろ。知ってたか？　穂高はスイス人が悲鳴を上げて逃にげ出したくなるぐらい精せい巧こうな体内時計を持ってるんだぜ？」

「それがなんだ？」

「毎朝決まった時間に目が覚める男が、わざわざ吉章に起こされたくてベッドで寝ねたふりをしてるって事だよ。馬ば鹿かだけど健けな気げな奴だと思うだろ？」

　そういえば以前目覚まし時計の話をしたときに、レイが「穂高には必要ない」と言っていた。

　それが本当なら、確かに馬鹿だ。けれど教えられた事実に胸が騒さわぐ。馬鹿にする一方で、嬉うれしいと思ってる自分がいる。しかし雨宮には婚約者がいた。その事実は変わらない。

「……俺に男の愛人になれっていうのか？　冗じよう談だんじゃない」

　吐き捨てるように口にする。名実ともに愛人秘書だ。

　そんな屈くつ辱じよく的な関係を続けていけるほど、俺は無神経には生きられない。

「俺の母親と、同じ末路は辿たどりたくない」

　母親は愛人だった。同じ職場の人間と不ふ倫りんして出産した。それが俺だ。

　母親を嫌きらってるわけじゃない。彼女は死ぬまで俺を父親のいない子供にしてしまった事を詫わびていた。不倫の上に認にん知ちもしてもらえない子供を出産した事を、母親の両親は最後まで許しはしなかった。母の葬そう式しきはとても寂さびしいものだった。

　結局、俺は父親の名前すら知らない。知りたいとも思わない。

「愛人にされるぐらいなら、死んだほうがましだ」

　レイは「その選せん択たくを後こう悔かいしないと言い切れるのか？」と呟つぶやく。

「するとしても、俺はこの選択を変えない」

　レイは「そうかよ」と言って俺の家まで送ってくれた。

「送ってくれて助かった。でも二度と尾び行こうはするな」

　タイミング良くホテルの前を通りかかるわけがない。

　レイは肩を竦めて「最近調子が悪そうだから気になったんだ」と言い訳を口にする。

「それでも、二度とするな」

「悪かったよ」

　走り去るレイを見送ってから、自分のマンションに入る。

　独りで住むには充じゆう分ぶんな広さの部屋には、不自由だと感じない程度にしか家具は置いていない。

　この部屋も来月には引き払はらう。引っ越こしは簡単に終わるだろう。

　ふと、家具に興味がないのはいつでもすぐに出て行けるからなのだろうかと、自問自答した。

　希き薄はくな自分の存在が象しよう徴ちようされるような部屋を見て、雨宮の散らかった実験室を思い出す。対照的な空間だ。フローリングの床ゆかがコンクリート剝むき出しの実験室より寒々しく見える。

「なんのために日本に帰ってきたんだろうな」

　結局この国で俺が手に入れたものなんて、泣きたいほど切ない胸の痛みだけだった。










　ピッと音がして、磁気が無効になった社員証が雨宮から返された。

　出勤最後の日、最近は何も言わずとも毎日スーツを着ている雨宮は俺に花束を渡わたした。

「お疲つかれ様」

　優やさしく微笑ほほえんで、握あく手しゆする。社長らしい振ふる舞まいだった。

　フロアの社員も拍はく手しゆで見送ってくれた。レイは最後まで俺が辞めることに対して不満そうだったが、何も言わなかった。

　シンセルティの件は上手うまくまとまった。

　約やつ款かんについては雨宮常務が中心になって上手く進めるだろうし、こちらが神経質にならなくてもシンセルティは悪い条件を提示しないはずだ。それを見み越こしてあの会社を選んだのだから。

「いなくなるなんて寂しいです」

「志乃さんがいないと潤うるおいがなくなります」

　そんな風に言う総務の女性社員の中で、第二秘書としての役割を担になっている女性が「いなくなると仕事が大変になります」と沈しずんだ表情で口にする。

　彼女は第一秘書を辞退している。まだ子供が幼くて、手が掛かかるのが理由らしい。

「悪いな」

　結局雨宮はまだ俺の後任を決めてない。

　その件を一週間前に指し摘てきしたら「忙いそがしそうだから、落ち着いたら改めて打だ診しんする」と言った。

　もうすでにオファーはしているようだ。

　第二秘書を気の毒に思うが、後任を見ないで済む事にほっとした。冷静な自分を保っていられる自信がない。

　花束は片手で持つのが困難な程ほどに大きかった。鮮あざやかな花々は水色のオーガンジーのリボンで束ねられている。俺が持つには華はなやか過ぎた。

　雨宮の方が似合う。

「今日は俺が家まで送る」

　各フロアの役職者に挨あい拶さつを済ませ、会社を出るときになって雨宮が言い出す。

　会社の前で待っていたレイはそれを聞いて運転席を降りると、俺を抱だき締めた。

　友達に対してするように、一度力強く抱き締めてから肩かたを叩たたく。抱き寄せられて、服の下に付いたしっかりとした筋肉を感じた。

「戻もどって来いよ。待ってるから」

　耳元で囁ささやかれる。思わずレイの背中に回した腕うでに力がこもった。

　何もかも見通してそう口にする男に、肯うなずく事も首を振る事もできずに黙だまり込む。

　その腕が離はなれると、勇気づけるように微笑まれた。それからレイは助手席のドアを恭うやうやしく開ける。俺が乗り込んだ後に、雨宮も車に乗った。

「お願いします」

　車は雨宮が開発したブラキオだ。白い車には特とく徴ちよう的なウィングが付いて、シートは黒い革かわ張ばりになっている。いかにも高級車という仕様で、三十代後半以降の男性に人気が高い。

　雨宮の視界が遮さえぎられても困るので、花束は後部に置く。車内にはすぐに花の匂においが充じゆう満まんした。

　普ふ段だんなら高速に乗るが、雨宮はそうしなかった。車はいつもとは違ちがう方向に走る。

　解っていたが、指摘はしなかった。このドライブが終わるのが惜おしいと思ったからだ。

　雨宮も同じ気持ちなのかもしれない。だけど何を話して良いのか解わからなかった。

　言いたい事はたくさんある。聞きたくない事も同じ数だけある。一度口を開けば分別なく全すべてをぶちまけてしまいそうで、それが嫌いやで口を噤つぐむ。

　普段はよくしゃべる雨宮も何も言わなかった。重苦しい沈ちん黙もくが一時間近く続いた頃ころ、雨宮が不意に口を開いた。

「そういえば、もうすぐ爺じいさんの還かん暦れき祝いなんだけど」

　思いがけない話題だったが、ほっとした。

「爺さんという呼び方は止めてください。前から言おうと思っていましたが、爺さんがたくさん居すぎて誰だれを指すのか解りません」

「顧こ問もんの爺さん」

「顧問の爺さんも多すぎます」

「紫むらさきの薔薇ばらの人だ」

「ああ、雨宮顧問ですか」

　事業戦略会議幹事会に紫のスーツ姿で胸に赤いバラを挿さして来たことから、雨之では〝紫の薔薇の人〟と呼ばれているらしい。

「何を贈おくればいい？」

「旅行券が良いでしょうね。愛人の方々とよく温泉旅行に行かれるようですから」

「じゃあ、そうする」

　雨宮はそう言うと、再び黙り込む。

　車が家に近づく。最後に話すのが滅めつ多たに話題に上らない雨宮顧問の話だなんて、少し可笑おかしい。だけどこれで良いのかもしれない。呆あつ気けない終わりのほうが、むしろ後あと腐くされがない。

　車がマンションの前に停とまる。

「ありがとうございました」

　そう言って後部座席の花束を手に取った。

「吉章」

　不意に名前を呼ばれて、近づいた雨宮に唇くちびるを塞ふさがれる。

「社長」

「もう社長じゃない」

「止めてください」

　そう口にすると、雨宮は俺を無言で抱き締めた。

　胸の間で花束がぐしゃりと音を立てて潰つぶれる。強い花の匂いがした。

「婚こん約やく者の事を黙っていたのは俺が悪かった」

「あなたは悪くない。私には、関係ないことですから」

　今いま更さら婚約者の話なんて聞きたくなかった。あの日から充分時間はあったはずだ。一度も弁解をしなかったくせに、最後の日に限ってその存在を思い出させて欲しくない。

「……言い訳もさせてくれないのか？」

「言い訳？　彼女があなたの婚約者であることは事実でしょう？」

「断るつもりだった。親おや父じにはもう相談してある。相手の家には、まだ伝えてないけど……これから正式に断る予定だった」

　不倫をしていた母親が時折、夢見るように言っていた。

『来年は奥さんと別れるって言ってくれたの。一番下の子供が小学校を卒業したら別れるって約束してくれたから、もうすぐお父さんができるわよ』

　そんな言葉に母親は何年も何年も騙だまされた。子供の俺にだって、それが口先だけの約束だと解っていたのに。母親は捨てられるまでその噓うそに気付かなかった。

　どうして母親が不仲の両親を頼たよってアメリカに行ったのか、ずっと理解できなかった。今になってようやく彼女の気持ちが解る。

　期待したくなかったんだ。日本に居たら、待ってしまう。会いに行ってしまう。だから、それが叶かなわない距きよ離りに行きたかった。待てない理由を、会えない理由を目に見える形で作りたかったのだ。俺は彼女の轍てつを踏ふんでいる。この想おもいから逃のがれるために距離を作ろうとしている。

「都合のいい台詞せりふですね。仮にそれが事実だったとしても、俺には関係ない」

　本当は雨宮の言葉を信じたかった。信じても良いと思ったが、考えれば考える程それは良策だと思えない。

　雨宮には未来がある。嘱しよく望ぼうされた、夢のような人生がある。その人生に、俺は要いらない。彼の横にいるのは可愛かわいらしい女性であるべきだ。その点で、常務と俺の意見は一いつ致ちするだろう。

　───好きなんだ。馬ば鹿かみたいに想ってる。この気持ちをくれただけで充じゆう分ぶんだ。

　だから雨宮のためなら、俺は喜んで自分の気持ちぐらい押し込められる。

　気付くのが遅おそすぎて告げる機会を失ってしまったが、それで良かったんだろう。

「私が辞やめる理由が解らないんですか？　今回も前回と同様ですよ。上司が、性的な関係を強要する事に我が慢まんができないから辞めるんです」

　雨宮は俺の台詞に傷ついたように瞳ひとみを曇くもらせる。

　傷つけた。その事に、俺まで傷つく。二人で黙り込むと、沈黙が重くのし掛かった。

　身じろぎすると、がさりと花束を包むセロファンが音を立てる。車から降りたいのに、雨宮を押しのけられなかった。口ではなんとでも言えたが、指先は凍こおったように動かない。

「キスさせてくれないか？」

　不意に、祈いのるように雨宮がそう言った。

「お願いだから、吉章」

　唇が触ふれた。

　好きにさせてはいけないと、頭の奥で警けい鐘しようが鳴る。これ以上雨宮に許せば、忘れられなくなる。触れた舌に応こたえそうになる。背中に腕を伸のばして、縋すがりたくなる。

　それをしたら、もう戻れなくなってしまう。

　婚約者のいる男にそんな真似まねはできない。その程度のモラルや自制心は持ち合わせている。

「もう、満足しましたか？」

　唇が離れたときにそう聞いた。声は震ふるえなかった。けれど心臓は鼠ねずみのように速く脈打っている。

「満足なんか、きっと一生できない」

　唇を拭ぬぐう指にもキスされる。

「吉章が好きだ。だからもう一度だけ、恋こい人びとみたいなキスをさせて欲しい」

　瞳を覗のぞき込まれて乞こわれる。

　あと一度、冷静を保てるだろうか。不安でも拒きよ絶ぜつできなかった。

　雨宮は先程の強ごう引いんなキスが噓のように、恐おそる恐る唇に触れる。ゆっくりと合わせて唇を開く。

「ぁ」

　舌が入り込む。確かめるように俺の歯を舐なめていく。

　何度も舌を絡からめとられる。逃にげる度たびに追いかけられ、気づけば自分から追いかけていた。

「吉章」

　雨宮の声が耳をくすぐる。

　舌がしびれるほど長い間キスをしていた。きっと忘れられなくなる。後こう悔かいするかもしれない。

　唇が離れそうになる瞬しゆん間かん、雨宮の首に手を回した。

「穂高」

　名前を呼んで、初めて自分からその唇にキスをする。

　雨宮が笑った。

　触れ合うのはとても簡単で、ついその心地ここちよさに何もかも忘れて流されたくなる。

　けれど、できなかった。恥はずかしそうに微笑ほほえんでいた婚約者の事を思い出せば、自分の馬鹿な行動に歯止めが掛かかる。

「俺は吉章のことが、好きだ」

　雨宮は俺の返事を求めるように、瞳を合わせた。けれど俺は何も言わなかった。

　最後にしたキスはとても心地よくて、だけど何故なぜだか泣きたくなった。
















　ヴァイオリンが奏かなでるジングルベルが聞こえる。

　ハリスツイードのコートでも防ぎきれない冷たさが伝わる石のベンチに腰こしを下ろしたまま、視線を巡めぐらせる。裁判所の前の公園で寒そうな格好をした若い男性二人が白い息を吐はき出しながら、開いたヴァイオリンケースの前で弦げんを調節していた。

　親に渡わたされた硬こう貨かを持って、子供が男たちに近づく。子供がケースにそれを入れると「リクエストは何にします？」と男のうちの一人が問い掛ける。

「サンタクロースの歌！」

　無む邪じや気きにそう答えた子供のリクエストに、男たちは微笑んで演奏を始めた。軽快な音楽を聴いていると、不意に二年前のクリスマスが蘇よみがえる。またニューヨークに戻もどるなんて、あのときは考えもしなかった。

『きっと幸福があなたに訪おとずれる』

　空港の前にいた男の台詞を今でもよく覚えている。

　幸福とは何を指すのだろうか。自分が幸福かどうかすら、今はよく分からない。無職で、恋人も居ない。それほど若くもない。裁判が終われば、やりたい事もない。

　もしかしてあの男の指す幸福とは「雨宮穂高」との出会いだったのだろうか。

　それなら、きっと一生分の幸福をそこで使い切ってしまった。

　俺は一度も過あやまちを犯おかした事がないと思っていた。後悔もしない。判断は誤らない。

　今なら分かる。俺の過ちは、雨宮を好きになった事だ。最初で最後の過ちだ。

　スーツを着せるためのキスを、香港のホテルで抱だかれた事を、夏の工場で拒絶しなかった事を未いまだに後悔している。あんな事をしなければ良かった。そうすれば、こうして雨宮の事を考えて惨みじめな気持ちになる事はなかった。

「会いに行けばきっと拒絶はされないだろうな」

　けれど最後に会ったのは一年以上前だ。好きだと告げられた言葉に何も返さずに逃げるようにアメリカに来た。何もかも忘れたかったが、雨宮の話は嫌いやでも耳に入ってきた。

　雨宮はフィンエンジンとは構造の異なるエンジンの開発に成功した。ニュースでも雑誌でも、若き天才の話題は何度も取り上げられた。

　それに忘れたいと思いながら、一日だって思い出さない日はない。

「メリークリスマス！」

　曲が終わり、両親と手を繫つないで子供が公園を出て行く。その子供に、男達が手を振ふった。

　そんな光景をぼんやりと見ていたら、判決が言い渡される時間になる。

　手に持ったまま、すっかり冷めた珈琲コーヒーを入り口近くのゴミ箱に捨て、裁判所に入った。

　最後まで示談に応じなかったランディは、法ほう廷ていに入ると憎にく々にくしげに俺を睨にらみ付ける。その視線を受け流し、傍聴席の一番後ろの列に座る。

　傍かたわらで時計を見ていたマリー・ジャスティティアに「雪は降っていた？」と訊たずねられる。

「いいえ」

「そう。降らないといいわね。タクシーが捕つかまりにくくなるわ」

「呼んでおきましょうか？」

「結構よ。私の秘書の仕事を取らないであげて」

　冗じよう談だんめかしてマリーはそう言ってから、水を飲んでいる裁判長に視線を向ける。

　勝利を確信しているのか、その視線に緊きん張ちよう感かんはなかった。彼女の愛まな弟で子しは初めての裁判とは思えないほど上手うまく立ち回っていた。さすがは未来の「鉄のマグノリア」だ。

　陪ばい審しん員いん長の評決を受けて裁判長が厳おごそかに「判決」と口にする。

「当法廷は原告の訴うつたえを認め、ジョージ・ランディ保険会社に原告の要求通りに二億ドルの支し払はらいを命じる」

　静せい謐ひつを突つき破って、わっと歓かん声せいが上がる。原告側が立ち上がり、抱だき合って喜ぶ。

　陪審員の女性が貰もらい泣なきをする。陪審員選定の時点でランディは手を回していたが、彼の手口を知っていたので、先回りしてそれを妨ぼう害がいする事ができた。そこから彼との闘たたかいが始まったと言ってもいい。ただ公平な裁判と公判を維い持じするために、多大な労力とコネを使い、この数ヵ月は寝ねる間もなく動き回った。ボランティアでこれほど働くなんて、自分でも驚おどろきだ。

　周囲の人間はランディの下で働いていた事への贖しよく罪ざいだと思っているらしい。もしくは義勇故の行こう為いだと。まさか日本の自動車メーカーの為ためだとは想像もしていないだろう。

「今回の功労者なのにあまり嬉うれしそうじゃないのね」

　マリーの言葉に「嬉しいですよ。肩かたの荷が下りた気分です」と答える。

「あなたのおかげで私の愛弟子は初めての裁判で勝利を収めることができたわ。ありがとう」

「あなたや弁護士チーム、それに脅きよう迫はくや誘ゆう惑わくに屈くつしなかった陪審員のおかげです」

「謙けん虚きよなのね。でもそれは必ずしも美徳ではないのよ。どうせこの後の祝賀パーティにも来ないつもりなんでしょう？」

「騒さわがしい場所は苦手なんです」

「まったく、困った子ね」

　マリーは微笑み、俺の手に封ふう筒とうを握にぎらせる。

　開けてみると中に入っていたのはコンサートのチケットだった。

「あなたが出ないなら、私が出席するしかないわね。あなたは私の代わりにそのコンサートに行って来なさい。折せつ角かくとれたアインザッツのコンサートだもの。無む駄だにするのは勿もつ体たいないわ」

「ありがとうございます」

「必ず行くのよ。いいわね」

　怖こわい顔で念を押して立ち上がると、マリーは関係者と握あく手しゆをしながら今回の勝しよう訴そを喜んだ。

　明暗がはっきり分かれた法廷を、俺はそっと出て行く。

　おそらく二億ドルは支払われないだろう。今回の裁判を皮切りに、過去に支払いを拒きよ否ひされた利用者が次々と訴えを起こす。そうなれば確実に会社は倒とう産さんする。それを知っているランディは今回の二億を払はらわない。どうせ倒産するなら、払わずに逃げたほうが得策だ。

　それが解わかっているからこそ、喜びに沸わく原告の中には居られない。

　裁判所前の階段を降りながら、チケットを眺ながめた。

　開場時間はもう間もなくだ。解っていたが、ゆっくりと歩いてタクシーを拾った。

　彼だって最初は遅おくれたんだから、俺だって遅れてもいいだろう。

　会場に着いたのは開場時間の四十分後だった。階段を上ろうとすると不意に近づいてきた車が傍らに停とまる。後部座席から降りたのは、先さき程ほどマスコミにフラッシュを焚たかれていた男だった。

「パパラッチを撒まいて来たんですか？」

　俺の言葉にランディは怒いかり、顔を赤くして近づいて来た。

「後悔するぞ！」

　ランディはまるで呪のろいでも掛けるような、力のこもった指先を俺の顔に向ける。

　過去に聞いた台詞せりふだと思ったが、どこで聞いたかは思い出せない。そういえばランディは語ご彙いが豊富なタイプではなかった。

「お前は秘書として最低の事をした。どこの会社もお前みたいな人間を雇やとったりしないぞ」

「それなら別の職種を探しますよ」

　確かに秘書としてやっていくのはもう無理だ。

「どこに行けるっていうんだ？　俺が手を回さないと思ってるのか？　高校も卒業していない、ゴシップまみれのお前に、俺を怒おこらせるのを承知で誰だれが手を差し伸べる？　俺がどんな連中と付き合ってるのか、分かってるだろう？」

　裁判につきまとった脅おどしや脅迫。彼が持つ黒い繫がりに関しては、秘書だった俺が一番良く知っている。

「あの手の連中は金と権力の匂においに敏びん感かんだ。今のあなたの体からは負け犬の匂いしかしない」

　言い終わると同時に胸を突かれた。転ぶような事はなかったが、軽くふらつく。

「いい気になるなよ！　学歴も金もない、薄うす汚ぎたない日本人ＪＡＰのくせに」

　ランディに腕うでを摑つかまれた。顔を上げるとランディのボディガードが車から降りて来る。

　車に連れ込まれたらまずい。その腕を振りきろうとすると、視界に見慣れた男が映る。

　パイロットジャケットにジーンズ、足あし下もとは汚よごれたスニーカー姿だった。

　変わらないな、と思わず苦く笑しようする。相変わらずこの男は自分の立場や社会のルールや他人の思おも惑わくを無視している。だけどそこが天才の天才たる所以ゆえんなのかもしれない。

　ランディは近づいてくる雨宮を見つめ「そうか」と憎々しげに口にした。

「この男のために、お前は俺を破は滅めつさせたんだな」

「……あなたの破滅はあなた自身が招いたものですよ」

「これと寝たのか？」

　ランディはタクシーを降りて階段を上がってくる雨宮に向かって口にする。

　雨宮は「吉章に触さわるな」と冷めた調子で言った。

「あんたもこれに騙だまされてるんだろ。具合は良かったか？　こいつの穴は俺が躾しつけてやったんだ。この淫いん売ばいは男を手玉に取るのが趣しゆ味みなんだよ。俺が雇っていた頃ころだって、大勢の男がこいつの毒どく牙がに掛かった」

　雨宮は俺の傍そばに来ると、そうして当たり前だというように俺とランディの間に割って入り、エスコートするように俺の腰に自分の腕を回す。

　自分の言葉を無視し、そのまま歩き去ろうとする雨宮に呆あつ気けにとられたランディは、馬ば鹿かの一つ覚えみたいに「後こう悔かいするぞ！」と先程と同じ台詞を口にした。

　俺が口を開く前に、雨宮がランディを振り返る。

　その精せい悍かんな横顔に、目を奪うばわれた。新しん鮮せんなようで、懐なつかしい気持ちが蘇よみがえる。

「俺と吉章の前に二度と姿を見せるな。もしも今度吉章に触ふれたりしたら、お前自身が後悔する羽目になる」

　その言葉にランディは皮肉げに笑いながら首を振る。

「どうやって後悔させる？　俺の屋や敷しきにライフルを持って侵しん入にゆうするか？　それとも俺の車をお前が作ったクソ車と取り替かえるのか？」

　雨宮は挑ちよう発はつに対して、冷静だった。

「あんたの娘むすめはミルウォーキーでインテリア会社を経営してる。それに、あんたの妹の旦だん那なはシカゴで車のディーラーをしているらしいじゃないか。娘は会社が潰つぶれたら悲しむだろうな。妹だって、旦那が突とつ然ぜん解かい雇こされたらショックを受けるだろう」

　雨宮はそう言って酷こく薄はくな笑えみを口元に浮うかべる。

「お前……っ」

「俺は女を泣かせるのは好きじゃないし、卑ひ怯きような手段もできれば使いたくない。あんたが二度と俺達の前に現れなければ、彼女たちの生活を脅おびやかすつもりはない」

　去年の雨之自動車の売り上げはアメリカ国内ではトップ５に入る。その雨之自動車で売り上げの五割を占しめているのがエイチホールディングスの車だ。現在は雨之の製造ラインのほとんどが雨宮の車に使われている。

　莫ばく大だいな金を手にした雨宮が、口にした脅しを実行するのはそう難しい事じゃない。そして、もはや保険王ではないランディが、雨宮の行動を阻そ止しできるはずもない。

　ランディはそれを悟さとり、一ひと際きわ顔を悔くやしそうに歪ゆがめると、踵きびすを返して車に乗り込んだ。

「脅しなんて言うようになったんだな」

　もう秘書ではないのだから、雨宮に敬語を使う必要はない。それでも少し違い和わ感かんを感じる。

「兄貴の入れ知ぢ恵えだ。いざとなったら脅せって言われた。さっき言ったのは、兄貴が口にした中でも一番ソフトなプランだ。笑い方も兄貴のマネをしてみた」

「雨宮常務が何故なぜランディを脅す必要があるんだ？」

「俺が新しい秘書を迎むかえ入れるときの障害に成り得ると考えたんだろ？」

　雨宮はそう言って肩を竦すくめる。〝障害に成り得る〟なんて雨宮らしい言い回しじゃない。常務が使いそうな言葉だ。

「もう始まったな」

　不意に雨宮がホールの方を向いてそう言った。腰こしに回されていた手が、すっと離はなれる。

　腕時計に目を落とすと、ちょうど開演時間だ。

「本当に正確な体内時計があるんだな」

　半ば感心しながら呟つぶやくと、雨宮は「体内羅ら針しん盤ばんも付いてる」と茶ちや化かすように口にする。

「便利だな」

　素す直なおにそう言ってから、久しぶりの会話がこれなのかと自分でも可笑おかしくなった。

　雨宮も俺も、劇場の方に歩き出すでもなく、人気のない場所で見つめ合う。

　俺はもう雨宮の秘書ではないし、雨宮は俺の雇い主ではない。

　その肩かた書がきがなくなると、どんな風に振ふる舞まって良いのか解らない。

「吉章が遅ち刻こくをしたのは初めてだな。マリーに聞いたらとっくに向かってるっていうから、心配になってホールの近くを捜してたんだ。お陰かげでタイミングよく登場できた」

　雨宮が大きな口を歪めて笑う。別れたときと変わらない笑顔に安心する。

「マスコミを撒まいてきたんだ。ランディの尾び行こうは撒けなかったみたいだけどな」

　肩を竦めると、沈ちん黙もくが落ちた。雨宮が言葉を探すように髪かみを搔かき上げる。

　無意識に彼の指に指輪を探した。けれどそこに彼を束そく縛ばくする物はない。

「婚こん約やく者とは話をつけた。半年近くかかったけど、どうにか納なつ得とくしてもらえた」

　視線に気付いて雨宮が苦笑しながら言った。

「そうか」

「親が決めた結けつ婚こんだったから、うちの親と相手の親と顧こ問もんまで説得しなきゃならなくて、大変だった。一番苦労したのは兄貴の説得だったけど」

　話し方は相変わらず子供のようだ。これほど整った風ふう体ていなのに、その隔へだたりが可笑しい。

「鉄のマグノリアを使い走りにするなんて、いつからそんな大物になったんだ？」

　法ほう廷ていではオスカー物の名優になれるのに、プライベートでは意外と分かり易やすかった。もっとも、数時間後にばれる噓うそのために真しん剣けんに演技をする気はなかったのかもしれない。

「さあ、徐じよ々じよにかな。保険会社と円えん滑かつな提てい携けいができたおかげで、うちの自動車のシェアが伸のびて、その分利益も上がった」

　シンセルティは雨宮の車を売ることに貢こう献けんした。エコロジストで有名だった会長自ら雨宮の車を自腹で購こう入にゆうし、スポーツタイプでない車種を社用車に導入したことが大きな話題となって、雨宮の車はそれまで以上に注目を浴びた。

「どうせ研究費で食い潰しているんだろう？」

　耳を澄すませば経理の悲鳴が聞こえてきそうだ。金に関して無む頓とん着ちやくな経営者というのは、ある意味無能な経営者よりも悪い。新聞で知り得る限り、経営状態は良好なようだが。

「まあな。でも最近は忙いそがしくて研究に時間を割さけない。仕事が多すぎて会議の約束を忘れて、兄貴に怒られることも多い。レイにも怒られてる。優ゆう秀しゆうな秘書を口説けなかったら日本に帰ってくるなって二人に言われた」

　そう言って雨宮が俺を見た。

「だから吉章に頷うなずいてもらえないと、日本に帰れないんだ。それに辞表を見たときから、連れ戻もどす気でいた。こんなに時間がかかったのは予想外だったけどな」

「……他ほかの秘書候補に振られたのか？」

　俺が辞やめるときに当てが有るような事を言っていた。

「オファーしてるのは吉章だけだ。吉章が暇ひまになるのをずっと待ってたんだ」

「一年以上も秘書なしで業務を行っていたのか？」

　雨宮は小さく笑って「大変すぎて、死ぬかと思った」と溜ため息を吐ついた。

「吉章がいないとダメだってことがよく分かった」

「雨宮常務はきっと嫌いやがるだろ」

「兄貴は確かに吉章を嫌きらってるけど、能力は評価してる。だけど仮に兄貴が嫌がったとしても、俺はそんなのどうでも良い。俺の気持ちに兄貴は関係ない」

「上司を裁判で裏切るような秘書はお薦すすめしないな」

　上司が不正を働いていたとしても、裁判で弁護側の証人となるような秘書を、普ふ通つうは雇やとわない。秘書には暗あん黙もくの守秘義務がある。弁護士が弁護人の秘密を守るように、秘書も上司の秘密を守るべきだ。そのルールを犯おかした俺は、もう二度とこの仕事に復帰するつもりはなかった。

「それでも、俺は吉章がいい。秘書の仕事を引き受けてもらえなかったとしても、吉章自身は絶対に手に入れる」

　雨宮が俺の手を取る。ゆっくりと握にぎり込まれた手を、振り払はらえなかった。

「吉章が欲しい」

　そう言って雨宮から口づけられたとき、もう逃にげられないと本能的に悟った。

　逃げられない。逃げたくない。ずっと、こうやって捕とらえて欲しかった。二年前からずっと。










「愛してる」

　吐と息いきと共に告げられた言葉に、体が震ふるえた。

　結局コンサートには行かないまま、雨宮が泊とまっているホテルの大きなベッドの上で抱だき締められている。

　焦こがれた相手に触れられて、それだけでどうにかなってしまいそうだ。

　心も体も全すべてを暴あばくように、雨宮の手が這はう。かさついた掌てのひらが、懐かしくて心地ここちよい。確かめるように撫なでられた。踝くるぶしから足の付け根まで、腰から喉のど元もとまでを大きな手で辿たどられる。

「吉章」

　くり返し名前が呼ばれる。

　雨宮は一つ一つが丁てい寧ねいだった。シャワーを浴びて、ろくに体を拭ふかずに羽織ったバスローブは、すぐに雨宮の手で脱ぬがされた。それからつい習慣で寝ねるときも着けている時計も奪われる。

「これ、ずっと外したかったんだ」

　雨宮はそう言って手にした時計をソファの方へ放った。

「俺といるときに時間なんて気にして欲しくない。少なくともプライベートでは」

「お前は時計を外さないのに？」

　雨宮の中にある体内時計は外せない。

「外せないけど、時計が狂くるうぐらいめちゃくちゃにしてよ」

　電気も点つけず、暗い部屋の中で表情を確かめるように顔を覗のぞき込まれる。

「努力する」

　そう返すと、雨宮が小さく笑った。それから舌で時計をしていた手首を舐なめられる。舌は手と同じように体中を這った。

　足の先まで舐められる。肉にく食しよく獣じゆうを思わせる大きな口が、がぶりと踝に柔やわらかく嚙かみつく。

「っ」

　犬歯から与あたえられる僅わずかな痛みに目を細めると、うっすらと凹へこんだ歯形に雨宮が舌を這わせる。そのままそれがキスに変わり、爪つま先さきから膝ひざまで唇くちびるが押し当てられていく。

「穂高」

　居たたまれなくなって名前を呼んだのは、開いた足の間に舌を這わされたときだった。

　丁寧に陰いん囊のうを嘗なめられ、睾こう丸がんごと口の中で愛あい撫ぶされる。わざと音を立ててその場所が吸われ、泣きたくなる程ほどの快感が背中を駆かけ抜ぬけた。不意に青あお臭くさい草の匂においが蘇よみがえる。

　夏に、工場の敷しき地ち内で抱だかれた事を思い出す。あのときも、こんな愛撫を受けた。

「ん、んー……」

　首を横に振ると、穂高が掌で陰いん茎けいを包む。それから優やさしく擦こすり上げてくる。もどかしいその動きに、自然と腰が揺ゆれた。その間も根本から先せん端たんまで穂高の舌に舐められる。裏筋を殊こと更さら舌で愛撫されると堪たまらなかった。

「ひ、ん、ぁっ……ぁっ」

　零こぼれた先走りごと手で扱しごかれて、濡ぬれた音を立てる。

　恥はずかしくて頭が変になりそうだった。鈴すず口ぐちを舌で突つつかれる。内側の敏びん感かんな肉を舌が掠かすめて、背中が跳はねた。

「そ、んなとこ」

「こっちはダメ？」

　尋たずねる口調は子供っぽいのに、その声は雄おすの熱を孕はらんでいる。

　穂高の舌が会陰を辿る。人の体で一番汚よごれたその場所に舌が触ふれると、反射的に足が閉じそうになった。

「う、うー……ぁあ」

　足首を摑つかまれて、もっと大きく開かされる。舌は何度もその場所をくすぐった。

　荒あら々あらしく舐められて、動物にでもなった気分だった。時折触れる吐息にすら反応してしまう。

「嫌だ」

　舌が入り込んでくると、違い和わ感かんが拭ぬぐえずに首を振る。いくら風ふ呂ろで綺き麗れいにしたとはいえ、そんな場所を舐められるのは顔から火が出る程に恥ずかしい。

　内側に入り込んだ舌はまるで生き物みたいに動いて、熱を生み出していく。

　陰茎が震えて鈴口からその熱を吐き出そうとして、その代わりに透とう明めいな淫いん液えきを零こぼす。

「すごいな、欲しがってる」

　指がその場所に宛あてがわれると、そこは指し摘てき通りに穂高の指を欲しがった。

　もはや意思とは関係なく、奥へと誘さそう穴の動きに目元が潤うるむ。

　浅ましい体が恥ずかしくて、俺をそんな風に変えた男を恨うらむように睨にらんだ。

　しかし、熱と涙なみだに霞かすんだ瞳ひとみでは大した効果はなく、穂高は宥なだめるようにその場所に指を差し込んだ。一本目がゆっくりと入ってくる。期待していた肉にく壁へきが、うねるように包み込んで、味わうようにしゃぶる。

「指だけで結構気持ち良いな」

　いやらしく笑いながらそう言うと、その指をぐるりと回す。

「っ……ぁ、ぁああ─────」

　一番気持ちの良い場所を引っ搔かいた指先が、そこを確かめるように意地悪く何度も擦る。

「嫌、だ……もう、もう、出る」

　早いのは自分でも解わかっていたが、我が慢まんできずに羞しゆう恥ちを堪こらえて口にした。熱が集まり、膨ふくれた場所が解放を求めるように、ひくりと動いた。

　無意識にシーツを搔いて、逃のがれようとした足首を摑まれる。

「いって」

　首を横に振ふると、窘たしなめるようにまた中で指が曲げられる。与えられる快感がきつい。

　二本目の指が入り込む。質量に比例して快感が増したような錯さつ覚かくを覚えた。

「ひっ……あ、ぁ」

　甲かん高だかい自分の声が洩もれる。抑おさえられなかった。

「ほら、吉章」

　陰茎を擦り上げられ、後ろも弄いじられた。その快感から逃れられずに、促うながされるまま達した。吐き出された精液はそのまま俺の体やシーツの上に飛ぶ。

「ん、ん」

　達している間も擦られたせいで、指先に力が入らない。陰茎の先端が、吐き出し損そこなった快感の残ざん滓しを止めどなく滲にじませる。

「最後に吉章の体に触ふれたのって、一年半前の俺？」

　期待を込めて、穂高がそう口にする。

　意地を張るのも馬ば鹿からしくて、素す直なおに肯うなずいた。他人の手で達するのは一年以上経験がない。穂高にしか触れられていない体は、穂高の記き憶おくだけを色いろ濃こく残していて、時折それが夢に出た。

　昼は裁判のために奔ほん走そうし、夜は穂高の事ばかり考えた。街中でエイチホールディングスの車を見かけるのが嬉うれしかった。アイドルに熱ねつ狂きようする若い女性のように、穂高の記事が載のった雑誌や新聞は必ず買った。まるでストーカーだと思いながらも、止められなかった。

　こんな風に再び抱かれるなんて、想像もしていなかった。

「嬉しい」

　穂高はそう言うと、俺の体を壊こわれ物のように抱き締める。

　開いた足の奥に穂高の陰茎が触れた。火傷やけどしそうな程に熱いそれが、ゆっくりと先程まで指を受け入れていた場所に入り込む。体を押し開く陰茎の感覚に、怯おびえた体が逃にげそうになる。

「吉章」

　強こわ張ばった体を宥めようと、穂高が俺の腰こしや足を撫でた。その手に力を抜く。

「はっ……ぁ…」

　硬かたい性器が肉の間を犯していく。こじ開けられる感覚に痛みを感じて、思わず穂高の背中に爪つめを立てた。穂高は文句を言わなかった。

「───あ、っ」

　ゆっくりゆっくり、まるで形を覚え込ませるように穂高が入ってくる。

　幹の一番太い部分を飲み込んでしまっても、まだ苦しかった。ぴったりと穂高に吸い付いた入り口が、痛みを訴うつたえているのに、奥の方はさらに飲み込もうとざわめいている。恍こう惚こつとした充じゆう足そく感に、爪先が震えた。

「ん、んぁ……穂高」

　受け入れた場所にはひきつるような痛みがある。だけど逃れたいとは思わなかった。抱き寄せた首筋に唇を押しつけた。日向ひなたの匂いがする。心地ここちよいそれに胸が切なくなった。

　瞼まぶたの奥がじんと、熱くなったような気がする。

「もっと慣らしてあげたいけど我慢できない。俺も、余よ裕ゆうがない」

「ひっ」

　ずん、と奥まで突かれた。根元まで入れられると、大きく広げられた足の付け根が痛む。

　穂高は何度か小刻みに揺さぶってから、徐じよ々じよに大きく腰を動かした。抗あらがう事もできずに、かといって一いつ緒しよに腰を動かすほどの余裕もなく、ただただされるがままに穂高を受け入れる。

「穂高、穂高……っ」

　名前を呼ぶたびに、激しくなるような気がした。

　手首を摑まれ、それがベッドマットに押しつけられる。抱きつく事ができなくなった。

　それを物足りなく思って見上げると、穂高が熱に浮うかされたような眼めで俺を見下ろしている。

　目が合うと、時折あえぎ声を漏もらす唇を塞ふさがれた。

「も、もう……穂高」

　さっき手で達したばかりなのに、もう限界が近づく。

　腹の間のものに穂高の指が絡からみ付いた。それが剝むき出しになった亀き頭とうの先を宥めるように擦る。それだけで体の奥に溜たまった熱が弾はじけた。

「あっ……ぁ……あ」

　掠れたような声が長く尾おを引くように口から零れていく。同時に腕うでから力が抜ける。

「吉章」

　俺の名前を呼びながら、穂高が中で果てた。射精の途と中ちゆうで抜ぬいたせいで、腹に熱い精液が降りかかる。

　隙すき間まを埋うめるように穂高が俺を抱だき締めたから、敏感なままの性器が腹の間で擦すれて、じわじわと内側から肉を焼くような熱が生まれる。

「俺のこと好き？」

　不意に穂高が口にする。子供のような訊きき方だった。

　実際、その目は頼たよりなく揺ゆれている。先程まで俺を追い詰つめていたのが噓うそのようだ。

「なぁ、言えよ」

　沈ちん黙もくが耐たえきれなかったのか、穂高が言葉を続ける。

　年下なんだと、今いま更さら実感する。縋すがるような目が可愛かわいい。

「穂高」

　名前を呼ぶと、びくりと穂高の肩かたが揺れた。愛いとしいと思い、抱き締めて髪かみを撫なでた。

　離れてからずっと、最後のキスばかり何度も思い出した。

　穂高の姿をテレビや写真で見る度たびに、胸が痛んで、まるで中毒のようだった。

「俺も、好きだった」

　いっそ、忘れてしまいたいぐらいに。

「ずっと、好きだった。今も、これからも」

　その背中を抱き締めた。ゆっくりと抱き締め返される。穂高の腕はかすかに震ふるえていた。

　この男でも震えるのかと驚おどろいた。何でも持っている。世界中に認められている天才児。そんな男が、自分を選ぶのは不思議だった。

「俺のものだからな」

　俺の首筋に顔を埋め、穂高は小さな声で言った。

「もう、俺のものだ」

　震える声で祈いのるように告げられて、腕の中の男がより一層愛しく思えた。

「……どうして俺なんだ。俺には何もないのに」

　穂高とは違ちがう、空っぽの人間だ。育ちも良くはない。外見だって、俺みたいな顔の連中はそこら中にいる。天才でもなければ、女でもない。なのにどうしてこの男は俺が好きなのだろう。

「何もなくなんてない」

　力強い声で穂高が断言する。顔を上げると、視線が絡む。

「あの保険王の片かた腕うでが務まるほど優ゆう秀しゆうで、それでいてそいつを殴なぐり倒たおす気き概がいもある。馬鹿な金持ち息子むすこの手た綱づなも握にぎれるし、脅おどしにも屈くつしない強い芯しんを持ってる」

　そんな大層な人間ではないと否定しようとすると、穂高は「だけど」と続けた。

「本当は弱いのも知ってる。吉章が強くなったのは、吉章が誰だれにも頼ることができなかったからだ。辛つらいときも、一人でずっと前だけ見てきたんだろうって思ってた」

　その言葉に思わず口を噤つぐむ。急に恥はずかしくなった。今まで虚きよ勢せいを張って生きてきた事がばれて眉まゆ根ねを寄せると、穂高は甘えるように俺の髪に鼻先を埋める。

「そんな吉章が、俺の前で時々その武装を解いて無防備になったりするから、そういうところが堪たまらなくなった。もっと寄りかかって欲しくなった。吉章の表情をたくさん見たいと思った」

　穂高は小さく笑いながら「さすがに一年半も待ってるのは辛かったけど」と口にする。

「大人しく待ってなんかいなかっただろう？」

　そう口にすると、穂高が俺の髪にキスをする。

　ランディを敵に回してから俺に対する脅きよう迫はくや、誹ひ謗ぼう中傷が出回っていた。

　何度か危険な目に遭あいそうになったときに、マリーがボディガードを数人雇やとった。裁判に関かかわる人間で、危険が及およびそうな証人や弁護士やその助手に対して、四六時中ボディガードに守らせた。ボディガードの報ほう酬しゆうは桁けた外はずれだったはずだ。

　その代金は日本から出ていると、マリーは微笑ほほえみながらウィンクした。

『名前は言うなって言われてるの。あなたに早く裁判を終わらせて欲しい人からよ』

　穂高はその事について何も言わなかった。だから俺も、電話で訊くような真似まねはしなかった。

　ボディガードが付いてから、あからさまに身の危険を感じる事はなくなった。それがどれほど支えになったか、きっと目の前の男は知らないんだろう。

「助けてって、言われたらいつでも飛んでいく準備はできてたのに、いつまで経たっても言わないからこっそり助けるしかないだろ？」

　全く素直じゃない、と文句のように言われて苦く笑しようする。

「言えば来てくれるっていうなら、言えば良かった」

　本当は解ってた。けれどこの男を巻き込むのは嫌いやだった。愛してるから嫌だった。

　それに、これは俺にとってのけじめだったんだ。

「一度ぐらい素直に俺を必要としてくれれば良かったんだ」

　拗すねたような口くち振ぶりが懐なつかしくて、耳を齧かじっている男の首筋に舌を這はわせる。

　確かに、一度ぐらい素直になるのも悪くない。

「今、お前が欲しくて堪らない。もう一度抱だいて欲しくて、おかしくなりそうだ」

　穂高の髪や耳に触ふれるだけのキスを繰くり返していると、不意に力強く引き寄せられて唇くちびるを深く奪うばわれる。

「やっぱり、吉章は捻ひねくれてる方がいいかもな。……いつもそんな台詞せりふを言われたら、俺の方が持ちそうにない」

　穂高は何度かキスを繰り返した後で、唇を胸に移した。最初は唇で微かすかに触れるだけの愛あい撫ぶだったが、次いで舌で舐なめられて歯で甘く嚙かまれる。

「ふっ……ぅ、ぁ」

　胸と同時に先程まで受け入れていた場所に指が触れる。内側には入らずに、その周囲を擦るように指先で愛撫される。

「あ……んぁっ」

「逢あいたかった」

　熱のこもった囁ささやきに肯うなずく代わりに、髪を撫でる。指の間から零れる硬かたい髪の毛にキスをする。

　触れ合っている事に、感動した。そんな大げさな自分を馬ば鹿かみたいだと思い、震える心を隠かくすように穂高を抱き締める。

　痛いくらいに腕に力を込めた。こんな風に、誰かを抱き締めるのも抱き締めたいと思うのも初めてだった。小さな子供が必死で母親にしがみ付くように、穂高を腕の中に閉じ込める。

「吉章」

　心臓の真上にキスをされる。皮ひ膚ふと骨の向こうで、心臓が大きく反応した。

「吉章」

　吐と息いきが肌はだを撫でる度に、体の奥から劣れつ情じようが這い上がってくるのが分かった。

　愛情、欲よく情じよう、それから慕ぼ情じように、わけの解らない感情が溢あふれて泣きそうになる。押し込めて沈しずめたはずの想おもいが一いつ斉せいに噴ふき出してくる。

「吉章」

　名前を呼ばれる度に、腕の力が抜けていく。目を閉じると、額が合わせられる。

「不安にならなくていい。もう絶対に離はなさないから。吉章が離しても、俺がちゃんと繫つないでおくから」

　舌を絡からめるようなキスをしながら、穂高が俺の手を握った。

　不意に気付いた。俺の過あやまちは、穂高を好きになった事じゃない。彼の手を離した事だ。

　今ようやく、それが解った。

「好きだよ」

　与あたえられる言葉に目を瞑つぶり、首筋に這う唇の感かん触しよくに酔よった。体の中から、熱くなる。

　もっと深く繫がりたい。触れるだけじゃ足りない。奥まで埋うずめられたい。深く満たされたい。

「もう、欲しい……」

　再び高ぶった体を、穂高に押し付ける。お互たがいのそれが擦こすれ合うように腰こしを動かした。

　熱っぽい目で見下ろす男の唇を、舌を伸のばして舐める。

「穂高が欲しい」

　濡ぬれた唇が、歪ゆがむ。それから穂高は眉根を寄せて、何も言わずに嚙みつくようにキスを仕し掛かけてくる。

　呼吸も何もかも奪われるようなキスをしながら、穂高が体の深い場所に犀さい利りな欲よく望ぼうを埋め込んでくる。肉の隙間は一度目よりも簡単にそれを受け入れる。それでも太い部分が間あわいを広げる感覚に、拭ぬぐいきれない恐きよう怖ふと痛みを感じた。

「ん───………っ」

　ずっぽりと奥まで全すべてが入れられると、自分の目が生理的なもので潤うるんでいる事に気付く。鈍にぶる視界の中、目の前にいる穂高に視線を向ける。ぺろりと赤い舌が大きな口から覗のぞいて、乾かわいた唇を舐めた。獣けものが、舌なめずりをする仕草に、ぞくりと体の奥に熱が生まれる。

　視線に捉とらえられたまま口を開こうとした瞬しゆん間かんに、遠えん慮りよもなく、一気に奥まで突つき上げられた。

「っ」

　掲かかげられた足が、空を蹴ける。びりびりと痺しびれるように体の奥が痙けい攣れんした。

　二回目とはいえ、強い衝しよう撃げきにそのまま達してしまいそうになると、穂高の指が張りつめた陰いん茎けいの根本を縛いましめる。

「ひ、あ…はっ…ぁっ」

　絡み付く指を見下ろしながら、無意識に逃のがれようとすると、深い場所で受け入れた雄おすがより大きさを増す。限界まで拡ひろげられた場所が、さらに内側から圧あつ迫ぱくされる。その甘美な刺し激げきに大きく開いた足の中心から、先走りが零こぼれる。

「ほだ、か」

　届きそうで届かない限界を求めて、腹の奥がびくびくと戦おののくように痙攣する。

　縛めを解きたくて大きな手を剝はがそうとするが、震える指先では上手くいかず、零れた先走りを穂高の手にぐちゃぐちゃと擦こすり付けるだけになってしまう。

「あ」

　自分の手が敏びん感かんな場所に偶ぐう然ぜん触ふれる。達することもできないのに、快感が駆かけ上がって体が弓なりに反り返った。そうなると体の中にある欲望の形を、より強く意識する羽目になる。腹の方に先せん端たんがぶつかるのが分かった。出っ張ったところが内側の襞ひだを引っ搔かくのを、先さき程ほどよりも生々しく感じる。

「も、もう……」

　力の入らない爪つめ先さきで穂高の手を引っ搔いた。

「入れたばっかりだ」

　穂高は艶つやの混じる低い声で囁くと、突き上げるのを止めてゆっくりと胸の突とつ起きに唇を寄せる。

「んっ……、穂高」

　舌が尖とがりきった場所に這う。そこから与えられるむず痒がゆい刺激では達することができない。触れて欲しいのはもっと欲望に直結した、濡れた場所だ。分かっているくせに触れてはくれない男の足を、踵かかとで蹴る。繫がっているから、ろくに痛みを与えることができない。

　それどころか蹴ったときの衝撃で、また穂高に接している粘ねん膜まくが爛ただれた熱を孕はらんだ。

「誘さそうような色してる」

　蹴られたことなんて意に介かいさないように、穂高はもう片方の乳ち首くびにも触れた。

　指先でかりかりと弄いじられて、腰が揺ゆれる。以前にその場所の色が、今穂高をくわえ込んでいる場所と同じだと言われたことを不意に思い出し、体の奥が収縮する。

「っ……う」

「───あ、も、来……る」

　動いてくれない穂高の代わりに、浅ましいと思いながらも腰が揺れる。

　僅わずかな振しん動どうを零さないように拾い上げて、自ら快感を擦り込む。穂高の手の中にある陰茎がこれ以上ないくらいまで膨ふくらみ、張りつめていた。

「い、きた…い」

　胸の突起を歯で愛撫してる男に強請ねだるように体を擦り付ける。

「お願いだから……、穂高、あ、ぁ」

　不意に縛めが外れて、ぐいと腰を両手で摑つかまれた。

「いやいやしてる吉章も可愛かわいいけど、欲しがってるのもすごくいいな。止まらなくなりそうだ」

「あ───……ぁ、ああっ」

　いきなり強く突き上げられた。どん、と一番深い場所に衝撃が走る。

　ぎりぎりまで引き抜ぬかれた穂高の性器。亀き頭とうとの境目まで引き出されて、それから一気に奥まで入ってくる。

　視線を落とせば壊こわれたように愛液に濡れる陰茎の向こうで、穂高の濡れた性器が粘ねん着ちやく質しつな音を立てながら、俺の体に出入りしているのが見えた。繰り返されるピストンに、開いたままの口からは嬌きよう声せい混じりの吐息が零れる。

「ん、ぁ」

「気持ちいい？」

　鼻先を擦り合わせてきた穂高にそう尋たずねられて、がくがくと頷うなずく。

「い、い」

「ん、俺もかなりいい」

　突き上げられるたびに揺れる陰茎が、腹に擦られて限界に達する。

　唇くちびるを合わせながら、穂高の腹に白はく濁だくを叩たたき付けるように絶頂を迎むかえた。ぎゅ、と体の奥に力が入り、無意識に穂高の雄を締しめ付けてしまう。

「───……っ」

　一度では足りずに、断続的に何度も体の奥が勝手に収縮する。淫みだらな肉の動きに、戸と惑まどっていると何度か軽く突き上げられた。達したばかりの体はやけに敏感だったせいで、その刺激にまた軽い絶頂を迎えてしまう。

「ひ、ぁ」

　縋すがり付くように手を伸ばすと、想像以上の力で強く抱だき締められた。

　その直後に、唸うなるように穂高が声を嚙かみ殺して、俺の体の奥で達する。

「……あ、なか、熱い」

　びゅくびゅくと、穂高の精液が深い場所で放出される。射精した陰茎は音を立てて抜き取られる。そのことに僅かな喪そう失しつ感かんを感じていると、髪かみが搔き上げられてこめかみにキスをされた。

　穂高の肌はだを指で探さぐりながら、この想いは正確に伝わっているだろうかと考えた。痛くて苦しいほどに、好きだとちゃんと伝えきれただろうか。

　抱きしめた男の肩かたに顔を埋うずめ、その黒い髪を指の間でぐしゃぐしゃにしながら「好きだ」と何度も口にした。その言葉しか知らない。もっと経験が豊かだったら、的確な言葉が見つかったかも知れない。心に直接響ひびくような、そんな台詞せりふを考えつけたかもしれないのに、口にできるのはたった二文字の、子供でも知っているような言葉だけ。

　なのに穂高は情じよう欲よくに潤んだ目の奥に愛いとしさを湛たたえて俺を見る。

　そして拙つたない言葉を繰くり返す唇に自分のそれで触ふれながら「愛してる」と呟つぶやいた。

「どうして泣いてるんだ？」

　穂高が困ったように俺を見下ろす。

「痛かった？」

　首を振ふった。穂高の手が迷うように頰ほおに伸びる。それから熱い舌が涙なみだを舐なめ取っていく。

「繫がってるのが嬉うれしい」

　口元が勝手に歪む。不格好な笑えみは、唇が震ふるえてすぐに崩くずれる。

　穂高は驚おどろいたように俺を見下ろしてから、花が咲さくように笑った。

「吉章が笑うところも、泣くところも初めて見た」

　穂高の唇が顔中に降ってくる。

「すごく綺き麗れいだ」

「……その形容詞は、俺に使うな」

　とても自分に相応ふさわしいとは思えない言葉に、喉のどを震わせながら言い返す。

　穂高は小さく笑った。

「好きだよ」

　そう言われるのは何度目だろう。解らないほど言われるのが嬉しかった。

　一年半前のキスは最後のキスにならなかった。そう思ったら自然に涙が零れて、誤ご魔ま化かすようにシーツに顔を伏ふせた。
















　がさがさと紙が擦すれる音がした。

　うっすらと目を開けると、白い寝しん具ぐが見える。強い朝日に、穂高の家に泊とまったことを思い出す。昨日は仕事帰りに家に連れてこられて、眠ねむる寸前まで繫つながっていた。

　シャワーを浴びる前から強く求められ、また恥はずかしい台詞を口にして、逞たくましく鍛きたえられた体に爪つめを立てて縋り付いた。自分の痴ち態たいを思い出すと恥ずかしくなる。

　それでも瞬まばたきして見上げると、新聞を読みながら穂高が隣となりで紅茶を飲んでいた。

　じっと見ていると、視線に気付いた穂高が俺の髪に触れる。

「おはよう」

　ゆっくりと笑った唇が、額に落ちてくる。

　そのまま甘えるように頰と首にキスをされて、髪を撫なでられた。

「何時だ？」

「まだ六時。もう少し寝ねてなよ」

　穂高はそう言うと、ゆっくりと唇にキスをしてくる。

　音を立てて唇を吸われた。柔やわらかな唇と熱い舌が心地ここちよくて、離はなれそうになるのを追いかける。舌を求めるうちに、段々ともっと強い繫がりが欲しくなった。

　数分前まで昨日の自分を恥じていたくせに、また同じ事をしてほしい、同じ事をしたいと考えている。

「吉章。仕事行かなくていいの？」

　既すでにその気になっているくせに、優等生ぶってそんなことを口にする。

「五分で充じゆう分ぶんなんだろ？」

　穂高は俺の言葉に笑ってから、裸はだかの体からだに触ふれる。

　明るい日差しの中で抱だかれる事に対しての抵てい抗こうは、欲よく望ぼうの前に霧む散さんしてしまう。

「一時間あっても足りない気がする」

　穂高はそう言うと、俺の腰こしを抱かかえる。向き合う形で足の上に座らされた。

「自分で入れられる？」

　穂高は挑ちよう発はつ的に俺を見た。下した唇くちびるを親指でなぞるから、舌でその先を舐めて軽く歯を立てる。

　既に硬かたくなっている場所に手を伸のばして、シーツの上から軽く擦こする。

　昨日はこの場所に唇で触れた。舌を陰いん囊のうまで這はわせて、両手ではち切れそうに膨らんだ欲望を擦り上げた。それから喉奥まで咥くわえながら唇を窄すぼませて、苦い精液を残さずに飲み込んだ。

　思い出して自分の唇を舌で濡ぬらすと、余計に触れている場所が硬くなる。

「吉章」

　煽あおられた穂高が、俺の腕を摑んで強ごう引いんに引き寄せた。

　その時新聞ががさりと、床ゆかに落ちる。視線で追いかけると、窓辺に置かれた腕時計が目に入った。その腕時計の針が恐おそろしい数字を指している事に気付く。

「っ」

　思わず腰や肩にまとわりついてきた腕を押しのける。

「なにが六時だ！　もう八時じゃないか！」

「…………吉章に夢中で体内時計が二時間狂くるった」

　穂高は子供でも引っ掛からないような噓うそを吐ついて、再び俺の体に手を伸ばしてきた。

「ふざけてないでさっさと着き替がえろ……っ」

　ベッドから降りて、床に落ちていた穂高の黒い寝具を羽織る。

　クローゼットを開けると、そこにはスーツが何着か用意してある。泊まる事が多いので、常に俺の着替えもストックしてあるが、連日穂高のベッドで寝ているので、残っているのは一着しかなかった。

　それを手にしてから、穂高のスーツを見立てる。

　今日は会議が二件と、取引先への挨あい拶さつ回まわりが入っている。雨之にも一度顔を出さなければならない。ストイックだが機能的なスーツを選んで、ベッドの上にいる穂高の足あし下もとに投げる。

「なぁ」

「忙いそがしいから、黙だまってろ」

　スーツが堅かたいから、カフスは歯車がモチーフの少し遊び心のある物を選ぶ。シャツは少し薄うすい生き地じの物で、ネクタイは社長室のクロークにある黒と銀のスクエア柄がらで良いだろう。

　穂高の服が決まり、シャワーを浴びるためにスーツを手に部屋を出て行こうとすると、いつの間にか近づいていた穂高に腰を抱かれる。

「本気でこのまま一日、仕事できると思ってんのか？」

　拗すねたように腰を押しつけられる。薄いシルク越ごしに熱を感じた。

　昨日散々触れられた尻しりの上を、穂高の大きな手が滑すべる。その指がじわじわと中心に近づいていくのを感じて、溜ため息を嚙み殺して穂高の乱れた髪を搔かき上げた。

　力でぶつかっても、快感に流されても負けてしまう。

　時折暴走しがちな上司をコントロールするのも秘書の仕事だ。

「明日は休日だ。今我が慢まんするなら、今夜は何でも好きなことをしていい」

　髪を梳すきながら、指先で耳の輪りん郭かくをなぞる。

「俺も夜まで我慢するから、穂高も我慢してくれ」

　吐と息いき混じりに囁ささやいてから、音を立てて首筋にキスをする。

「その代わり、夜になったら……」

　その先は直接耳元に囁きながら、そっと穂高の欲望を撫でた。

　口にするだけで頰に血が上るような台詞を言い終わると、同じように少し赤くなった穂高がこくりと頷うなずく。

「よし、ならさっさと着替えろ」

　先さき程ほどの声こわ音ねと違ちがうはっきりとした声でそう口にして、寝しん室しつを出ようとすると「キスは？」と訊きかれた。

　振り返ると穂高はスーツの腕を摑つかんで、袖そでをひらひらと振っている。

「スーツ、着るからキス」

　あと十分もしないうちにレイが迎むかえに来る。

「…………キスができる関係になったら、要求しないと伺うかがいましたが？」

　仕事のときと同じ言こと葉ば遣づかいで反論すると、穂高は「俺の恋こい人びとは理由がないと恥ずかしがってキスしてくれないんだ」と言った。

　先程ベッドの中でしたじゃないかと思いながらも、この男が退かない事は知っている。

「レイが来るまであと七分。七分でどうにか説得してみるか？　したほうが早いと思うけど」

　にやりと笑った男に近づいて、両手で頰を挟はさんで口づけた。

　唇くちびるを柔らかく嚙かみ、誘さそい出した舌を咥内に受け入れて、自分の舌を絡からめる。ぬるりと口の中を這うのが気持ちが良い。夢中になって舌を合わせた。

「ん」

　吐息の合間にも、唇を舐なめられる。再び唇を合わせると、遠くでクラクションの音が聞こえた。恐らくレイだろう。

「吉章」

　タイムリミットだと気付きながらも、穂高の首筋に腕うでを絡める。

「あと五分だけ」

　そう言って、キスを再開して穂高を抱だき締めた。

　俺は有能な秘書だから、あと五分ぐらいは時間を都合できる。

「できれば一時間に延長して欲しいな」

　熱のこもったその言葉は聞かないふりで、俺は熱くて淫みだらな唇をゆっくりと開いた。

　不意に見知らぬ男に予言された「幸福が訪おとずれる」という言葉を思い出す。

　幸せなんて、そんなもの自分には縁えんがないと思っていた。そもそも定義すら解らずにいた。

「好きだ」

　吐息混じりに告げれば穂高が嬉うれしそうに笑うから、俺まで幸せな気持ちになる。

　胸の奥がじんと温かくなる。この気持ちが幸せなんだと教えてくれたのは穂高だった。

　この幸せがいつまでも続けばいいと願いながら、目を閉じてもう一度熱い唇にキスをした。
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